


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]








目次






プロローグ・それはまるで夢のようで

第一章・幼なじみは子こ猫ねこのようで

第二章・それはまるで宴えん会かいのようで

第三章・それはまるで恋れん愛あいフラグのようで

第四章・それはまるでガントレットのようで

第五章・それはまるで脅おどしのようで

第六章・それはまるで勝負のようで

第七章・それはまるで幻まぼろしのようで。

エピローグ・それはまるで日常のようで

あとがき
















　うつし世はゆめ、よるの夢こそまこと

江え戸ど川がわ乱らん歩ぽ（1894～1965年）







プロローグ・それはまるで夢のようで







☆




　その女性は、鷹たか斗と里り武むの上に覆おおい被かぶさった黒雲を吹ふき払はらってくれた。

「ねえ、約束してくれる？」

　長い黒くろ髪かみが風にたなびく。

　形のいい耳で、金色のピアスが光った。

　軽く身をかがめながら、白くてほっそりした掌てのひらが、当時七歳さいの里武の頭の上に置かれた。

　それだけの動きで揺ゆれる胸を里武は生まれて初めて見た。

　母親よりも大きく、母親よりも腰こしがくびれている。

　その上美人だった……今となっては顔立ちもはっきりしないが、「美人」だったという感想だけは揺るがない。

「じゃあ、里武くんも、出来る時でいいから、困っている人がいたら、助けてあげてね」

　優やさしい微笑ほほえみ……もう顔立ちも忘れてしまったが、その印象だけは頭の中にくっきり残っている。

「それが、ヒーローだから」

「はい」

　こっくん、と里武は頷うなずいた。

「お姉さん、おなまえは？」

「私の名前は……」

　美女はそう言って自分の名前を告げた。

「ありがとう」

　こっちがお礼を言わねばならないのに、そう言って、女性は里武に頭を下げた。

　首を捻ひねる里武に、

「君は、生まれたときから『鍵かぎ』の開いている『本物』だもの……本物でも、ヒーローになってくれない人はいるの」

　不可思議なことを口にして、グラマラスな身体を包つつんだ、真っ赤なコートの裾すそが翻ひるがえるのを、里武は覚えている。







第一章・幼なじみは子こ猫ねこのようで







☆




　少女達たちは、音も無く、その三角屋根の上に舞まい降おりた。

　ひとりは細い両りよう脚あしにローラーブレードのついたシューズを履はいた、ショートヘアの小こ柄がらな少女。

　もうひとりは、腰に刀を帯びた、ポニーテイルの、大人びた体型の少女。

　家は東京都心まで電車で一時間ほどの郊こう外がいにある住宅地にあった。

「キカル、ここか」

　ポニーテイルの少女がささやくような声でショートヘアの少女に尋たずねた。

「うん、間ま違ちがいない……鷹たか斗と里り武む君の家だよ」

　キカルと呼ばれた少女は、顔の半分を覆いそうな大きなバイク用のゴーグルを外し、首にかけて頷いた。

　くせッ毛を手て櫛ぐしで直しながら赤い屋根の上にしゃがみ込み、ショートパンツのヒップポケットから、折りたたんだ和紙を取り出だす。

　表面には複雑な紋もん様よう。

　ここのところ晴天続きで、すっかり埃ほこりの積もった屋根の上に、フィンガーレスグローブを填はめた指先で、素す早ばやく五ご芒ぼう星せいを描えがくと、広げた和紙を貼はり付つけた。

　右手で印を結び、口の中で軌き道どうのための呪じゆ文もんを唱え、和紙の紋様を素早くなぞる。

　ぽうっと、一いつ瞬しゆん和紙全体が光った。

　そのまま、接せつ着ちやく剤ざいでも使ったかのようにぴったりと屋根に張り付く。

「これでよし」

「周辺住人の記き憶おくの書かき換かえも、明日の朝には終わるだろう」

「じゃあ、ちょっと里武くんに挨あい拶さつしてくる……後頼たのむね、サキ」

　三角屋根の上、器用にローラーブレードで立ったまま、キカルと呼ばれる少女はポニーテイル少女に言った。

「分かった……もう奴やつらはこいつに目をつけているかも知れない、気を付けてな」

「うん」

　少女は頷くと再び右手で印を結び、ひょい、と屋根の上から飛び降りた。

　右手でそのまま自分の足あし下もとに向かって複雑な紋様を描きつつ、呪文のような言葉を素早く述べる。

「風は疾る、遊幻なる門の中、夢よりいでしものキカルが命じる、夜の現世へ、門よ開け！」

　言葉が終わると同時に、落下する少女の下に、丸に囲まれた六ろく芒ぼう星せいが現れ、少女はその真ん中に爪つま先さきで触ふれると、全身を光の粒りゆう子しに変え、ぱっと蛍ほたるの塊かたまりが散るように消え去った。

「さて、これからが厄やつ介かい事の始まりだ」

　腰に手を当て、サキと呼ばれたポニーテイルの少女は、ため息をついた。

「さっさと『サリガミ』にしてしまえばちゃんと一年以内ですむかもしれぬものを……」

　そう言うと、サキは屋根の上に、背せ負おっていた物を下ろした。

　カーキ色した米軍の背はい嚢のうの上、覆うように装着された大きな中ちゆう華か鍋なべを取り外し、中からセットになって居る小型のコンロを取り出す。

　高火力対応らしく、ゴトクと呼ばれる火口の下、縦になったボンベが六本束になって装着されていた。

　傾けい斜しやのついた屋根の上に、引っかけるようになって居る脚の部分を広げて固定、それに火をつけ、中華鍋に背嚢から取り出した油を刷は毛けで塗ぬって料理の下準備を始めた。

　背嚢の中には他に、ベーカリーマシンで作ったとおぼしき手作りのパンの六枚切りが一斤きん、薄うすくスライスされたタマネギと、千切りのキャベツをそれぞれ窒ちつ素そ封ふう入にゆうで真空パックしたものと、手作りしたらしい、規格品では無い形のウィンナーが数本見える。

　クールビューティな横顔に、新しん婚こんの妻が夫を待って料理をしているときのような幸せな微笑みが浮うかび、彼かの女じよはゆっくりと油をなじませるため、鍋なべを動かし始めた。




☆







　鷹斗里武は「夢」を見ない。




　将来や、未来に対する前向きな予想、計画の意味では無い、飛ひ躍やくや空想に満ちた、主に睡すい眠みん中に見る、という意味の「夢」だ。




　それは「欠落」ではなく「特技」に近いものなのだ、と知ったのは七歳の時。




　同時にそのことで、初めての……そして、唯ゆい一いつの「いいこと」の記憶。

〈それが、ヒーローだから〉

〈はい〉

「……」

　そして、十七歳になった鷹斗里武は、ぽかんとしてその女性の後ろ姿を見つめている自分の姿を見ていた。

「……案外、覚えてないんだな」

　彼かれは、映画の撮さつ影えい用セットに、本番の真っ最中に紛まぎれ込んでしまった見学者のように、この状じよう況きようを眺ながめている。

　鷹斗里武は夢を見ない。

　正確に言えば全すべての夢を「夢だ」と常に認にん識しきする。

　学術的には「明めい晰せき夢」と呼ぶ。

　里武は「夢」を観みる時、それが夢であると認識し、そしてそれは……明晰夢を見る人間でも非常に珍めずらしいらしいが……夢ならではの「都合の良い夢」にならない。

　空を飛んだり、化け物が出てきたりということはない。

　夢は常に、その日までの現実の再生。

　時間はまちまちで、状況もまちまち。

　今回のように過去の自分を眺めているものもある。

　七歳のころは、これが異常な状況では無いか、と悩なやんだこともあったが、この「女性」のおかげでその引け目も無くなった。

　この夢は、だからかなりの回数見ている。

　つまり、それだけ自分の人生にとって重要な出来事なのだろう。

　それなのに、いつも自分を助けてくれた恩人でもある女性の姿はそこだけぼやけたように曖あい昧まいだ。

　どうしてなのかは分からない。

　不思議な気分だった。

　何度も繰くり返かえし見ている夢なのに、毎回胸が熱くなる。

　最初のころは泣いて目覚めることさえあった。

　だが、あれから十年以上の時間が過ぎた。

「ヒーロー」という言葉の、現実における意味も、理解している。

　それは「才能」の意味だ。

　才能と、場を与あたえられた人間が行動を起こし、賞賛されるときに使われる言葉こそが「ヒーロー」だ。

　他人を助ける人達は大勢居る。

　医者、弁護士、警官、消防隊員。

　だが、彼らの殆ほとんどは「ヒーロー」とは呼ばれない。

「ヒーロー」とはマスコミが偶ぐう然ぜん、それらの人を取り上げるとき、あるいは、助けられる人達が、賞賛するときに使う敬けい称しようだ。

　そういう職業は無い。

　それでも……いや、そう理解したからこそ、

「普ふ通つうの人みたいな夢を見ないからって、普通の人と違ちがう事じゃ無いわ……貴方あなたはちゃんと、泣きも笑いもする、感情も豊かで、素す敵てきな子よ」

　微笑みながら女性がいったことを、里武は忘れない。

「自分の子供が夢を見ない」という事実を心配した親が連れて行った最初のカウンセラーは、頭から「それは君の心が歪ゆがんで居るからだ」と決めつけた。

　歪んで居るから悪い子だ、と。

　両親には当時、強きよう烈れつなトラウマになるような出来事や、ＤＶがあったのではないか、とまで問とい詰つめたそうだ。

　マスコミでも有名な医者だったせいもあって、両親はオロオロとし言われるがままで。

　そして、カウンセラーは悪あく魔ま祓ばらいをする牧師のような狂熱をもって、幼い里武を「隠かくし事をしている歪んだ子供」扱あつかいした。

　不意に、コートの女性が入ってきた事情は、もう思い出せない。

　詰きつ問もんするあまり、声を荒あらげたカウンセラーの声を廊ろう下かで聞きとがめたのかも知れない。

　とにかく、彼女はふらりと現れた。

　そして、二言、三言、医師と会話すると、彼は真っ赤な顔をして出て行き、二度と里武と会うことは無かった。

　親以外の人間から発せられる「普通の子」という言葉は「他と違う」ことの恐きよう怖ふからどれだけ救ってくれたことか。

　この後、その言葉は里武のカウンセリングを担当した別の医師もまた、結論として言ってくれて、里武とその家族にとって支えの言葉になる。

「……と」

　里武は七歳のころの自分の横をすり抜ぬけて、病院の廊下に出た。

「分からないなら、捜してみるのもいいかな？」

　今までは、このあたりで目が覚めていたが、珍しく今日はまだ夢が続いている。

　なら、捜せば「彼女」の姿をもう少しはっきり思い出すかも知れない、と思った。

　人間は、じつは一度見聞きしたものを完全に忘ぼう却きやくすることはなく、単に「思い出せないだけ」だという。

　だとしたら「捜せばまだあるかもしれない」という考えも成り立つ。

　夢が記憶という名の情報の膨ぼう大だいな組み合わせであり、里武にとっての明晰夢が現実という情報の反復であるならば、必ずどこかに「思い出せなくなった記憶」がある……それを捜すのだ。

　ちょっと怖こわくもあり、浮き立たつ気分もある。

（……そうか、考えて見れば、ここから先は『知らない』んだよな）

　病室の外に出た。

　里武は「彼女」が去った後、そのままじっとして、親が来るまで病室から出ていない。

　当時の……そして最初のカウンセラーとの縁えん切きりを、病院の院長の前で宣言し、すっきりした顔の母親がやって来るまで、里武はここを出ていない。




　廊下を歩いて行く。




　五メートルも歩くと、そこから先は真っ白になっていた。

　天てん井じようも床ゆかも、そこには無い。

　存在する廊下とその「白」の境界線はぼかしたように曖昧ではあるが、ある一点…………病室から、里武が見えていた範はん囲いを超こえてからは、真っ白の空間だけが広がっていた。

　記憶は常にリアルタイムだ。

　その時見ていないモノは「無い」のだ、と納なつ得とくする。

「残念だなあ」

　それでも何かないか、と里武はしばらく歩んだが、何も無い。

　立ち止まって周囲を見回す。

　背後にある病室の風景以外は、本当に何も無かった。

　と、遠くで小さな砂の流れるような音がした。

　近づいてくる。

「？」

　音のするほうへ振ふり向むいた。

　大きな、黒い三角形の猫耳少女がやってくる。

　むろん、本物では無い。

　金色の髪かみだけに、黒い、硬こう質しつな三角形のパーツが猫の耳に見えた。

　近づいてくると、ようやく相手の細かい出いで立ちが分かる。

　襟えり足あしでざっくり切った金色の髪に、タンクトップにホットパンツ、頭には猫耳のようなパーツがついた大きなヘッドフォン……という出で立ちの少女が、ローラーブレードを履いて、さっきまで誰だれも居なかったはずの白い空間の彼方かなたからこちらにやって来て……十メートルほど手前で、片足を大きく伸のばしながら、半回転するようにして停とまった。

　先ほどの赤いコートの女性と違って、こちらは悲しいぐらい胸が揺れなかった。

（……誰だ？）

　夢は、里武にとって常に現実の「写し」である。

　故ゆえに、「見たことも無い人間」は存在しない。

　朝、登校途と中ちゆうの駅ですれ違っただけにせよ「どこかで見た顔」であるはずだ。

　まして、顔立ちは大きな目とくっきりした眉まゆが印象的で、見忘れる類たぐいの顔では無い。

　相手もこちらを見た。

　にこっと笑うと、少女はゆるやかにローラーブレードを履いた脚あしを動かして里武に近づき、少年の目の前でくるっと一回転して停止した。

　腰で、ピンポン球をひと回り小さくした大きさの、黄色い十面ダイスが揺れた。

　五角かく錐すいをふたつ半分ずらして底面で組み合わせた、独特の形のサイコロだ。

　尖とがった片方に穴を開けて細い鎖くさりを通したそれは、濃こい青のプラスティック製だが、何故なぜか全ての面に白い文字で「１」と掘ほられている。
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「こんちわ」

　少女は顔から大きなゴーグルを外し、日焼けした細い首にかけるようにすると、ぺこん、と頭を下げる。

「あ、ああ、こんにちは」

　小柄でやせ型の里武よりも小さい。

　一瞬、中学生か、それとも小学生かと思ったが、顔立ちから来る雰ふん囲い気きは自分と同じぐらいだろうと里武は思った。

　だとしたらますます忘れる顔では無い。

「あなた、鷹斗里武くんだよね？　あたし銀ぎん三さん百びやくキカル……銀が三百、って書いて銀三百、キカルはカタカナ」

　随ずい分ぶんと珍しい名前だった。

「ね、そうだよね？　鷹斗里武くんだよね？」

「そうだけど」

　現実なら警けい戒かいする質問だが、里武は夢の中の気楽さで答えた。

「そっか……今の赤いコートの人、知り合い？」

　ひょっとしたら十年前に、この少女と病院ここで会ったのだろうか。

　だが、完全に記憶に無い……というか、こういう言葉を交かわす事自体もだ。

「いや、その……」

　それ以前に、何も無い方角から来て、何故ついさっき病室から出て行って「消え」た「彼女」のことを知っているのか。

　戸と惑まどう里武をよそに、少し照れたような、はにかむような。まるで街で偶然好きな歌手に出会ったファンのような嬉うれしさを抑おさえきれないような顔でキカルは言った。

「あたし、今日から貴方の幼なじみになります……良かった、貴方が……で」

「え？」

　全ての言葉の意味が、通常使われるモノとは違う配置で、思わず聞き返した里武の胸を、少女は両の掌で押おし出した。

「じゃ、これからしばらくよろしくね♪」

　少女の満面の笑え顔がおがドンドン遠ざかっていく。

　全てが白いもやの中に埋うもれていく。

　視界が白くかすみ、消え、やがてはっきりと音が……音が……。




☆




　枕まくら元もとの目覚ましを止めた瞬しゆん間かん、ドアが開いた。

「おっはよーっ！」

　小柄なほそっこい身体が、「むみゅーんっ！」という妙みような声と一いつ緒しよに里武の上に降ふってきた。

「のわっ！」

　ベッドの上じゃ無ければ潰つぶされること必至な衝しよう撃げきに、里武は慌あわてた。

　相手は構わず、頭から被かぶったタオルケットごと、里武の頭を抱かかえ込むようにしてベッドの上を転がる。

「みゅーん、みゅーん、みゅーん♪」

　里武の頬ほおが、タオルケット越ごしにその少女の胸に当たる…………はずが、分厚い布と衣服越しに、となるとかろうじて体温が分かる程度だ。

　とはいえ、起おき抜けの健全な男子高校生としては大変「よろしくない」のは事実である。

「こら、やめろってば！」

「だって、こういう起こされかたって男の子は喜ぶんでしょ？」

「そういうのは胸がある場合、お前は無いだろ！」

「あー！　差別発言！」

「うっさい、とにかく外でろ」

「なんで？　女の子はともかく、男の子は着き替がえぐらい見られても大だい丈じよう夫ぶじゃない？」

「お前な、普通考えろよ？　朝だぞ？」

「うん、朝だよ？」

「……」

「？」という顔で少女はベッドの上、里武の胸の上で首を傾かしげる。

（あと十センチ下に下がったら困る）

　と判断した里武は、

「いーからどけ！」

　じたばたあがいて、ようやく里武は相手を引きはがした。

「いい加減にしろったら！」

　キレる三歩手前の声で怒ど鳴なる。

　相手も引ひき際ぎわは知っているから、そのままひょこんと退いた。

「なんども言ってるだろう！　勝手に人の寝しん室しつに入ってくんなって！」

　怒鳴るといちおうベッドの上、ちょこねんと正座してこっちを見ている……のは最初の五秒ほど、すぐに頭を小刻みに振りながらあちこち視線を彷徨さまよわせる。

　耳につけたヘッドフォン型ＭＰ３プレイヤーからの音楽を聴きいているのだ。テンポに合わせてか、それとも彼女の脳波を拾っているのか、ヘッドフォンのアーム部分につけられた猫の耳がひょこひょこ動く。

「……こら」

　むんず、とヘッドフォンの片側を掴つかんで引き上げ、里武は口を近づけ、怒鳴った。

「人の話をちゃんと聞けーっ！」

「みゃーっ！」

　そのまま少女はベッドから転がり落ちた。

　落ちながらもしっかり里武の手からヘッドフォンを奪うばい返している。

「……ったく、そっちもいちおう十七歳なんだから、少しは考えてよ、キカル」

　言いながら、どうして夢の中でこの幼なじみのことを見ず知らずの人間のように思ったのかと一瞬首を捻る。

　銀ぎん三さん百びやくキカル。

　里武とはかれこれ十年以上の付き合いになる幼なじみだ。

　中学に上がる前に一度、両親の仕事の都合でアメリカに渡わたったが、つい最近帰ってきた。

　両親よりも先行して戻もどってきたので、家は無く、今は近くのホテルに滞たい在ざいしている。

　親の事業がよっぽどうまく行ったのか、ホテルはこの辺では一番の高級ホテルで、着替えのクリーニングやら食事やら、一いつ切さい不便は無いらしい。

　どうやら満足どころか充じゆう実じつしまくった普ふ段だんの生活は退たい屈くつらしく、こうして帰郷して以来、何かと里武の家に遊びに来る……しかも朝からだ。

　幸か不幸か、里武の両親はキカルとは逆に、父親の単身赴ふ任にんに母親が付き添そうかたちでいま、この家には居ない。

　あと一年は名古屋で過ごす予定だ。

　子供の頃ころからの遊び仲間とはいえ、キカルは女性で、かつ数年のブランクがあったが、再会して十五分でそれは消え去った。

　いきなり訪ねてきて、お茶を出すまでの間、気がつくと自分の部屋に忍しのび込み、ＰＣを開いて年とし頃ごろの少年ならこっそり隠して鍵をかけてある「極ごく秘ひファイル」を覗のぞこうとしているところへ、「こら、この馬ば鹿かキカル」で頭をこづいて以来、こういう手のかかる妹と面めん倒どう見みのいい兄のような関係に戻った。

（昔はもう少し同年代っぽく付き合ってたんだけどなあ……キカルは子供過ぎるんだよな）

　キカルは本当に自由だ。

　興味のあるものを見つけるとどこまでも行くし、楽しいことは何度でもやろうとする。

　どうやら、起き抜けに里武に抱だきつくこともそういう「楽しいこと」らしい。

　毎朝上に飛びかかられるのだから、里武としては迷めい惑わく千万だ。

「うにゅーる」

「猫みたいな声あげてるんじゃないの、いったい君いくつになった？」

「十六」

「そういえば、早生まれだったな」

「うん、だから可愛かわいい後こう輩はいは優しくして欲ほしい…というか、今日からクラスメイトだし」

「後輩を甘あまやかす文化は僕ぼくの中に無いし、クラスメイトならなおさらだ」

　口をへの字に曲げて、里武はキカルをひょいとベッドから下ろした。

　見かけ以上にキカルは軽い。

　ひょっとしたら猫同様に襟えり首くびをつまみ上げて移動させられるかもしれない。

「下降りて準備してて、すぐ行くから」

「着替え、手伝おうか？」

　目をきらきらさせながら言うキカルに、思いっきり里武は冷たい目を向けた。

「怒おこるよ」

「はぁい」

　口を尖らせてキカルはそれでも部屋を出て行った。

　腰に下がった、どの面にも「２」としか書かれていない十面ダイスが揺れる。

「……」

　ため息が出た。

　出来の悪い妹を持った兄というのはこういう気分かも知れない、と思いつつ、里武は服を着替える。

　窓の外の日差しは随分と眩まぶしくなってきた。

　初夏を通とおり越こし、もう夏になりつつある。

　里武は昨日アイロンをかけた夏の制服に袖そでを通した。

　ネクタイをしめながら階段を下りると、キカルが楽しげに小さな重箱の中身を並べていた。

　今のところ彼女が住んでいるホテルから、毎朝必ずこうして食事を持ってくる。

　中身は野菜の煮に付つけに漬つけ物もの、焼き魚と、一見質素に見えるが質と調理法が吟ぎん味みされていて、かなり豪ごう勢せいだ。

　ホテルからこの家まで片道およそ二十分、料理は冷めているのだが、それでも美味おいしい。

　塩味も抑え気ぎ味みだから、これは使っている出汁だしにワザがあるのだろう、と里武は思う……一応、一人暮らしの学生らしく、そこそこに料理も作れるからこそ良くわかる。

　最後の段に入っている三角のお握にぎりも人の手で握ってあるのに綺き麗れいに形がそろってて、米こめ粒つぶひとつひとつが輝かがやいている。

　キカルがこの家で朝食を取るようになって三日だが、この朝食が毎日食べられるおかげで、里武はキカルを家からたたき出さないですんでいる。

「……第一、いっつも思うんだがお前、どこから入ってきてるんだ？」

　自分の椅い子すに座すわる前に、里武はお茶を淹いれた……これまでと違い、ティーバッグでは無く、ちゃんとした、高めの緑茶である。

　さすがにこれだけの食べ物を前に、コンビニのお茶とか、ティーバッグの安上がりなお茶というのは「良くない」と思ったから、昨日買って来たのだ。

「え？　フツーに鍵開けて」

「鍵なんか持たせてないぞ？」

「おばさん、昔っから勝手口に置いてあるエアコンの室外機の下に磁石でくっつけてたでしょ？」

「……なんで知ってるの？」

「そりゃもう、幼なじみだもの」

　にかーっと笑う。

「処分しとこう」

「わー、それだめー！」

　慌てるキカルを無視して箸はしを左右の親指と人差し指の間に挟はさんで手を合わせ「いただきます」と言ってから箸を付ける。

「……もう」

　ぷうっと頬を膨ふくらませたが、黙もく々もくと里武が食事を始めると、キカルも同じように手を合わせてから食事を始める。

「どーして里武は意地悪ばっかり言うかな？」

「キカルがあんまりにも子供っぽすぎるの」

「子供心を失わないんだから、むしろ褒ほめてよ」

「じゃあ、せめて僕の上に飛び乗って起こしに来るな。幼よう稚ち園児がお父さんを起こすやり方だぞ、それ」

「いいじゃん、スキンシップでー」

　両手でお握りを持ってかじりつつキカルが言う。

　かわいさを気取っているのでは無く、素でそういうことを出来るタイプであり……ついでに言えば、フィンガーレスグローブを填めたままなので、自然と手て袋ぶくろを汚よごさないためにそういう持ち方をせねばならないのだ。

「手袋臭くさくなるぞ」

「ちゃんと小まめに替えてるし、里武起こす前にちゃんと手も洗ったモン」

「モン、じゃないよ……いいのか、今日から学校だろ？」

「うん」

「あんまりはしゃぐなよ？　ウチの高校には目立ったいじめはないけど、浮いた奴をどこまで受け入れてくれるかどうかは分からないんだから」

「はーい。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。浮いたりしないって」

「どーだか……」

　元気に返事するキカルに、里武はため息をついて、淹いれたばかりのお茶を急きゆう須すからマグカップに注いだ。

「はい、キカルも」

　そう言いながらキカルの分もお茶を淹れる。

「うんありがと」

　キカルはにっこり笑って受け取った。

　マグカップをキカルに渡した後、里武はお茶に口をつけた。

　いい感じにぬるめのお茶になっている。

「…………あんまり変わらないなあ」

　まあ、食べ物と違って、お茶の善よし悪あしはよっぽど修練を積まないと分からないという話だから、そういうことなんだろう、と納得する。

　自分が、気づかないうちにいつものティーバッグを急須から抜いてゴミ箱に棄すてた事は、少年の頭の中に記憶されていなかった。
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　コロコロコロ……とアスファルトの上をローラーブレードが緩ゆるやかに音を立てる。

「しかし、昼飯まで持って歩くのか、大変だな」

「里武の分もあるからね♪」

　学校に向かいながら、そんな会話をする。

　幸い、里武の家から歩いて二十分弱のところに学校があるからいいようなものの、キカルの背中にあるデイパックはパンパンに膨らんでいた。

「そういうの、気にしなくていいのに」

「いーのいーの。幼なじみだし♪」

「幼なじみねえ……」

（ま、考えて見れば典型的だよな。朝起こしに来るし、一緒に食事するし）

　親友の可か沢さわ真しん一いちあたりが聞いたら目の色を変えそうな話だ。

（でもまあ、真一とかが言う『理想の幼なじみ』ってのは基本、おっとりしてて、巨乳で……だよな？）

　ちら、と里武はキカルのほうを見た。

　どうみても外見は幼なじみと言うより妹だ。

（特に胸の辺りが）

「何処どこ見てるの？」

　少し赤くなりながら、キカルが両手でタンクトップの胸むな元もとを押さえた。

（少しは女の子なんだな）

　内心は苦く笑しようしつつ、表面上は素知らぬ顔で「別に」と誤ご魔ま化かす。

「……まあ、いいけど。里武だし」

「どういう理り屈くつだよそれは」
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「いーの、幼なじみ同士だから許してあげる、ってこと」

「……はいはい」

　幼なじみという言葉から来るしんみりとした感覚や、同い歳のときめきとは無む縁えんの、賑にぎやかな子猫のようなキカルと並んで歩くのが、しかし里武は嫌きらいでは無い。

　随分と穏おだやかな気分だった。

　やがて校門が見えてくる。

「よぉ、鷹斗」

　背後から声をかけられた。

「やあ」

　振り向いて里武は手を振る。

　噂うわさをすれば影かげで、「幼なじみ」を熱く里武に語ると二時間は必要な可沢真一と、サッカー部の幽ゆう霊れい部員であり、今はアイドルオタクにシフトしつつある入いり内うちタダシがいた。

「珍しいな、この時間ってのは」

　今や双そう方ほう共夢中になるものがありすぎて、遅ち刻こくギリギリというのが常である。

「昨日はうちの所のサーバーがダウンしてさ、何にも出来ないからさっさと寝ねた」

　何となくそう答えると、

「俺おれんトコのプロバイダも同じだ」

　里武以上にオンラインゲームのヘビーユーザーな真一が答え、

「規則正しい生活はｗｅｂを遠ざけるところからってのは本当だねえ」

あまりその方面には関心が無い（ただし、お気に入りのアイドルのチケットの争そう奪だつ戦せんを除く）タダシがオチをつけた。

　いつもの朝の会話だ。

　くすっと笑った里武の隣となりで「？」という顔をしているキカルに、ふたりは首を傾げた。

「鷹斗、その子、お前の妹？」

「あ、いや違う、こいつは銀三百キカル、僕の子供のころのお隣さんで、今日からうちの高校に通うんだ」

「どーもー♪」

　にっこりとキカルが手を振る。

「なにぃ！　鷹斗、幼なじみが居たのか！　居たのか、居たんだな、つーか俺の目の前に居る！　幻の存在が、モケーレ・ムベンベが！　ツチノコが！　いや、どっちかというとむしろ神！　神！」

　神々の叡えい智ちの光を見た古代人のように、太陽に照らされた吸きゆう血けつ鬼きのように、真一はキカルのほうを向いて腕うでで顔を覆おおった。

「何という！　何という、何という！　俺は今、伝説と向かい合っている！」

「オーバーだなぁ」

「……てーか」

　唐とう突とつにオーバーアクトなポーズを辞やめて、真一は里武の腕を掴んで耳元に口を寄せた。

「お前、ロリだったのか」

「ち、違うって！　こ、この子は見ての通り、こっちに戻ってきたばかりの帰国子女で、両親が帰ってくるのが来月になるからってんで、とりあえず面倒見てるだけだってば！　それにお子ちゃま脳だし！」

「あ、そういうコト言うんだ、里武ってば。そんなこと言ってるとお弁当あげないよー」

「お、お弁当！」

　それまでポカンと無反応だったタダシが驚きよう愕がくの表情になった。

「お弁当だと！　幼なじみの！　手作りの！」

「いや、手作りじゃ……」

「鷹斗……」

　ぽん、と身長百九十センチ近いタダシが両手を里武の肩かたに置いた。

「俺にも食わせろ」

「あ、大丈夫ですよー。皆みなさんの分もありますから！」

「ほ、本当ですか！　銀三百さん！」

「あ、キカルでいいです」

「おお」

「ええ娘こじゃ……」

　にこっと笑うキカルを見て、二人の親友は眩しいものを見た老人の表情で手を合わせた。

「……弱ったなぁ」

　里武はため息をついた。

「ところでキカル……君、職員室に行かなくていいの？」

「え？」

　きょとん、とキカルは里武を見た。

「転校の手続きって当日もやるんじゃなかったっけ？」

「そ、そうなの？」

「そういえば漫まん画がやアニメとかで先生に連れられて来るよな、転校生」

「わわわわ！」

　キカルは緩やかに移動し続けていたローラーブレードを止め、オロオロしはじめた。

「そ、そうだったんだ、知らなかったよー！」

「おいおい、手続きの時聞かなかったのか？」

「だ、だって転校するのは初めてだもの！」

　アメリカに行ったときは違うのか、と言いかけ、子供のころだからその辺は両親が全部やったんだろうと思い至る。

「まあいいや、とにかく予よ鈴れいまで時間があるから、校門入って右手の校舎の一階の奥おくが職員室だから、行って話聞いてきなよ……あと、ウチの学校は上うわ履ばき仕様だから、ローラー脱ぬいで……って」

　里武が言い終える前に。

「ありがとー！」

　というキカルの声はすでに生徒達たちの間をすり抜け、校門をくぐっていた。

「大丈夫かなぁ……」

　今度は、別の意味のため息が出た。

「どっちにせよ、ローラーブレードは明日から履はいてこないように言わないとナア」

「……しっかし鷹斗、すごいね、お前の幼なじみ。プロ並みの速さと反射神経だな、ありゃ」

　タダシが腕うで組ぐみをして感心していた。

「……妹系も、悪くないよな」

　真一がしみじみと言う。

「お前、幼なじみは巨乳でおっとりが好きじゃ無かったのか？」

　急にポリシーを曲げる発言に里武が突っ込むと、

「理想と現実にはギャップがつきもので、それを埋めて受け入れるかどうかがリア充と喪男との分かれ道だと、この前気づいた」

　どこか爽さわやかな……それだけに空むなしい笑顔で真一。

「……ナルホド」
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　キカルはローラーブレードで全力疾しつ走そうしながら校舎に入る。混雑し始めている生徒用の入り口を避さけ、来らい賓ひん用の入り口に回ると、上あがり框がまちの手前で思いっきりジャンプした。

　校舎内に降り立つまでに、一いつ瞬しゆんでローラーブレードを脱ぎ、降り立ったときには左手に持っている。

「えーと、スリッパ……」

　大おお慌あわてで下げ駄た箱ばこの中からスリッパを取りだして履く。

「こら！　生徒が来賓用を使っちゃいかん！」

　ジャージ姿の体育教師が怒鳴るが「すみません、今日からの転校生なんです！」と頭を下げ、キカルは職員室への道を尋たずねた。

　幸い、そう遠くはなさそうだった。

　そのまま、「廊下を走っちゃイカン！」の声を背に職員室まで駆かけ抜ける。

　ドリフト気味に廊下を曲がり、職員室のプレートの下がった入り口まで来て停まるが、両足を踏ふん張ばったまま、キカルは一メートルほど行き過ぎた。

　慌てて戻ってスライドドアを開ける。

「お、おはようございます！　本日からお世話になる銀三百キカルです！　鷹斗里武くんのクラスの担任の先生はどなたでしょうか！」

　元気よく大声で言った。

　職員室の中、きょとん、とした雰囲気が満ちる。

「転校生……聞いてませんが？」

　奥の机に座った初老の教務主任が首を傾げながらバインダーをめくる。

　教師たちの怪け訝げんな視線がキカルに向けられる。

「あ、いえあの、それはその、あたしが今朝決めたことであの……」

　しどろもどろになりながら、大おお汗あせ掻かいて説明しようとするキカルの肩を、背後からぽん、と細い手が叩たたいた。

「申し訳ありません」

　キカルの後ろに、いつの間にかポニーテイルの少女が立っていた。

　長なが袖そでの黒に銀糸のラインの入ったセーラー服（冬）で、背中には背はい嚢のうと、それをスッポリ覆ってしまうような大きな中ちゆう華か鍋なべ、腰こしには革のベルトを使ってサーベル風に吊つった、金の金具類に鮫さめ皮がわを染めたとおぼしき糸巻き無しの、明るい紫むらさき色いろをした鞘さやと柄つかを持つ日本刀。

　どう見ても、秋葉原かお台場のイベント会場から抜け出でてきたような恰かつ好こうである。

　だが、それを咎とがめることが出来ないほどの落ち着いた雰囲気……殺気に近いものが全身から立ち上っていて、教師達に何も言わせない。

　子犬の群れに本物の狼おおかみがぬっと入ってきたようだ。

「文科省から来ました、現げん誘ゆう院いんサキと申します。書類がまだお手元に来ていないと伺うかがいましたので」

　そう言うと、入り口で背中の荷物を下ろし、ずかずかと少女サキは職員室に入り、教務主任に右みぎ綴とじのされた和紙を手て渡わたした。

「銀三百キカルは外務省のさる筋からの依い頼らいでこの学校に転入、鷹斗里武のクラスに編入するように指示が出ております。正式な書類は来月にもこちらに来ると思いますので、よろしくお願いいたします」

　サキがよどみなく言う中、教務主任は手紙を開いた。

　今の日本では珍めずらしい、縦書きの手紙である。

　ハッとした顔になり、彼かれの背筋が伸びた……のみならず、立ち上がり、サキに向かって軽く頭を下げる。

「わ、わかりました、謹つつしんで銀三百キカルさんを我わが校こうにお迎むかえいたします。校長にもこの手紙をお見せしても？」

「構いません」

　教務主任はその手紙を広げたまま、恭うやうやしい手つきで掲かかげつつ、校長室へ入っていった。

「ありがとう、サキ」

　小さな声でキカルが言い、片手で拝む真似まねをする。

「こちらこそ、書類が遅おくれて申し訳ない……お役所仕事というのは、この非常時にも勿もつ体たいぶってていかん……で、例の少年は？」

　短い距きよ離り、彼かの女じよたちにしか聞こえない発声法でサキが訊きく。

「うん、凄すごいよ……もうこんなに溜たまった」

　と、キカルは腰に下げた全面「３」の文字が浮うかぶ十面ダイスのキーホルダーを見せた。

「なるほど、出会って僅わずか数時間でここまで溜まるか…………やはり彼を『サリガミ』にするべきでは無いか？」

「…………」

　サキの言葉に、キカルは暗い顔をして押し黙だまった。

「キカル？」

「…………それは、絶対にやらない、って言ったでしょ」

　里武に見せている笑顔が嘘うそのように、こわばった表情のまま、キカルは歯の隙すき間まから押し出だすような声で言った。

「もう誰も『サリガミ』にはしない、そう決めたの……少なくともあたしが『鬼キ駆カル』であるうちは」

「…………」

　肩をすくめ、サキは苦笑を浮かべた。

　そうすると、大人びた表情の下から、少女らしいあどけなさが覗いた。

「分かった…………とりあえず今は裏うら十じゆう二に支しが、どの生徒に取とり憑ついたかを調べよう」

「うん、あたしも出来るだけ調べる」

「怪あやしまれないようにな……学生というのは、存外新参者には注目しがちだ」

「了りよう解かい」

　やがて、手紙を読み終えた校長が慌ててキカルたちの所へ小走りにやって来る。







第二章・それはまるで宴えん会かいのようで







☆




「銀ぎん三さん百びやく」という珍しい名字と、本人の人なつっこさと明るさのおかげか、担任教師から紹しよう介かいされて二時間後にはクラスの誰だれもが「キカルちゃん」になり、昼休みまでには、二年も前から一緒に居るような気楽さで、男女共に彼女と会話するようになっていた。

「しかし、アメリカ留学してたのに、現文と古文はＯＫで、英語が壊かい滅めつってどうなんだ？」

　キカルの持って来た重箱（呆あきれたことに教科書やノートなどは一切忘れて、それだけがキカルのデイパックに入っていた）を広げ、中身を取り分けながら里り武むが言う。

　五段重ねの重箱にはぎっしりと煮に物もの、焼き物、サンドウィッチにいたるまで料理が詰つまっていて、どうにも二人では食べきれる分量では無い。

「いやまあ、ほら、最近は優ゆう秀しゆうな翻ほん訳やくソフトがあるしー」

「会話は？」

「これ」

　とスマートフォンを取り出した。

「……キカル、君ひょっとして進級できなくなったから日本に帰ってきたんじゃ？」

「そ、そんなわけないでしょう！　里武、疑いすぎ！」

「どうだかなぁ」

「あーもう！　今、あたしのこと馬鹿の子こを見る目で見たー！」

　などとやっていると、里武は背後からとても冷たい視線をふたつ、感じた。

「……リア充」

　真しん一いちの恨うらみがましさが凝こり固かたまって、却って無表情になった声が響ひびく。

「……購こう買ばい部ぶの焼きそばパン攻こう防ぼう戦せんから必死の思いで帰き還かんしてみたら、友人がリア充になっていたでござる」

「いや、タダシまでいう事はないだろ？」

「黙れリア充」×２

　手に焼きそばパンとペットボトルのジュースを持ったまま、二人の友人がハモる。

「お前なんかモゲてしまえ」

「そうだぁーもげろー」

「もげろー」

「いやナニがだよ？」

「ナニにきまってるだろうが」

「そうそう。一生プラトニックでいけ」

「第一、ウチの生徒会長の九く田だナナオさんと野球部の上かみ條じよう月つき彦ひこキャプテンが、ってのは納なつ得とくがいく、リア充同士だし」

「そうだリア充ならば全すべてよし。世の中はそういうモノだと俺たちも我が慢まんが出来る、まして誰もが認める美男美女、そりゃそうなっても仕方ない」

「だが、どうして里武に！」

「裏切りだ！　断罪セヨー！」

「鷹たか斗とーこっちに帰ってこーい」

　半ばやっかみ、半ば里武を芸人風に言えば面おも白しろがって「いじって」いるのだが、当人としては迷惑きわまりない。

「勘かん弁べんしてくれよ……」

　ため息をつく里武に「？」とキカルは首を傾げていたが、「ああ」と手を打った。

「そうだ真一さんにタダシさん、一緒に食事する約束でしたね、ごめんなさい！」

　そう言って、紙皿を取り出した……どうやら二人の行こう為いを「遠回しな食事の催さい促そく」と勘かん違ちがいしたらしい。

「あ、いやあの、それは……」

「いや、悪い……つーか、朝のアレは単なる話の流れで」

「だって、クラスメイトで、里武のお友達でしょ？　それに約束は約束ですから！」

「ああ……眩しい、なんていい人だ……」

「ええ娘や……」

　二人ともちゃっかり席に座り、すすり泣きながら取り分けられた皿を受け取る。

「だからどうしてそこで芝しば居いがかった仕草になるかな？」

「うっさい、リア充」

「そうだそうだ……ありがとう、キカルちゃん」

「いえいえ。楽しいことは分け合わないと！」

「あ、いーなー男子」

　ひょい、とクラスの女子が顔を出した。

「あ、みんなも食べる？」

「あー。じゃあちょっとだけ……」

「うん！」

　クラスに残って食事をしていた生徒達はたちまちのうちにキカルの周りに集まった。

「あ、美味しい！」

「でしょ？　コックの人が凄い腕なの、和洋中、全部出来るんだよ！」

「へー」

「あ、キカルちゃん、あたしのあげる」

　女子のひとりがそういって移そうとするが、

「あ、ごめんなさい、あたし、アレルギー持ちだから、こっちからそっちにおかず分けてもＯＫなんだけど、逆は駄だ目めなんだ」

　申し訳なさそうに両手を合わせて拝んだ。

「え？　そうなの？　じゃあこれ全部アレルギー対策済み？」

「うん」

「……」

　里武はキカルのすまなさそうな顔を見てぼんやりした。

（そうだったのか……知らなかった）

　そういえば、キカルの家で食べるものはいつもホテルからの食事だけだったように思う。

　お菓か子しを出したこともあったが、結局手をつけないで帰った。

（そういえばあいつ……お茶も飲んでなかった）

　ひょっとしたら、アメリカから帰ってきたのはそういう理由なのかも知れない。




☆




　コンクリートの上にそっと下ろすと、子犬が白い手を舐なめた。

「お前もひとりぼっちなのね」

　白い手が子犬の頭を撫なでる。

　珍しいことに白黒の毛皮が全身きっちり真ん中から左右に分かれている子犬だ。

　少女は撫でながら、ため息をついた。

　二ヶか月げつ前まで、ひとりぼっちで食事を、しかも校舎裏で取るようになろうとは、思いもしなかった。

　足首に巻かれた白い包帯が、重く錆さび付ついた、虜りよ囚しゆうをつなぎ止める鎖くさりのように、彼女を引きずり下ろしたのだ。

　一度崩くずれ始めた立場は、次々と連れん鎖さする。

　それが高みであればあるだけ、落ちる速度は速く、落ちたダメージも大きい。

　つい二ヶ月前まで、彼女の周りはにこやかな微笑ほほえみで満ちていたのに、今はよそよそしい愛あい想そ笑わらいだけだ。

　それに耐たえられず、彼女は一人、屋上に来ていた。

　生徒会長ともなれば、普ふ段だん立ち入り禁止の屋上への鍵かぎぐらいはどうにかなる。

　この校舎に向かう途と中ちゆう、拾った子犬は嬉うれしそうに尻尾しつぽを振ふりながら、くるくると彼女の周りを回る。

　その風景が、傷だらけになった心に染しみた。

　思わず抱きしめる。




☆




「えっへへー♪」

　授業が終わり、キカルは里武と一いつ緒しよに帰りながら、制服の入った紙かみ袋ぶくろを抱きしめた。

　彼女のサイズは小さすぎて在庫が無く、ようやく放課後に見つかったのである。

　シャッターの増えた駅前商店街とはいえ、住宅街ゆえにコンビニ以上の大型店てん舗ぽが無いのと、総出で努力をしているおかげで、夕方はそれなりに混雑している。

「しかしまあ、明日から制服なんだから、ローラーブレード履くのは止めなよ、ウチの風紀の先生、そういうのだけは厳しいから」

「ヘッドフォンは？」

　気になったらしく頭を押さえるようにするキカルに、

「まあ、そこは大だい丈じよう夫ぶ、もっとデカいのしてる生徒もいるけど、問題無いみたいだし。ただ、ローラーブレードは転んだら大変だからね。周りも巻き込みかねないし」

「うーん…………便利なんだけどなあ。あたしチビだから歩ほ幅はば狭せまいし」

「学校の外に出たら脱ぐとか…………でもそれだと、靴くつが二足いるのと一緒か。そういえば上履きは買った？」

「うん、買った。スリッパだとやっぱ走って角曲がるときとかグリップ利かないし」

「走るのは前提なんだ」

「うん！」

「肯こう定ていしないでよ……廊ろう下かは走るな、って書いてあるだろ？」

　キカルの思考のフリーダムさに里武は少し呆れた。

「…………あのさ」

　いい頃ころ合あいだと思ったので訊いてみる。

「アレルギーって、何の？」

「う、うん……」

　戸と惑まどったようにキカルは俯うつむいた。

「えーっと、その小麦と、甘かん味み料りよう、あと調味料系……かな。加工する人の腕次第ではどれもＯＫになるんだけどね」

「何時いつものお弁当はそれ、使ってないの？」

「う、うん」

　ぎこちない頷うなずき。

　何時も明るい顔をしているのは、こういう話題ことを話したくないからかも知れない。

「どういうのが駄目なのか、分かる？」

「あ、う、うん。えーと、その、あ、えーっと……」

　しどろもどろになる。

「…………ひょっとして、覚えてない、とか？」

「け、結構広い範はん囲い、だから……あはは」

「なるべく急ぎで今度、それリストにして持って来てよ」

「え？　なんで……？」

「今日みたいなこと、これからもあるだろ？　ちゃんと言えるようにしとかないといけないし、僕ぼくも知っておいたほうが万が一の時安心だ」

「あ、うん……あ、ありがと」

「水とかも、ひょっとして駄目なのか」

「あ、うん……」

　そう聞けば、十六歳とは思えないキカルの体形も納得がいくし、毎朝の重箱の理由も分かる。

「早く言ってくれれば良いのに」

「あ、うん…………ごめん」

　照れたような、困ったような顔で、キカルはぽりぽりと人差し指で頬ほおを掻かいた。

「じゃあ、あのあたし、今日はこの辺で帰るね」

「え？　あ、そ、そうか、うん」

　てっきり家まで来て暫しばらく遊んでいくかと思っていた里武はアテが外されて少々戸惑いながら頷いた。

（まあ、転校初日だものな）

「じゃあね、里武、また明日」

「あの起こし方、うちの制服だと、派手にしわになるからもう止めろよ」

「考えとく」

　にこっと笑って手を振ったキカルは、いつもの彼女だった。

　ローラーブレードで滑すべっていく少女の後ろ姿を見送りながら、里武は少し不安になった。

　どうしてかは分からない。

　ただ、奇き妙みような違い和わ感かんを感じただけだ。

　人ひと混ごみのなか、あれだけ目立つ恰好の少女の姿は、いつの間にか見えない。




☆




　自分を見送った里武が、ようやく家路に就くのを、キカルは商店街のアーケードの上から眺ながめていた。

　商店街の路地に入り、そこから一気に跳ちよう躍やくして、電柱を軽く蹴けって、ここへ出た。

　およそ八メートル以上の跳躍。

　誰にも気づかれては居ない。

「…………御ご免めんね、里武くん」

　薄うすい胸の上で拳こぶしを握にぎりしめ、少女は小さく呟つぶやいた。

　ヘッドフォンの三角形の猫耳パーツが、「くにゃ」と下を向く。

「何も謝あやまることは無い」

　その横に、いつの間にかポニーテイルの冬服セーラー少女…………サキが立っていた。

「キカルは彼にとっていいことをしているのだろう？」

「でも、騙だましている事に変わりは無いよ……偽にせの記き憶おくを植え付けて」

「気にするな。彼を『サリガミ』にしないための措そ置ちだろう？」

「そうだけど……嘘ついてることに変わりは無いし……」

「『彼をサリガミにしなくても、裏うら十じゆう二に支しを倒たおせば問題無い』と我ら一族長老の前で啖たん呵かを切った、あの迫はく力りよくは何処へ行った？」

「いや、あの時はもう、考え抜ぬいて知ち恵え熱ねつ出る手前だったから、その……」

　里武が商店街を抜けていく。

　その後を追って、アーケードの上から、隣にある四メートルほど離はなれたビルの屋上へと飛び移りつつ、キカル。

「まあ、どっちにせよ、今から後こう悔かいしても遅おそい。それに奴やつらにとどめを刺さすための『剣つるぎ』もまだ足りない…………今、どれくらい溜まった？」

「やっぱり凄いんだね、サリガミ候補の状態でも半日一緒にいるだけで１ランクあがった……ほら、もう『３』から『４』になってる」

　キカルは腰の十面ダイスを見せて答えつつ、ローラーブレードで屋上を走り、次のビルへ飛び移る。

「でもどうしよう、アレルギーって嘘ついて……」

「ひとつ嘘をつけば八百の嘘で補強するしかない、だから『嘘八百』だろうに」

　何を今いま更さら、という顔でサキ。

　ローラーブレードを履いてかなりの速度で走るキカルに、こちらは普ふ通つうにスニーカーを履いた足で追いついている。

「だが、『百万回つけば本物』という言葉もある……第一、彼を守る為ための嘘だろう？」

「うん……」

「なら細かい罪悪感に囚われる必要は無い。それが大義という物だ。結局は言葉も道具に過ぎない。気にするな、キカル」

　それに、とサキは付け加えた。

「サリガミを失った今の君が、私と、私の一族が手で加工したもの以外、こっち側のものを口に出来ない、という点では重度の食物アレルギーも同じだ。言い方が違ちがうだけだよ」

「…………」

　罪悪感に浸ひたる横顔を覗のぞき込み、サキは微笑んだ。

　いつも周囲を拒きよ絶ぜつして睥へい睨げいするような、無表情に近い涼すずしい美び貌ぼうが、そうなると一気に柔やわらかくなる。

「君は、本当にいい娘だな。私が男であれば本当に問題が無かったのだが。いや、むしろ君が男性であれば良かったのだ。そうすれば今すぐ近くのホテルで君と性せい交こう渉しようをもち、子を宿せるのに」

「さ、サキ、何言い出すの！」

「いや、私の願望をストレートにいっただけだ。君という『鬼キ駆カル』は本当に好ましい人格で、容よう貌ぼうで、能力だ。私の祖先がそうしたように、『鬼キ駆カル』と交わり、薄まってきた血を強化するのは悪いことでは無い」

「さ、サキってば！　冗じよう談だんが過ぎるよっ！」

　慌あわててまた里武を追って屋上からジャンプするキカルの顔は真っ赤だ。

　後を飄ひよう然ぜんと追いかけてサツキが飛ぶ。

「冗談では無い、私は常に本気だ。考え抜いた上での本気だ。明日から白い褌ふんどしと足袋たび以外身につけず、言葉の最後に『きゃっるーん♪』とつけるようにして人生を送り始めたとしても、それは考え抜いた結果だ」

「もう！」

「……さてしかし、今回の敵は方角的に言えば『異イ怒ヌ』になるな」

　唐突にサキは話を変えた。

　これもいつもの彼女との会話の流れらしく、ため息をついてキカルはそれに付き合う。

「封ふう印いんから見て、戌いぬの方角（西北西）だからね」

「突つき立たてられた再封印の剣つるぎの本数は最多の五本……一週間でカタをつけねばなるまい」

「トチ狂って、現実世界こつちがわに出てきてくれると楽なんだけどなぁ」

「だからさっさとあの少年を『サリガミ』にしてしまえばいい……大丈夫、リスクマネジメントは後で教えて、とりあえず旨うまみだけ喧けん伝でんしてしまえばいいんだ」

「駄目、そんな騙してまで、『サリガミ』にしていいはず、ない」

　きっぱりとキカルが言う。

「黙っていることと騙す事は違う。なぁに、いざとなれば私がこの肉体で籠ろう絡らく……」

「サキ！」

　里武を追つい跡せきする脚を止め、キカルはくるっとその場で半回転してサキに向かい合った。

　顔の表情が欠落している。

　本気で怒おこる手前の剣けん呑のんな気配が吹ふき付けてきて、黒ずくめのセーラー服少女はぎくっと脚を止めた。

　それでも表情が変わらないのは大した物であろうか。

「そういうこと、あたし、大だい嫌きらい」

　噛かみ千切るような発音。

「て、提案だ……このところ、君は鷹斗里武に対する罪悪感で落ちこみがちだから、違う角度での考えを提示してみただけだよ。私の提案と君の実行していること、どっちの方がマトモだ？」

　一いつ瞬しゆん怯ひるんだものの、サキは変わらぬ無表情で言い返す。

「……そりゃあ、そうだけど。もっとベターな方法がないかな、って思うんだ……」

　キカルの無表情が崩れ、途と方ほうに暮れた横顔になる。

「仕方あるまい。赤の他人からスタートして、彼との関係を構築するには時間がかかりすぎる。何しろ最初の相手はあと三日以内に仕し掛かけてくるのは確実だ。それまでに君の『剣つるぎ』が育ってなければ意味が無い」

「うん…………」

「お互たがい、厄やつ介かいな役割を背せ負おった物だな、キカル」

「…………でも、里武くん、いい人なんだよ」

　呟いて、キカルはまた里武を追ってジャンプする。

「…………キカル、ひょっとして、君はあの鷹斗里武に……」
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　その横顔、頬が薄く紅色に染まっているのを見て、サキは呟き、やりきれない表情になった。

「資料に目を通し終えてから妙みようだとはおもってたのだが……不覚」

　唇くちびるを噛み、思わず腰の刀に手をかける。

「斬きるか……」

　呟いて、すぐに頭を振る。

「殺サ姫キが鬼キ駆カルの主であるサリガミを斬ることは出来ぬ……道義的にも、輪廻としても」

　深いため息が出た。

「所しよ詮せん、実らぬ恋こいか……」

　がっくりと両りよう肩かたが落ちた。




☆




　家に帰ると、里武は部屋のパソコンをインターネットに繋つないだ。

　検けん索さく「食べ物　アレルギー」

　ずらりと並ぶ項こう目もくのいくつかにアクセスして、記事を読みあさってみる。

「……あいつ、結構大変なんだなぁ」

　ぽつん、と呟いた。

　モニタを眺めながら、里武は顎あごに手を当てて、深く俯くような姿勢になった。

（あいつのあの脳天気さってのは、その反動なのかもなぁ）

　自分の朝からの、キカルをやや邪じや険けんにしてしまった行為が胸に刺さった。

『じゃあ、里武くんも、出来る時でいいから、困っている人がいたら、助けてあげてね』

　顔も覚えていない人の声が、やけにくっきり頭の中で再生された。

（もう少し……優やさしくしてやってもいいよな）

　それで図に乗る可能性もあるかもしれないが、耐えきれないレベルになったら言えば良いと割り切ることにした。

（……）

　だとしたら、何が出来るか…………アレルギーの食物表を持ってこい、と言ったのはそういう意味もあった。

「…………とりあえず、何か作ってみるか」

　元々共働きだったから、小学校が終わるころから、自じ炊すいには慣れている。

「乳製品は多分、駄目で、小麦粉系も駄目だよな、この場合」

　そういう項目を使わない物を探す。

「やっぱ、ゼリー系か……」

　スマートフォンを取りだし、いくつかある料理レシピのひとつの材料表を書き写す。
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　いつもの生徒会の会長室は妙に広く感じられた。

　足の包帯はすべてを彼女から奪うばっていった。

　恋こい人びとも、エースの座も、生徒会における尊敬も。

　後悔よりも、あきらめが、彼女の中には渦うず巻まいている。

　だが、すべてを投げ出してしまえるほど、恥はじ知しらずにはなれなかった。

　黙もく々もくと、書類を片づけている。

　それだけが彼女に残された「仕事」だからだ。

「くぅん」

　犬が、軽く鼻を鳴らす音が、机の下から聞こえ、ボールペンを動かす手が止まる。

「？」

　不思議に思って椅い子すを引き、机の下を見ると、頭の半分から白と黒に分かれた珍しい模様の子犬が、ハァハァと舌を出し、嬉しそうに尻尾を振った。

「あなた…………」

　昼食時間、一緒に過ごしたものの、ちょっと目を離した隙すきにどこかへ消えていた子犬が、いつの間にか再び彼女の前に姿を現していた。

　おそらくポメラニアン系の雑種だと思われるその子犬を、彼女は両手で抱だき上げた。

「よかった。屋上のどこかに隠かくれていたんじゃなかったのね」

　捜している内に始業時間がきたので、念のため、少し屋上のドアを開けたまま屋上を後にし、ここに来る前にも点検したが、やはり子犬は居なかったので、勝手に出て行ったのだろうとは思ったが、それでも確かく認にんできたことは嬉しい。

「あなただけね、今の私に会いに来てくれるのは」

　わう、と子犬が小さくほえた。

「しーっ」

　彼女は、子犬を机の上に載のせ、人差し指を口に当ててささやいた。

「いい子にしてたら、帰りにコンビニで唐から揚あげ買ってあげる」

　言って、「唐揚げで子犬の関心を買おうとしている自分」に対するむなしさと罪悪感が胸を突く。

　だが、知らん顔をした。

　部活のエースではなくなり、彼かれ氏しにもフラれ、生徒総会でそのことをちらりとからかわれて号ごう泣きゆうした時から、もう、彼女には何もない。

　あと半年強の時間をだらだら過ごして、逃にげるように卒業する時間を待つしかない。

　半年以上の時間は、途方もない長さにも思えたが、それはもうあきらめていた。

　これから先、待つことに慣れる人生しかないのだ、と。

　本当に？

　ふと、誰かが耳元で囁ささやいた。

「！」

　思わず振り返かえる。

　周囲を見回す。

　誰もいない。夕日の射さす、広い生徒会室があるばかりだ。

「…………疲つかれているのかしら？」

　ため息をついて、目線を子犬に戻す。

　居なかった。

「…………？」

　つい一いつ瞬しゆん前まで、目の前にいた子犬だ。ちょっと目を離した隙に飛び降りれば音がするし、視界の端はしっこに横切る影かげくらいは見えるはず。

　それは、なかった。

（まさか、私の幻げん覚かくとか、妄もう想そうとか？　そんな？　確かに疲れてはいるけれど、そんなことが起こるぐらい、私の精神こころって壊こわれてるの？　それとも、それとも？）

　不安、という名の混乱が彼女の頭を一いつ瞬しゆん満まん杯ぱいにした。

　周囲の風景がぐにゃり、と歪ゆがむのを、はっきり感じる。

（ああ、私、壊れるんだ）

　そんなことを意識の片かた隅すみで思った。

　あの子犬はその前兆だったのだ。

　かろうじて機能する理性がそう判断を下す。

「わぅ」

　小さな鳴き声が、彼女の意識を現実につなぎ止めた。

　子犬は、彼女が座すわらせた机の、すぐ隣となりにちょこねん、と後ろ足を投げ出すポーズで座っていた。

　さっきまで、そこに居なかったはず……という理性の声を、別の理性が修正する。

　一瞬、自分の視界の外にはずれていて、気づかなかっただけ。

　精神的疲ひ労ろうのせい。

「…………」

　大きなため息が、彼女の口から漏もれた。

　そして、彼女の目から焦しよう点てんが一瞬、失われた。

　目から生気の光が消える。

　二秒ほどして、それは元に戻った。

　頭を振って、彼女は微笑み、子犬の頭をなでると、まだサインの終わってない書類も、終わったものも、まとめてゴミ箱にぶち込んだ。

　ふらつく足取りで、外に出る。

　子犬はその後を追うように机から飛び降りた。

　犬は猫と違って爪つめが出だしっぱなしで、音がするはずだ。

　リノリウムの床ゆかに、しかし子犬の爪つめ音おとはしなかった。
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　買い物を終えた里武が家のドアをくぐるのを、キカルは向かいの家の側に立つ電柱、サキは里武の家の屋根の上から眺めていた。

　キカルが軽くジャンプし、二十メートルは離れた家の屋根の上、音もなく舞まい降おりる。

　屋根の上にはＡ４サイズの紙……護ご符ふが貼はり付けてあった。

　表面には複雑な紋もん様ようが描えがかれている。

　この紋様に込められた呪力により、鷹斗里武はキカルを「昔この近所に住んでいた幼なじみ」と信じている。

　護符の効果は一週間。

「どうだった？」

「おかしな動きはない。宅配業者も今夜は来てない」

　数時間前、キカルを見送ったときの切ない表情は拭ぬぐったように消え去り、サキは淡たん々たんと報告する。

「里武くんのご両親からの電話は？」

「さっき名古屋の仲間から連れん絡らくがあった。母親の携けい帯たいは誤って駅の構内に落ちて電車にひかれて破損、父親のほうはＳＩＭカードの破損。復旧には三日かかるそうだ。父親の方は仕事用があるが、そちらに家族の電話番号は登録してないらしい…………生き真ま面じ目めな人物のようだな」

「…………よかった」

　キカルがため息をつく。

「第三者に荒あらっぽいことをするのはプロの仕事じゃない………少しは信しん頼らいしろ」

「うん…………」

　だが、キカルの目には険しい棘とげのような光があった。

　サキは微笑むような、途方に暮れたような、不可思議な表情を浮うかべた。

「信用しろ、というのがそもそも無理か。先代の『サリガミ』がああいうことになったのは我々の責任でもあるしな」

「先代のサリガミ、なんて言わないで」

　キカルの声が硬かたくなった。

「彼かの女じよには天てん院れい礼いんアケノ、って名前があるんだから」

「すまない……だが、キカル」

　優しく、諭さとすように暗い屋根の上、サキは言った。

「君以外の人間はその名を記憶することを禁じられてる」

「わかってる、だから……だから里武くんだけは、このままサリガミなんかにしないで…」

　眉まゆをさげ、口元に笑えみに近いものを浮かべてサキは肩かたをすくめた。

「だが、今回が終わってもまだ十一体いるんだぞ？　そのたびごとに君は一から幼なじみごっこを繰くり返すつもりか？」

「……他に、方法は無いもの……でも、これがあれば、多分二回ぐらいですむし」

　言って、腰こしの十面ダイスを手に取った。

　表面に描かれた数字はすでに「４」になっている。

「この時点で作れる『剣つるぎ』は四本か……この『集しゆう夢むのダイス』で最大、三回も満タンを繰り返せば、確かに足りるだろうが……だが、そばに居てこれだけだ。やはり彼かれに事情を説明し、『サリガミ』の第一段階だけでも解除しておけばそっちのほうがより確実……」

「サキ、それだけは絶対に駄目、前にも言ったでしょ？」

　キカルは目をダイスに落としたまま、冷たい声で言った。

「『サリガミ』は力を得る代わり、この世から去ることを定めづけられる。肉体は去らなくても、記憶が去る。最初は友だち、次が親、最後は名前さえ、誰だれにも覚えて貰もらえなくなる……そして世界からも忘れ去られる。そんな存在に里武くんを、あたしたちの都合で、これから先、しちゃいけないんだよ」

「…………それだけ言うのならもうこの意見は言わない」

　静かにサキは頷いた。

「だが、君の努力は無む駄だになる可能性が高いことは、肝きもに銘めいじておくことだ…………何よりも、君の選んだ道は君が一番危険にさらされる可能性がある道だと忘れるな」

「分かってる」
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　一瞬の睡すい眠みんのあと、彼は悲鳴を喉のどに張り付かせて目を覚ました。

　初夏の熱気を打ち消すためにエアコンを作動させているが、構わずに冷ひや汗あせがねっとりと全身を包つつんでいる。

　心臓の動どう悸きが激しい。

　げっそりやつれた顔を、窓ガラスに映してみる。

　友人達たちは「夏バテ」だの「何かの病気」だのといっている。

　彼にとって、ここ数日は悪夢だった。

　彼の恋人…………いや、正確には密ひそかに別れた元恋人が、得体の知れない下級生と見つめ合い、口づけを交かわしあい、あまつさえ「夜の約束」をする夢だ。

　夢そのものは短い。

　一時間、場合によっては三十分。

　だが、眠ねむれば必ずその夢になる。

　別れたときに一いつ切さい悔くいは無いはずなのに、それを見るたび、全身をどうしようも無い嫉しつ妬とが埋うめ尽つくし、そいつの首を締しめ上あげようとするのに、顔は勝手に笑え顔がおを作り、ふたりを励はげますようなことさえ言いながら、去って行くのだ。

　やめろ、俺おれの彼女だ。

　いつも叫さけぶが、夢の中の自分はニコニコとそれを眺め、祝福の言葉さえふたりにかける。

　目覚めるたびに、脂あぶら汗あせにまみれている。そして寝ねても、また同じ夢に跳はね起おきる。

　おかげでここ三日、二時間も眠っていない。

　頭がぼうっとし、あの夢のことばかりが脳に再生され、部活にも、普段の生活にも集中というものが全すべて消きえ失うせている。

　彼女と別れてから、たった五日。

　最初の一回こそ、自分の未練を最初はせせら笑う余よ裕ゆうがあったが、睡眠時間が削けずられていくような悪夢の連鎖は、次し第だいにそんな理性も奪っていく。

　そんな状態であるから、部活の練習や模も擬ぎ戦でもミスが連発した。

　彼に、彼女と別れることを命令したコーチは、その様子を見て「お前がそんなに弱い男だとは思わなかった」と突き放はなした。

　その日から、悪夢は「付け足し」が行われるようになった。

　彼女と、下級生のラブシーンには、ベッドの中のふたりが加わり、さらに、自分の周囲からあらゆる友人、仲間達が去っていく夢だ。

　その夢の中で自分は阿あ呆ほうのように笑いながら立ち尽くしている。

　立ち尽くしながら泣いている。

　その夢の中での彼は無能で、笑っているだけの人間だった。

　彼が内心唾だ棄きしている、文化系の連中のように。

　そして、目覚めても、部活でのミスは続き、夢の中の仲間達と、現実の仲間達の自分を見る目の温度が同じようになってきた。

　いつの間にか、ひとりでぶつぶつと呟くことが増えてきたことを彼はまだ、自覚していない。

　その足あし下もとを、時折小さな、左右に白と黒に毛皮の色が違う子犬が過ぎ去っていくことも。

　その子犬が、時折壁かべの中に、あるいは何もない空間に消えるとき、せせら笑うような表情を浮かべることも。

　彼は気づかぬまま、いつの間にか知った、夢の中で自分の彼女を奪った下級生の名前を呟いていた。

　鷹斗里武、と。

　腹の底から、ねじくれたような怒いかりが吹き上がってくる。
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　仕込みは一時間、調理に一時間。

　できあがったものを冷蔵庫に納める。

「あとは明日のお楽しみ、か」

　くすっと里武は笑って台所を片づけた。

「しかしまあ、お向かいのキカルちゃん、か………」

　料理に使った道具類をきれいに洗い、仕上げにシンクの中も片づけた後、濡ぬれた手をタオルで拭ふきながらふと呟いた。

「…………？」

　首を傾かしげる。

「お向かいの子は秋あき山やまさんちのまどかちゃんじゃなかったっけ？」

　とたん、頭の奥おくから、何かが「ぎゅうっ」とねじれる感覚。

　思わず足がもつれた。

「…………」

　何か言おうとして口がぱくぱく動く。

　頭の中が「整理」されていく。

　記憶のファイル、ずれていた番号が打ち直され、並ならべ替かえられていく。

　そんな感覚。

　里武はやがて、声を出した。

「そうか、秋山さんちのまどかちゃんはその隣だ」

　ため息が漏れる。

「我ながら、何間違えてるんだか」

　呟いて、少年は頭を振ふり、しっかりした足取りで自分の部屋に戻った。

「…………つかれた」

　腹の底からそう呟いて、里武はベッドに突っ伏ぷした。







第三章・それはまるで恋れん愛あいフラグのようで
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　珍めずらしく、二晩続けて「夢」を見た。

「夢」といっても里り武むの場合は明めい晰せき夢である。

　明晰夢だから、なのかもしれないが、歳を重ねるにつれて、里武は「夢」を見る機会が少なくなってきている。

　中学のおわりになると、年に四、五回、夢を見ればいいほうになっている。

　楽しくも無く、恐おそろしくも無く、現実にあった記憶の再生に過ぎない「夢」だから、里武自身は別に気にしていない。

「夢を見ない」ことが普通だからだ。

　だから、今回みたいに連続して見る方が逆に不可思議な気がする。

　今回は、しかも奇妙だった。

　どこかで見たような風景を組み合わせて作られた、「見たことも無い風景」だ。

　見た瞬しゆん間かん、夢ならではの都合の良さで、ここがどこかは分かる。

　学校の寮りよう、という「設定」だ。

　正確に言えば、里武の通う歌か集しゆう沢ざわ高校に、学がく生せい寮りようは存在しない。

　かつて私立だったので、敷しき地ち内ないにそういう建物はあるのだが、学生寮としての機能は無く、今は各種部活の部室棟とうとして存在する。

　中も、こんな綺き麗れいでは無く、文化系、体育会系、あちこちの部活のアピールも兼かねた貼り紙やら、全国大会のチラシやら、部室に貼り切れなくなったポスターやらが天てん井じようにも壁にもびっしり貼られ、時には何層にも重なったそれらがべろりと剥はがれ落おちて来たりする。

　ここは、病院のように磨みがかれた床と、建築されたばかりのような美しい天井と壁。

　こんな「存在しない場所」が夢に出てきたのは初めてだった。

　さりげなく窓の外を見てみる。

　本物の中と違い、西向きの窓に、東にあるはずの校舎が見えない。

　代わりに、ぐるりと囲む広大な塀へいのライン。その外に広がっているのは学校周辺の風景だ。

　ただし、里武がよく通って帰る商店街が見えない。

「……なんだこりゃ？」

　これまで自分の見ている夢は現実の正確な模写であり、再現だった。

　こんなデタラメな配置の風景も出てこない。

　第一、遠くが不自然にかすんで見えなかった。

「……ホントにこれ、夢なのか？」

　言って馬ば鹿かなことを口にしたと思う。

　夢なのは間ま違ちがいない。

　問題は……

「本当にこれ、僕ぼくの夢か？」

　ようやく違和感をちゃんと言葉に出来た。

　同時に馬ば鹿か馬ば鹿かしい、という気もする。

　他人の夢に入れるはずは無い…………どんな明晰夢関係の資料にも、そんな事例の報告は無いし、夢関係の本にもそういうことはなかった。

　これまでの人生にだってなかった。

　今日、いきなり出来るはずは無い。

　だとしたらこれは自分の夢か？

（それだけは違う）

　頭の中に立った今浮かんだ「設定」と同じぐらい、それは確かなことだ。

（だとしたら？）

　どちらにせよ、ここがどこかを知るには情報が必要だ。

　里武は歩き回ることにした。

　しばしば「忘れたと思っていた記憶」が夢の構築に関かかわることがある。

　そういう場合暫しばらく夢の中を歩き回っていたら分かるものだ。

　とりあえず、手近なドアを開ける。

　すんなり開いた……どうやら「閉じ込められる」夢では無いらしい。

　廊ろう下かでは無く、どこかの厨ちゆう房ぼうが広がっていた。

　えらく広い。

　システムキッチンとかではなく、完全な業務用シンク。

　学校給食の場と言うより、一流ホテルの厨房だ。

　ますます分からなくなった。

　夢なので、自分の服装がシェフやコックのそれではなく、普通の学生用ジャージの上下（それも学校指定だ）というのは分かっている。

　のこのこと歩く。

　これまでの夢で料理の経験が無いわけでは無いが（実際に里武は両親が共働きなのもあって料理はする）、こんな豪ごう勢せいなキッチンは夢に出てきたことが無い。

　頭の中にまた「情報」が提示された。

　どうやら自分はここの寮でよく料理をする役割をしているらしい。得意なモノはお好み焼き、焼きそば、味み噌そ汁しる。

（？）

　作れないわけでは無いが、寮の食事として適切かといわれるとまるっきり違う。

（なんの影えい響きようで見ている夢なんだろ）

　どうもいつもの夢と違う気がした。

〈よう、鷹たか斗と〉

　と、いつの間にか現れた壁のドアが開いて、いかにも体育会系の美男子が顔を出した。

　喋しやべる声も「情報」なので、本当の音としては聞こえない……こういう所だけはいつもの「夢」と同じだ。

〈今日の料理はなんだ？　もう補習授業で腹ぺこなんだよ〉

「あ、はい上かみ條じよう先せん輩ぱい」

　思わず里武は答えていた。

　頭の中に「情報」が染しみこんでいる。

　上條月つき彦ひこ、この学生寮の寮りよう長ちよう、体育会系クラブの花形、野球部のエースで人気者…………そういえば去年、入学した最初の夏、わざわざ高校にもなって登校日を設定されて、丸ごと使った甲こう子し園えんの壮そう行こう会かいで見た記き憶おくがある。

「今日はバーベキューです」

　冷蔵庫の中さえ見てないのに、勝手に舌が動いた。

〈そうか、このところ握にぎり飯めしに味噌汁ばっかりで飽あきてたんだ。うちの連中に何か手伝わせようか？〉

　これも違い和わ感かんだ。

　上條は野球部以外の人間に笑顔なんか向けたことは無い……これは一年生の頃ころにもう誰もが知っていた。

　身内だけはかわいがってくれるが、それ以外……特に文化系の生徒は人間とは思ってない、と。

　唯ゆい一いつの例外は確か軽音部とかの「音」に関わるところで、これは応おう援えん団だんの絡からみもあるから当然だろう。

　そしてもうひとり……いや、こっちは思い出すと「夢」が穏おだやかじゃ無い方向に行くかもしれないから、記憶の底に押おし込んだ。

　九く田だナナオ、という名前だけは一いつ瞬しゆん脳のう裏りに浮かぶ。

　長い黒くろ髪かみと、すらりとした背の高いシルエットも。

「いえ、多分ひとりで出来ます。簡単ですから」

　とんでもない嘘うそだった。バーベキューは仕込みはコツコツやれば一人でも出来るが、焼くとなると人手が要る。まして「情報」によれば夕食を共にするのには五十人。

「焼き役」は大事だ……一度文化祭でエライ目にあったから分かる。

〈そう？　手伝おうか？〉

　後ろからいきなり別の声が割り込んできて、びっくりして振り向むく。

　長い黒髪、バレーボール部のエースだけあってすらりと背が高いが均整の取れたシルエット。

　そして端たん整せいな顔立ち。

　県大会においては雑誌社の取材がすでに殺さつ到とうするようになっているというのも当然な美少女にして生徒会長。そして上條月彦とは理想のカップルと……。

「え？　あ。く、九田先せん輩ぱい」

〈もう、里武ったら！　ナナオでいい、って言ったでしょ？〉

　にっこりと少女は笑う。

　頭の中で情報が流れ込む。

　彼女は、自分の恋人だ。

　思い切って自分から告白したら、あっさり受け入れられたのだ……と。

　思わず後ろを振り返ると、現実世界での恋人である上條は苦笑いしながら手を振って厨房から出て行った。

　思わずその後ろ姿を眺ながめていると、ぎゅっと柔やわらかい物が背後から里武を包んだ。

「あ、あの、せ、先輩……」

〈ナ・ナ・オ。そう呼んで〉

「じゃ、あの……ナナオさん」

　自分の背中に当たる二つの膨ふくらみ、回された素す肌はだの腕うでから伝わる暖かさ。

　夢だというのにそこだけは妙にリアルだ。

〈さんは駄だ目め〉

「じゃ、じゃあ……ナナ……オ」

〈はい、良く出来ました〉

　頬ほおに暖かくて艶あでやかな物が触ふれる感かん触しよく。

「！」

〈……ご褒ほう美び〉

　くすっと笑う声が耳をくすぐる。

　すっと体温が離はなれた。

　夏の制服をまとった少女は、ボックスプリーツの裾すそを翻ひるがえしながら微笑ほほえむ。

〈あのね…………里武〉

　少女は微笑みながら赤くなりつつ、少年の耳にささやいた。

〈今夜……いい？〉

「え？」

〈今夜は男女混合でバーベキューだから、先生たちの監かん視しも……だから、この前、言ったでしょ、『夏の思い出』が作りたいって〉

　身体がかっと熱くなった。

　それは一いつ緒しよに線せん香こう花火をしたり、手を繋いで夜空を眺めたりという話では無い。

　もっと即そく物ぶつ的てきで、もっとも男子が夢を見、最も憧あこがれる「行こう為い」を、しかも女性の側から申し込まれているということだ。

「は、はいっ！」

　壊れた玩具おもちやのように里武は何度も頷うなずいた。

〈あ、あの……これ……〉

　そう言って、ナナオは里武の手に何かを握らせた。

　ギザギザの、厚手のビニールの中、ゴムの柔らかさ。

「！」

　緊きん張ちようと羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にする里武の唇くちびるに、ナナオは自分のそれを重ねた。

　ミントの味がした……という情報が流れ込む。

〈じゃあ、後でね……君を信じてるから〉

　そう言ってナナオは踵きびすを返し、すっと消えた……まあ、これも夢だから当然である。

「……」

　あまりのコトに、里武は暫く呆ぼう然ぜんとしていた。

　里武は夢の中で自分に都合のいい目にあったことは無い。

　深層心理というのはそういうものだろうと思っていたし、「夢」だとわかってて自分のやりたい放題をするほど太い神経はなかった。

　だが、どうやらそうでもないのかもしれない。

（でも、ここまで自分に都合のいい夢を見られるのか、僕は…………いや、これこそ、僕の夢じゃ無いって証明か）
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　ぽかんとする気分だった。

（でもまあ、夢だからいいか）

〈里武ちゃんはああいうおっぱいが大きくてサラサラのロングヘアが好みなんだ〉

　聞いた事の無い少女の声が背後からいきなり飛んできて、里武は驚おどろいて振り向いた。

　いつの間にか、厨房のシンクに腰を下ろした少女がこっちを見て笑っている。

　金色のショートヘア。タンクトップにホットパンツなのは、夏だから珍しくも無いが、首にはゴツいバイク用のゴーグルがアクセサリのように下がってて、頭に着けた今にしては珍しい、三角形のアウトラインをした大きなヘッドフォン。

　コンバットブーツに包まれたすらりと長い脚あしは引ひき締まり、大きな切れ長の眼の力も相まってネコ科の野や獣じゆうの子供、というイメージ。

　会ったことも、見たことも無い少女だった。

　記憶をフル動員しても、これまでウェブや、テレビなど、メディアでも見たことが無い、とはっきり言えた。

　これだけ奇き妙みような少女、一度見たら忘れるはずは無い。

　そして……これも夢のルールだが、見たことも無い相手は、出てこない。

（違ちがう、キカルだ）

　銀ぎん三さん百びやくキカル。

　だが、この妙みような違和感はなんだろう。

　現実世界では思っていても口にするまでタイムラグがあるが、夢の中では素す直なおに出た。

「お前、キカルじゃ無いな？」

　腰かけたキカルがにやりと笑った。

　口くちの端はしが耳まで……本当に耳まで裂さけた。

　ぷちぷちと血が流れ、口の中にぞろりと並んだ牙きばが見える。

　人の歯では無い。

　猛もう獣じゆうの牙。

　しゃはぁ、という吐と息いきが口から溢あふれ、長い舌がねろりと出てくる時には、すでに目の前の存在はキカルの外見を維い持じできず、床に両手両足で降り立った。

　ぶるぶると身体を震ふるわせると、身体の輪りん郭かくすら崩くずれ、左右綺麗に白と黒に色分けされた、鼻先から太く長い尻尾しつぽまで三メートルはありそうな、巨きよ大だいな犬が現れた。

　ジャーマンシェパードの体たい躯くであり、それに見合うだけの巨大化したドーベルマンの頭部。身体全体を覆おおう毛は長く……雑種と言うより、スケールの違う犬の部品を適当につなぎ合わせたような奇妙さがあった。

　背中には、何本かの短たん剣けんが刺ささっていて、そこからじくじくとわき出る血が、生々しいどぎつさをさらに増している。

（こ……これが怖こわい夢って奴やつか？）

　夢の中で危機的状じよう況きようが再現される以外の「恐きよう怖ふ」を里武ははっきり感じていた。

「みつけたよ、『サリガミ』」

「……は？」

　奇妙なことをその巨大な犬は言った。

「お前は鷹斗里武……『サリガミ』だ」

　声は奇妙にひずんでいて、何とも例えようのないおぞましさがあった。

　人ひと違ちがいでは、なさそうだった。

「この背中の剣つるぎが抜ぬけなくてね、傷が痛むんだ。お前の中身で、傷口を少し塞ふさがせてくれ」

「な、中身って……？」

「なに、お前の十年分の記憶でいい……あるだろ？」

　白黒の巨きよ躯くが、いきなり飛びかかった。

　身を翻す暇ひまは、無い。

　意識の問題なのか、それとも夢ゆえなのか、身体が動かず、ゆっくりと迫せまってくる犬の、大きく開いた口。牙の中にある口こう腔こうのヒダや、膨らんだ赤い、巨大な舌が見える。

　銀色の光が、それを上下に線引いた。

　床が爆ばく発はつしたように凹へこみ、すり鉢ばち状になった床の中心に、しゃがみ込んだ本物（夢の中で『本物』というのもおかしいが）のキカルの小さな背中があった。

　ローラーブレードの足下で、巨大な犬の頭部がひしゃげているのが覗のぞき見みえる。

　思わず口元を押さえて後ずさるほど、それは異様なまでに精せい緻ちで、血臭まで漂ただよってくるようなリアルさだった。

「逃にげて！」

　振り向かないまま、キカルが言った。

　両りよう腕うでを前に回した姿勢。

　何となく里武は、キカルが何かを突つき刺している、と感じた。

「ど、どこへ？」

「どこでもいいから！　ドアを開けて、走ればいいから！　真まっ直すぐ、角を曲がっちゃ駄目！」

　現実に聞いた脳天気な声とは違う、シリアスな声に弾はじかれて、里武は走り出した。

　ドアを開ける。

　走る。

　さっきまでとは違って、廊下は驚くほど短く、すぐに突き当あたりの壁になっていたが、構わず走ることをキカルの言葉と本能が命じた。

　壁を突き抜ける。

　空中に出た。

　一いつ瞬しゆん、背筋が寒くなったが、夢らしく、里武は緩ゆるやかに地面に落下した。

　首筋に犬のうなり声。

　咄とつ嗟さに転がった。

　かちん、かちん、かちん、と硬い物同士が組み合わさる音と、大きな質量がぶつかり合う気配。

　転がりながら立ち上がると、周囲は十数匹ひきの犬だった……どれもこれも、先ほど里武に襲おそいかかったあの巨大犬のミニチュアサイズ――といっても普ふ通つうの成犬クラスだが――だ。

　夢だから、噛かみつかれても大だい丈じよう夫ぶ、とは思わなかった。

　頭の奥で、「警報」が鳴なり響ひびいている。

　世間で言うところの「本能」とか「直感」とかいうもので、逆らうとろくな事にならないのもくっきり分かる。

　だからそのまま転がった。

　自分の、喉があった辺りに別の犬が背後から飛びかかってかちんと牙をうち鳴らす。

　誰かに襟えり首くびを掴つかまれて後ろに更さらに引っ張られた。

「のぁっ！」

　そのまま放ほうり投なげられる。

　かろうじて丸まって衝しよう撃げきを吸収……身体に痛みがないので、「ここは夢だ」と改めて思いつつ、ひっくり返った視界の中、ポニーテイル、そしてセーラー服のボックスプリーツを翻した、白く長い引き締まった脚が見えた。

　付け根にある、白いレースで彩いろどられた狭せまい面積の布地も。

「わ！」

　慌あわてて顔を両手で覆う。

　少し遅おくれて、何かが手の甲こうに飛び散った。

　夢だから感触は無い。

　ただ、「飛び散った」ということだけが頭の中に情報として送り込まれる。

「？」

　手の甲を見た。

　金色の液体がある。

　見ると、刀を右手に、両足を大きく広げ、深く身体を沈しずめた少女の周囲を、首の無い犬の群れが空中で取り囲んでいた。

　さらに数メートル上空、三階建ての建物の、さらに上空を無数の犬の首が、黄金こがね色いろの液体を飛び散らせながら舞まっている。

「！」

　次の瞬間、早回し、というよりコマを抜いたような恐ろしい早さでポニーテイルでセーラー服の少女が刀を振るう。

　ゴツいブーツを履はいた足下から土つち埃ぼこりが立ち上る。

　落下してくる犬の首が煙のように消えていく中、さらに残った犬の胴どう体たいが寸断されて、また煙となった。

　刀身に、細さい緻ちな彫ちよう刻こくで描えがかれた竜りん胆どうの花を咥くわえた龍りゆうがきらめく。

　三秒ほど、両腕を交差させるような妙な構えでピクリとも動かず、それから時代劇のような鍔つば鳴なりの音をさせず、紫むらさき色いろの鞘さやに静かに刀を収め、ポニーテイルの少女は息を吐はいた。

「走れ、愚おろか者もの。キカルに言われなかったのか」

　こちらをチラリと一いち瞥べつした目つきは、異様なまでに冷たい。

　見覚えの無い顔だった。

　これもあり得ない。

（夢の中には、見たことのある顔しか……）

　チリリ、と里武の頭の中で何かが響いた。

　今もガンガン鳴り響いている「警報」とは別種のもの。

「貴様に許されているのは、生き残ることだ、卑いやしい哀あわれな鷹斗里武……走れ、走ってここから逃げろ。ここはお前の夢じゃない。白い場所に出ても走り続ければ、いつかこの夢から覚める」

「どういうこと？　君は誰？」

「私の名はサキ。世間の目があるので基本はカタカナ表記だが、本来は殺す姫ひめと書いて殺サ姫キと読む…………キカルの愛の奴ど隷れいだ」

「は？　ど、奴隷って……」

　思わず聞き返す里武をジロリと睨にらみ付つけ、

「何を言うか、姉代わりと言ったのだ。愛の奴隷と聞こえたならそれは貴様の淫みだらな心が響かせた妄もう想そうだ、くそ」

　早口で言いながらサキと名乗った少女は、赤らめた顔を里武から背そむけた。

「とっとと行け、人間のクズ。卑いやしい哀れな鷹斗里武。貴様に出来る事は出来るだけ安全に、あの異イ怒ヌから逃のがれて目覚めることだ。グズグズしてるとお代わりが来る、とっとと行け！　ここは私と、備び前ぜん裕ひろ忠ただが名刀『乱みだれ竜胆りんどう』に任せるがいい」

　何か分からないがひどく里武に腹を立てているのは分かった。

「あ、は、はい」

　とにかく里武は「警報」に従って走り出だした。

　壁に向かって両手を交差し、ぶつかる。

　あっさり壁を抜け、書き割りのような町の中にでる。




☆




　キカルは、最初に里武に襲いかかろうとした巨大な異イ怒ヌの頭部から、両手に握ったナイフを引き抜いた。

　赤い血しぶきが周囲を染め、すぐに消え去る。

　巨大な亡なき骸がらも煙のように揺ゆらぎ、消えてしまう。

「……血が赤いから本命だと思ったら、こいつ、虚像うつしみか。厄やつ介かいな知ち恵えがついたなあ……だとするとここは『傀かい儡らい』か『庭』かも分からないってことか」

　キカルの左右の手に握られたナイフは、真っ黒で長い。

　しかも、鮫さめの歯のようなギザギザセレーシヨンを持っている。

　斬きっても突いても、ただのかすり傷にはならないような、凶きよう悪あくな品だ。

　持ち手ハンドル部分まで、真っ黒に塗と装そうされた金属のそれを、くるりと両手の人差し指を中心に一回転させて、キカルは腰こしの後ろ、いつもはデイパックに隠かくされている樹じゆ脂し製せいの鞘シースに納める。

「とにかく、里武くんがこの夢を出るまでは護まもらなくちゃね」

　言うよりも早く、ローラーブレードを履いた脚が動いた。

　みるみる速度を上げ、里武がしたように壁を突き抜ける。

　学生寮の中庭では、黒いセーラー服を翻し、サキがぐっと小型の異イ怒ヌを相手に刀を振るっていた。

　里武に襲いかかってきたときよりも遥はるかに数が多い……中庭が、白と黒の毛皮に覆われていると思うほど。

　おそらく百は下らない数。

　キカルは、落下しながら背中に背せ負おったデイパックのサイドファスナーを開いて、中に手を突っ込んだ。

　中身を引き抜く……銃じゆう身しんを短くぶった切った小さなバルカン砲ほうが姿を現した。

　銃身だけは金属製だが、それ以外は耐たい衝しよう撃げきＡＢＳと呼ばれるプラスティック樹じゆ脂しの一種で作られた代しろ物ものだ……最近、十代向けに発売されたばかりのＢＢガン、とマニアなら理解したかも知れない。

　両手で構える。

　左手は本体を囲むようにした枠わくの部分を、右手は銃身の後部に取り付けられた、操そう縦じゆう桿かんのようなグリップを握り、親指でスイッチカバーを撥はね上あげる。

「矢玉よ疾れ、歪いびつなる世界で夢よりいでし者キカルが命じる、現世よりもちこまれしもの、夢の中でまつろわぬ武器となれ！」

　一瞬、回転のトルクで右側に揺れ、ひゅうん、と車のセルモーターを突っ込んだ心臓部がうなりを上げた。

「どっけえええええええええっ！」

　叫さけびながらバルカン砲のトリガーを引く。

　実銃さながらの轟ごう音おんと化した銃じゆう声せいと、閃せん光こう、そして形だけの排莢口から大量の空薬やつ莢きようが流れ出る。
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　薬莢は全すべて夢の産物だ。地面に跳ね返かえり、涼すずしげな音を立てた瞬間にはぱっと無くなる。

「夢」の中で現実の道具を持ち込み、それを「武器」として使うには才能が必要だ。

　キカルという少女には生まれつき許された力である。

　瞬またたく間まに白黒の獣けものたちが頭を撃うち抜かれ、胴体を引きちぎられ、煙のように消えゆく中、着地と同時に、その勢いを使ってキカルは疾しつ走そうし、サキの手前でぐるっと半回転した。

　ばらまかれた白い光のラインは、さらにぐるりと周囲を一いつ掃そう。

　軸線上に居たものは、全て煙と化して消え去った。

「お気に入りだな、キカル」

　刀を再び納めながら、身を伏ふせていたサキが無表情に言う。

「うん、これ、すっごく楽しい！」

　満面の笑えみを浮うかべ、キカルはデイパックにバルカン砲を仕し舞まいつつ、キカルは頷いた。

「サキから貰もらったプレゼントはこのネコミミヘッドフォンが一番いいけど、その次に素す敵てき！」

「私としてもクリスマスプレゼントを気にいって貰えて嬉うれしい……しかし、さすがキカルだな。こんなオモチャでもちゃんと武器になる…………本身の刀一つを持ち込むのがやっとな私とは、基本的な夢総量イマジネーシヨンの違いというか、なんというか」

　半ばあきれ顔でサキが言うが、キカルは「まあまあ」と笑い、話題を変えた。

「里武くんは？」

「あっちだ……本当に、いいのか？」

「絶対里武くんを『サリガミ』にはしない。それがあたしの決意なの」

　笑みを消し去り、冷たい目でキカルはサキを見た。

「なら急ぐことだ……君が奴を『サリガミ』にしないのであれば、異イ怒ヌに食われることは絶対に防げ。私はそろそろ時間切れだ」

「うん…………ここが、誰だれの夢か、調べておいて。この主が『庭』か『傀儡』か、あと二日もしたら分かるだろうし。そしたら本体の居場所を特定して見張れる」

　言って、少女はまたローラーブレードで走り出す。

「了りよう解かいだ」

　その声が聞こえたかどうか、あっという間に小こ柄がらな影かげはスピードを落とさず塀の向こうに消えて、サキは腰に手を当てて皮肉なため息をついた。

「運命は、回り始めてしまえばもう停とまらない……分かっているくせに、逆らいたがるから可愛かわいいんだが……」

　言い終える前に、その姿が透すけるように薄うすくなり、やがて、すうっと消えた。
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　走って、走って、走って。

　路地を抜け、人っ子ひとりいない、妙に大おお雑ざつ把ぱで薄っぺらい商店街を駆かけ抜ける。

　ようやく「白い」空間が見え始めた。

「くそ、夢の中でも走るとしんどく思えるってのはなんなんだ？」

　思わず口に出た。

　もっとも夢の中だと、頭に思っていたことはついつい口に出やすい。

　だが、どちらにせよもう一ひと踏ふん張ばり、と確信する。

　あの白い空間までたどり着いて……そうすれば何とかなるだろう。

　この前も、こんな風景の場所にたどり着いて……誰かに胸を押されて落っこちた瞬間に目覚めた。

（あれは……誰だっけ？）

　思った瞬間、脚の動きが鈍にぶった。

　同時に「白い」空間への距きよ離り……つまり、路地の道がぐうんと延びた。

「！」

　延びた部分がむくむくと盛り上がり、複雑な凹おう凸とつが起こって、やがて、色が変わって毛皮となった。

「よう、さっきお目にかかったよな？」

　太い手足、尻尾、それに比べるとシャープで細身の頭部。

　人の目をした、巨大な犬……ついさっき、キカルに頭を粉ふん砕さいされた奴に似ていた……どころか、同じ存在だった。

「なあ、十年分ぐらい、いいだろう？」

　唇をつりあげると、ぞぬりと太い犬歯が覗いた。片目がやや細められ、同時に片方に黒い唇がめくれあがって、犬は笑っているようにも思える。

　いや、夢の中だから犬が笑うのは当然かも知れない……里武の夢ではあり得ないが。

「か、簡単に言うな！　っていうか、お前は誰だ！」

　夢の中なんだから、それぐらいくれてやっても、という気持ちはかすかにあったが、普段の自分の夢では無い、という異常さが、現実に対するのと同じ判断を里武に与あたえていた。

「裏うら十じゆう二に支しがひとつ、異イ怒ヌ……さ、名乗ったぞ。交こう渉しようを続けようか。

　俺おれが欲ほしいのは十年分の記憶という情報だ、連続じゃ無い、三千六百五十日分の記憶……」

　子供のころに読んだ「夢の中で気軽に約束したが為ために不幸になる」というおとぎ話が頭の片かた隅すみに蘇よみがえる……子どもの頃から本が好きだったというのもあるのだろうが、昔からこういう記き憶おく力りよくだけは良かった。

　馬鹿みたいだと思わないでも無いが、直感に従うべきだと本能が叫んでいる。

「安心しろよ、そうだな、寝ねてる間の記憶であれば、お前も損はしないだろう？　どうせほとんど夢は見てないんだし。そうじゃなければ、お前の記憶じゃ無い。お前の中にある、お前の先祖の記憶でもいいぞ？」

「は？」

　この辺の奇妙さは確かに夢らしい……が、それでもなお「迂う闊かつに乗るな」という警報は響いている。

「いやだ、って言ったら？」

「お前ごと喰くらう。お前の十七年分の全記憶でも、問題は無い。そっちの方が質が高くておつりが来て俺としてはそっちがありがたい……俺はお前も俺も損をしない取引を持ちかけてるつもりだぜ？」

「質…………っていうか、損しない取引とか、先祖の記憶とかってどういうこと？」

「お前の記憶は鮮せん明めいだろ……特に七歳さいから先は。それにお前、現実にあったことしか夢に見ないだろ？　いつも観客で、過去の自分や誰かを外から眺めるだけの」

「……！」

　この十年、誰にも口外したことの無い事実を言い当てられて、里武は息を呑のむ。

　夢でも、こんな指し摘てきをされた事は無い。

　異イ怒ヌと名乗った生き物は嗤った。

「夢を見る普通の奴らには、記憶に『思い出せない』扉とびらがいくつかある。その余よ裕ゆうや、開かない扉への予測が夢になる。お前には『思い出せない』……つまり、開かない扉が無い……もっと巨大な記憶にお前は繋つながっているからだ……先祖の記憶だよ」

　しゃはぁ、と蒸気のような白い息を吐きつつ、異イ怒ヌはさらに続ける。

　どこか、手品の種明かしをする奇き術じゆつ師しのような楽しそうな顔で。

「お前個人の記憶なんぞ、百年生きても叶かなわないような、大きな記憶がお前の記憶の扉の内側をずっと押しているから、記憶の曖あい昧まいな……思い出せない部分がないのさ。だから普通の夢を見ない」

　理論としては正しくないかも知れないが、そう仮定すると何となく納なつ得とく出来る気もする。

「じゃ、じゃあこの夢は？」

「俺がとある人間の夢を広げて、お前だけを取り込んでる。

　もっとも、俺の夢じゃ無いから、お前さんを好き放題に出来るわけじゃ無いが、ある程度こうして、俺の都合のいいようには出来る……出来ればあの『鬼キ駆カル』も『殺サ姫キ』もとっくにどうにかしておきたいが。

　そうなりゃお前さんとじっくり、夜が明けるまで千年ほど話し合いが出来るんだガナ……何しろ夢の中だ。

　なぁに、お前さんが目覚めるまで、時間はあってないようなもんさ」

「じゃ、じゃあ今はどうする？」

　里武の言葉に、異イ怒ヌは口を閉じ、すうっと目を細めた。

　交こう渉しよう決けつ裂れつ、という意図はちゃんと伝わったらしい。

　里武も覚かく悟ごを決めていた。

　どっちにせよ、こいつと取引するのはヤバい。

　そして、何故なぜ奴やつが、わざわざこんな場所に現れたのか。

　おそらく、奴の向こう側にある白い空間は本当に「夢の終わり」なのだ。

　拳こぶしを握りしめる。

（どっちにせよあの白い空間まで行けば、この夢は終わる）

　サキとキカルの言った言葉だけが頼たよりだった。

「そうだな、手っ取り早い方を取らせてもらうワ……食われろ、俺に」

　真っ赤な口が開いた。

　そのど真ん中に、黒い疾しつ風ぷうが打ち込まれる。

　突き刺さった黒いナイフは、真っ赤な犬の舌を貫つらぬき、上あごに半ばめり込んだ。

　溝みぞの入った円柱状の握りの端はしに、小さなナスカンで、細いワイヤーがくくりつけられている。

「里武くん、下がって！」

　里武の背後からキカルの声がすると同時に、ナイフが引き抜かれ、鮮せん血けつをまき散らしながら犬がのたうって、怒ど号ごうのような咆ほう吼こうをあげた。

　全てが震え、電柱の線がちぎれ、のたうち回りながら地面で跳ねる中、壁かべにひび割れが走る。

　慌てて後ろに飛とび退のいた里武の、一瞬前まで居た場所に、跳ねた電線が青白いスパークを叩たたきつける。

「わ！」

　思わず避よける。里武の横をさらにちぎれた電線が跳ねた。

　コンクリートが砕くだけ、アスファルトにひび割れを作りながら、生き物のように太い線は跳ね回まわった。

　予測不能な動きで、跳ねた電線は生き物のように青白い火花をまき散らしながら里武の頭上に振ふり下おろされる。

「このっ！」

　里武の後ろから飛び出したキカルの、ローラーブレードを履いた靴くつ底ぞこが、太い電線を蹴けり飛ばした。

　そのまま着地して、ローラーブレードの金具がアスファルトに火花を散らす。

　小さな、細い背中。

「里武くん、あいつはあたしが引き受けるから、君は何とかあの白い場所まで走って！」

「お前はどうすんだよ！？」

「あたしは大丈夫」

　ちらっと振り返ってキカルは、ワイヤーを引いて、優ゆう雅がな線を描いて戻もどってきた黒く、長いナイフを握にぎりしめ、右の親指を立てた。

「だって、夢の中だからね！」

　一瞬、里武がポカンとするぐらい、それは現実のキカルと同じ、爽さわやかな笑え顔がお。

　その頭へ、すっぽりと覆い被かぶさるように、血まみれの巨犬の口が開く。

　キカルの細い足が、その下した顎あごを蹴り上げた。

　がちん、と火花が散りそうな音がして、牙同士が閉じる。

　さらにその鼻はな面づらにローラーブレードの鋭するどい前蹴りが叩き込まれた。

　ブレードに並んだ車輪の跡あとから真っ赤な飛沫しぶきが飛び散る。

　明らかな悲鳴が巨犬の口から漏もれ、そのまま後ろに飛んで路地の塀へいを破は壊かいし、その先にある庭から、板一枚に書いたような薄っぺらな家の縁えん側がわをぶち抜いた。

「走って！」

　キカルが地面を蹴った。

　里武は声に弾かれるように走る。

　咆吼が里武の背中を叩いた。

　あと五十メートル弱で、白い空間にたどり着く。

　そのギリギリ手前の地面が再び盛り上がった。

　短剣が何本も刺さった犬の背中の形を取り始める。

　足がすくみそうになるのを、何とか里武は我が慢まんして走る。

　ある、馬ば鹿かな考えが脳のう裏りをよぎった。

　ここが他人の、普通の、「想像力に溢れた」夢なら、そして自分が夢を夢と認にん識しきできる人間なら。

　自分の意志で、こいつに一いち撃げきぐらいは、くれてやれるのではないか。

　拳を握りしめた。

　靴底に伝える力を思いっきりかけながら、ぬぶりと首をもたげてくる巨大な犬めがけ、走る。

　走りながら、固めた拳を振りかぶる。

　あと三メートルというところで、息を思いっきり吸い込んだ。

「想像力」とは妄想と思い込み。

　だとしたら、文字通り「信じれば叶う」。

　そして、夢関係の本でいくつか「珍めずらしい事例」としてある、「明めい晰せき夢を見る人間が、自分の意志の力で、無む理り矢や理り夢の流れを変える」話。

　だとしたら、信じ込むこと、思い込むことは「力」になる。




　あと二メートル…………を切った。




「うわあああああ！」

　腹の底から叫びつつ、地面を蹴った。

　相手はすでに、さっき出現した犬と同じディティールを得て、その肉体に白黒の毛皮の色と質感を持たせつつある。

　せせら笑うように歪ゆがんだ顔、大きな口が開いて咆吼を放とうとする、その真ん中に、里武は拳を叩き込む。

　耳の後ろあたりでかざした拳が、右目の視界に入る瞬しゆん間かん、衝しよう撃げき波はのような白い光の壁に包まれ、それを抜けながら、金属の部品で覆われていく。

　肘まで装そう甲こうされた、西洋甲かつ冑ちゆうの籠手ガントレツトだ。

　白い光の壁かべは肘の部分に吸い込まれ、炎のようにゆらめき、本来の赤い色が現れる。

　相手の口が閉じて、牙がその硬かたい紅あか銀がね色いろの表面で砕け散ちる。

　巨犬の口に肘ひじまで突っ込み、里武は喉のどの奥おく、頭ず蓋がい骨こつと背骨の付け根辺りをぶち抜いた。

　覚悟していたような血しぶきは無い。

　そのまま、きらめく粉末になって、犬の頭部は吹ふき飛んだ。

　ざらっと、砂のようなものが路地にばらまかれる。

　余りにもあっさりとした手て応ごたえに、着地と同時に里武はバランスを崩し、前のめりになったところから、前転するようにして白い空間に、頭から突っ込んだ。

　天地が一瞬で逆になり、元に戻り……そして、落っこちる。
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　縁側に突っ込んで立ち上がろうとしていたほうの巨犬……異イ怒ヌの牙が空間を斬り裂き、爪つめが地面をえぐる。

　太い手足の一撃も、巨大な顎あごのひと噛みも、いずれもまともに食くらえば細いキカルの身体には致ち命めい傷しよう……いや、即そく死しは決定の攻こう撃げきだ。

　しかし、キカルは身軽にそれらを避け、地面を貫いた右の前脚を駆け上がり、後頭部に二本のナイフを突き刺すと、そのまま全体重をかけて飛び降りる勢いを借り、首を三分の一周、切断する。

　地面にローラーブレードがついた瞬間にそれを蹴り飛ばし、さらに三分の一回転しながらナイフを抜き取とった。

　轟音と共に、里武の方角で異イ怒ヌが悲鳴をあげて吹き飛び、塀と電柱を粉砕した音が響いたのはその時だ。

「嘘うそ…………」

　異イ怒ヌの額をとどめにナイフで突き刺し、ねじ切るようにして倒たおしたキカルが、里武のほうへ駆け出そうとした姿勢で固まる。

　里武の爪つま先さきは白い空間にするん、と飲み込まれて消えた。

　この夢から去ったのだ。

　少女の優すぐれた動体視力は、一瞬、里武の右みぎ腕うでに何かが填はめられているのを見た。

　それが、異イ怒ヌを殴なぐり飛ばしたのだ。

　見ると、異イ怒ヌの姿はすでに無い。

　そして、ぼんやりと全ての風景が霞かすみ始めた……この夢の本当の「主」が目覚めようとしているらしい。

　すぐにでも夢から出なければならないが、キカルは余りのことにその行動に移るのを忘れていた。

「そんな…………里武くん」

　愕がく然ぜんとした表情で、キカルは呟つぶやいた。

「貴方の『鍵』、誰が開けたの！」







第四章・それはまるでガントレットのようで
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　どた。

　目覚ましが鳴る前に、ベッドから落ちて里り武むは目を覚ました。

　冷ひや汗あせをびっしょり掻かいているのが分かる。

　嫌いやな夢だとは思わなかった。

　思わず、右手を見た。

　当然、籠手ガントレツトなんか無い。

「…………」

　とりあえず、目覚ましを止めて、里武はベッドを整え、着き替がえた。

　もう一つ、検けん索さくをかける。

　一階に下りる。

　台所で「準備」をしているといつもより、大分遅れて勝手口のドアが開く。

　エプロンをした里武が振り向むくと、

「あ、お、お、おはよう」

　何故なぜかどこかで転んだような埃ほこりまみれで、何時いつもの恰かつ好こうをしたキカルが、右手に昨日見た制服の紙かみ袋ぶくろを持ち、空いた手でドアをあけたポーズのまま、ポカンと里武を見ていた。

　三秒ほど、ふたりは見つめ合っていたが、口を開いたのは里武のほうだった。

「どうしたんだよ、その恰好」

　まるで、ついさっき見ていた夢からそのまま転がり出てきたような恰好のキカルに思わず『あの異イ怒ヌは大丈夫？』と聞きそうになる舌を抑え込んで里武は訊たずねた。

「いやあの、あたしも今朝は寝ね坊ぼうして、大おお慌あわてでホテルから出たんだけど、制服に着替えるの、忘れちゃってて…………どうせなら里武の家で着替えた方が、と思ったら転んじゃって……」

　やけに今朝のキカルはしどろもどろだった。

「ローラーブレード、やっぱり普ふ段だんは外しておいた方がいいぞ」

　静かに里武は言った。

「…………うん、今日からそうしようと思って靴くつも持って来たんだけど……」

「まあ、習慣はすぐに変えられないか……風ふ呂ろ場ば貸すから着き替がえなよ」

「あ、あと御ご免めん…………今朝はその」

「朝食ぐらい、お前が来るまでは毎朝自分で作ってた。安心して……アレルギー表は、その顔だと明日以後だよね。食べられないものだったら、野菜ジュースも用意してあるからそれで我慢してよ」

「あ、う、うん」

「はいこれ」

　言って、里武は買い置きのボディシートとバンソウコウの箱を放り投げた。

「シャワー浴びてる暇ひまはないだろうし、着替えも無いから、これで我慢して」

「あ、うん、ありがと」

　こくん、とキカルは頷うなずき、テコトコと風呂場に向かう。

　里武はキカルの様子が気になったが、とりあえず、そのまま黙だまって食事の用意をした。
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「彼かれ」は再び夢を見た。

〈よう、鷹たか斗と〉

　ここ数日、何千回もやらされているように、またドアを開ける。

　人のいい、「理想の先せん輩ぱい」そのものの笑顔を向けながら、

〈今日の料理はなんだ？　もう補習授業で腹ぺこなんだよ〉

　普段は死んでも言わない間ま抜ぬけな事を尋たずねる。

　野球部のエースとして、己おのれを律し、そして練習と特訓の鬼と陰かげ口ぐちをたたかれながらも、実力でそれをねじ伏せてきた。

　こんな、誰かに媚こびるような真似まねは死んでもしない。

　イメージは大事だ。だから、学生生活や、自分の将来に対して影えい響きよう力りよくのある人物……つまり、女生徒と教師だ……の前以外で、こんな事は言わない。

　あからさまな文化系の下級生とふたりっきりならなおさらだ。

〈あ、はい上かみ條じよう先せん輩ぱい〉

　目の前の、いかにも帰宅部の文化系オタクらしい二年生は間抜けな顔で応えた。

（こんな奴やつに、なんで俺は善人ぶった真似をしなくちゃならないんだ？）

　頭の中に「情報」が染しみこんでくる。

〈今日はバーベキューです〉

〈そうか、このところ握り飯めしに味み噌そ汁しるばっかりで飽あきてたんだ。うちの連中に何か手伝わせようか？〉

（なんでこんな奴に媚びなくちゃいけない？）

　腹が立った。

　だが、顔は勝手に表情を作り、声は録音してあったかのように口から滑すべり出でる。

　誰かに強制させられる腹立たしさ。

〈いえ、多分ひとりで出来ます。簡単ですから〉

　そして、こいつは、自分がつい最近まで付き合っていた女と、「夜の約束」までしている。

　いつもそこまでいかないまま、夢は終わるが、想像は出来る。

（俺だってそんなことしてないのに！）

　しなかった理由は、万が一のことが起こったとき、スキャンダルになっては困るからだ。

　このまま大学へスポーツ推すい薦せんで入り、プロ入りを目指したい「彼」にとって、女がらみのスキャンダルは避けたいから、そっち方面は臆おく病びようなほどだった。

　特にこいつとくっついてる（ことになっている）女は「高校時代の勲くん章しよう」として付き合っていた……つまり身持ちも堅かたくて、生き真ま面じ目めな「そういうことになったら迷わず騒さわぎにしかねない」プライドも持っている奴だ。

　つまり双そう方ほうの利害が一いつ致ちして「清い関係」だったのだが、それだけに、夢の中とは言え易やす々やすと「夜の約束」をする女が許せなかった。

　寝ね不ぶ足そくと、この「意に添わないことを強制される」苦痛が、「彼」の想像を妄想に高め、現実と区別出来ない苛いら立だちの要因のひとつになっていた。

〈そうか、だが手が足りなくなったら遠えん慮りよしないで、いつでも呼んでくれよ〉

　また口が勝手に動き、二年生は照れたような笑みを浮かべた。

　野球部のエースである自分に「特別扱あつかい」される嬉しさよりも、「チョロい先せん輩ぱいだ」と思っている薄ら笑わらいを隠しているに決まっている。

　苛立ちのメーターがまた上がった。

　ぼんやりと特とく徴ちようの無い顔だが、数百回以上見せられていれば、イヤでももう忘れない。

　次の夢でも、現実でも、どっちでもいい、こいつにあったら絶対に殴る。

　誰かが、苛立たしさと寝不足とで混こん迷めいする頭にまたささやいた。

（分かってる、殺すよ、今度は、絶対にだ）

　聞こえてきた「声」は「殺せ」とは言わないのに、勝手に大きく意味を置おき換かえていたが、その自分の心の動きに不自然さを感じるほどの余裕は、もう「彼」……上條月つき彦ひこには残されていなかった。
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　キカルは風ふ呂ろの脱だつ衣い所でいつものタンクトップとホットパンツを脱ぬいだ。

　パウダータイプのボディシートを一枚取り出し、細い身体を拭ぬぐう。

「…………」

　洗面台の鏡に映った自分の姿をふと、見つめた。

　健康的に日焼けした細い身体には、無む駄だな体たい脂し肪ぼうがほとんどない。

　かすかに膨ふくらんだ胸もスポーツブラがなければ、「気のせい」と「ある」の隙すき間まに測定されそうである。

　だが、そのことに関するコンプレックスから鏡を覗のぞき込んでいるわけではない。

　相談相手のいない、寂さびしい少女の顔だった。

　時間にしてほんの数秒。

　ぱんと軽く自分で自分の頬ほおを両手で挟はさむようにして叩き、キカルは鏡の中の自分へにかっと笑みを作った。

　そして、服を畳たたみ、真新しい制服をつつむビニールを破った。

　テキパキと、滞とどこおりなく着用していく。
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　ちょうど料理を並べていると、キカルが着替えて脱衣所から出てきた。

「服は学校帰りに取りに来いよ。どうせウチは誰もいないし、荷物になるからさ」

「あ…………うん」

　キカルはこっくりと頷いた。

　気になるのか、しきりに制服のボックスプリーツの裾すそを引っ張っている。

「どうした？」

「あ、いやあの、スカート短くしすぎたかなーって」

「そうか？」

「もうちょっと長いつもりだったんだけど」

「そりゃ、いくらなんでも格好悪いだろ。それぐらいでちょうどいいんじゃないかな？」

「う、うん、でもこれだとすぐパンツ見えちゃいそうで」

　赤くなっている。

　普段の脚あしを丸出しにしている方がよっぽど……と思わないでも無かったが、それはなんとなく卑ひ猥わいな考えのような気がして、里武は代案を口にした。

「体育用のスパッツでも穿はいたら？」

　クラスの女子たちが話しているのを小耳に挟んだ知ち恵えを伝授してみる。

「あ、そうか」

　ぎこちなく頷くキカル。

「そうだね、体育着買うついでに履いておこうかな？」

　なんとなく「そういうこと」は全員女子は知ってるものだと思っていたので、里武は少し驚おどろいた。

（考えてみりゃ、アメリカの学校に制服ってあんまり聞かないからなぁ）

　キカルも勝手が違ちがうのだろう……それとも、今いま頃ごろになって転校生の自覚が出て、緊きん張ちようしているのかもしれない。

「なあ、飯、食っていかないか？」

　つとめてさりげなく、里武はそういった。

「え？」

「ほら、いつも食べさせてもらってばかりで悪いからさ」

「あ、いやあのでも……」

「アレルギーなのは知ってる。だからなるべくそういうのを起こさない材料で作ってみたんだ……それでもダメだったら食べなくてもいいから」

「……里武、料理作れるの？」
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　もっともと言えばもっともな疑問である。

「君が来る前は自じ炊すいしてたんだ、そこそこに作れるよ。オムレツとバタートーストぐらいだけど」

　いいながら里武は昨日セッティングしてあったベーカリーメーカーから焼きたてのパンを取り出し、バターを塗ぬった。

　すでにオムレツは蒸し野菜の付け合わせと一いつ緒しよに皿に盛られている。

　鍋なべからクルトンの浮いたコンソメスープ。

「あ、う、うん」

　戸と惑まどう表情を浮かべてキカルは席に着いた。

「キカル、まず見て、匂におい嗅かいでみて、駄だ目めそうだったら素す直なおに言って。僕ぼくは君に食べて貰いたいけど、倒れて欲しいとは思ってないから」

　どちらもダメなら、ということで二の手三の手は考えてある…………電子ジャーにはすでに米の飯が炊たけていた。

「い、いや大丈夫、里武のご飯なら、毒だって食べるから！」

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、にっこりとキカルは微笑ほほえんだ。

「こらまて、それはどういう意味？」

　苦笑いしながら里武はトースターで軽く表面をあぶった分厚いパンを差し出した。

「いただきまーす！」

　大きく口を開いて、キカルがパンにかじり付く。

　はぐはぐとしばらく咀そ嚼しやくして、飲み込む。

　じっと里武はキカルの表情を観察した…………もしも彼かの女じよがうそをついて、パンや卵などのアレルギー体質なのにごまかしていたら、一発でわかるし、そうなったら最悪、救急車を呼ぶ必要もあるかもしれないからだ。

　しばらく、間があって、どこかこわばっていたキカルの顔がみるみる紅潮し、眼めが潤うるむ。

（まさか、この子ホントは無理してるんじゃ……）

　と思った瞬間、

「おいしい！」

　満面の笑えみでキカルは言った。

「おいしい、本当に美味おいしい！　里武！　美味しい！　食べられるよ！　あたし、食べられるよ、これ！」

「…………どうやら、嘘はついてなかったみたいだね」

「えーと、その、あたしの場合、アレルギーの鍵になるのは化学調味料や甘かん味み料りようの一種と、調理法みたいだから、たぶん、手作り料理なら大丈夫」

　あははは、とキカルは笑った。

「ってことはお前、甘あまいもの食べられないのか」

「里武が手作りしてくれたら大丈夫かも」

「…………よくわからんな」

　顔に血が上りそうになるのを感じながら里武は素っ気なくいい、コーヒーに口を付けた。

　ブラックで飲めるほど大人ではないので、砂糖もミルクも入れてある。

　キカルは意外なことに何も入れないで飲んだ…………どうやら、甘味料にも、というのは本当らしい。

　だが、妙みように引っかかった。

　それが何故なのかを考える前に、キカルが尋ねた。

「あのさ、里武。どうして料理なんか？」

「昨日みたいに弁当のおかずの交こう換かんとか言われたら、お前の食べる分が減るだろうが。朝ご飯分も持って行けば……まあ、少しは足しになるだろ。お前も早弁出来るし」

「早弁なんかしないってば！」

　キカルが顔を真っ赤にした。

「でも…………ありがと」

　うつむいて微笑むキカルの姿が、妙にかわいらしく思えて、里武はあわててそっぽを向いた。

　そっぽを向いたまま考える。

「そういえばさ」

　里武は言った。

「昔、ウチの庭にタイムカプセル埋うめたの覚えてる？」

「あ……うん、うん、覚えてる。近所のみんなで埋めたよね。十年後に開けようねって」

　学校の授業で、七十年万ばん博ぱく、というイベントで数千年後の子孫たちに向けてタイムカプセルを埋めた、ということを習って、「五年後、十年後でもいいんだよ」ということで近所の同級生達たちで里武の家の庭先に埋めた。

　大たい抵てい、こういう話は「誰だれかがこっそり掘ほり返かえした」というオチで終わりなのだが、里武の家の場合、三日もしないうちにそこにプレハブの物置が立ってしまい、そのままになってしまった。

　去年、珍しい大型台風が来て、窓ガラス数枚と一緒に物置は壊こわれ、物置は別の場所に建たて替かえられた。

「あの時、一緒に埋めた連中、もう町内に居ないんだよなあ」

　里武はぽかんと言った。

「そ、そうだよね……中なか田たさんちの祐ゆう君も、濱はま川かわさんちの照てる美みちゃんも、もう違う学校なんだっけ」

　この辺一帯は一時やたらと人の出入りが激しかった時期があって、里武の小学校時代の友人達は全すべて別の場所に引ひっ越こしている。

「キカルもその一人だったんだぞ？」

「……でも、あたしは帰ってきたもん」

　キカルはうつむいたまま言った。

「……そうだな、学校から帰ってきたら、開けてみようか」

「あ、う、うん」

　こくん、とキカルは頷いた。

「とりあえず、早いとこ全部食べて」

「あ、うん！」

　顔をあげたキカルは、いつものキカルの顔だった。
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　朝、そうやってそっぽを向いたまま、考えていた事を口に乗せたのは、二時間目の休み時間だ。

　女子は体育館にある更こう衣い室しつに移動である。

　里武はてきぱきと体育着に着替えて、渡わたり廊ろう下かから校庭に出る途と中ちゆう、移動していくクラスメイトの女子たちを眺ながめた。

　その中には、買ったばかりの体育着を抱かかえたキカルの楽しそうな姿も見える。

「どうした、里武」

　可か沢さわ真しん一いちがひょいとその後ろから覗き込んだ。

　彼が何か言う前に、里武は、

「嘘をついてまで誰かの友だちになろうとしたこと、あるか？」

　と尋ねた。

　あまりにも意外な言葉に、一瞬可沢は首を捻ひねったが、

「どうした、里武」

「いや、なんとなく。そういう奴って、いるのかなぁ、って」

　どうやら誤ご魔ま化かしや、気になる女子を見ていたことに対する言い訳ではない、と判断したのか、可沢は少し考え、

「……俺おれは無い。だがそういう奴と知り合いだったことはある」

　一瞬、喋しやべっていいものかどうか考え、可沢は里武以外には聞こえないように、声を落として続ける。

「小学校のころ、クラスの輪に入りたい一心で、『ワン・オブ・ザ・サウザンズ』のレアカード持ってる、って言い張った奴がいた」

　里武も集めていたことのある、一時はゴールデンタイムに関連アニメを放送するほど爆ばく発はつ的てきな人気を得たものの調子に乗った版元の度たび重かさなるルール改定が矛む盾じゆんだらけで、結局数年で版元ごと消えて無くなったカードゲームだ。

「そりゃ、友だちになりたいから嘘ついたのか？」

「だろうな。クラスで目立たない奴でさ……三年の一学期が始まったある日、いきなりそんな嘘をついた。みんな最初は信じ込んだけど、そいつ、いつまで経たってもそのレアカード、見せてくれないんだよ……それもさ、実際には存在しない奴。歩兵ポーンのクリスタルカード。一番弱い歩兵だけど、クリスタルカードだと『ギガメガアーム』が使えるとかの色々な特例ルールが設定されてて、だからすぐ回収された、って…………ほら、ソフビ人形で出ただろ、『ギガメガアーム』の騎士ナイト。」

「ああ」

　神々の操あやつる大剣を、人間属性の「騎士」が扱う為ために使われるカードの一種だ。

　このカードと準レアの「天からの剣」か、最強の「神の剣つるぎ」という別のカードを組み合わせると莫ばく大だいな破は壊かい力りよくを振るい、結局最初のルール改定の引き金になった。

　昨日の夢が、一瞬、里武の脳裏に蘇よみがえる。

（案外、子供っぽいこと覚えてるんだな、僕は）

　自分にしてはよく考えついたなと思っていたあの籠手は、そういう所から現れたのだ、と分かると、あっけない手品の種明かしのような、がっかりした気分にもなった。

　それはともかく、

「たしか、雑誌発表だけで出なかった奴だよね…………でその子どうなった？」

　里武は話の先を進める。

「まあ、一ヶか月げつもするとそいつが嘘うそ吐ついてるのはさすがにみんな分かったから、からかいのネタにしてた……」

　クスッと真一は苦い笑いを唇くちびるの端に浮うかべた。

「まあ、ガキだったけど、いじめるまでは無かったよ。俺も時たま乗っかったけど、そんなに頻ひん繁ぱんじゃ無かった。

　でもな、俺、日曜日にそいつがデパートで泣きながら父親に土下座して、カード箱買いしてもらおうとしてるの、見ちまったんだよ。自分で嘘ついて、みんなから『見せてよ』って言われていくウチに、口から出任せだったはずのレアカードが、箱買いすると出てくるんじゃ無いか、って思い込んじまったんだろうな」

「……」

「それ見た時にさ、嘘をつく奴は、嘘をつくだけの理由があるし、辛つらさもあるんだなあ、って思ったよ……」

「その子、どうなった？」

「別に。俺がその光景を見た辺りから、クラスの中のブームは沈ちん静せい化かしてきて、そいつもそれっきり、普ふ通つうにクラス替がえになった」

「…………」

「で、どうしたんだよ、急に？」

「いや、何となく」

　気がつくと、女子は全員もう更衣室の中へ消えていた。

　これ以上見ているとあらぬ疑いをかけられそうだと気づいて、里武は視線を外した。

「キカルちゃんが似たような事しないか、って心配してるのか？　大丈夫だよ、あの子は嘘がつけるようなタイプじゃ無いだろ？　むしろ心配するのは、正直すぎて貧びん乏ぼうくじ引く可能性じゃ無いのか？」

　笑って真一が里武の背中を叩たたいた。
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　生徒はともかく、教師までもが「銀ぎん三さん百びやくさん」ではなく「キカル」もしくは「キカルさん」と呼ぶようになるくらい、キカルはクラスになじんでいた。

　里武とは幼なじみで、といったバックグラウンドは昨日の三時限目までにはもうクラス周知の事実である。

（まあ、大した社交能力ではあるんだよな）

　半ば呆あきれて、半ば感心しつつ、里武は窓に映った、後ろの席で元気にニコニコと授業を受けているキカルを見ながら思う。

　あと三分で昼休み。

「…………では今日はコレまで」

　時間に規則正しいことと声の調子から「アナウンサー＝アナさん」の異名を持つ数学の教師が黒板を消し始めた。

「二週間後には中間テストだ、鷹斗くんの順位を脅おびやかす生徒が出てくることを、私は祈いのっています」

「アナさん」はそういって笑った。

　クラスの視線が一瞬集まって里武は顔を伏ふせた。

　数学は得意だし、確かに学年一位が続いているが、あまり目立ちたくない。

「では」

　と促うながすと、日直の生徒が号令をかけ、ほぼ間かん髪はつ容いれずベルが鳴る中、里武たちは頭を下げた。

「里武ーっ！　一緒にご飯食べよ！」

　ホテルから届けられた重箱を両手に持ってキカル。

「わかってるって。ちょっと待ってて」

　ノートのまとめが少し残っているので手早くそれをまとめながら里武がいうと、

「うん、じゃちょっとトイレ行ってくる」

　キカルは二人分の弁当が入った風ふ呂ろ敷しきを里武の机の上に置いてとたたた、と教室から出ていった。

「…………リア充」

　ぼそっと里武の背後から声がかけられた。

　振ふり向くと、中学時代からの同級生である、可沢真一と入いり内うちタダシが苦笑とも冷やかしともとれる表情を浮かべていた。

「そんなんじゃないよ。みただろ？　キカルだよ？」

「何言ってるんだ、明るくてハキハキしてて、お前にべったりないい子じゃないか。しかも幼なじみで、手作り弁当まで持って転校初日から…………どれだけフル装備なんだよ！」

　可沢真一は予想通りの反応だった。

「弁当はホテルの食堂の品物だよ」

「なら味の保証までされてるじゃないか！」

「というか、真一、幼なじみは巨乳じゃないと許さないタイプじゃなかったっけか？」

「現実リアルの前には理想なんて八割までは妥だ協きようしてもいいんだよ！」

「真一は、絶対将来キャッチセールスとかに引っかかるな」

　ため息をつきながら数学のノートに今日の授業で引っかかった点のメモをし終え、里武は立ち上がった。

「しかし、鷹斗にあんな幼なじみがいるってのは意外だったな」

　それまで苦笑しながら真一と里武のやりとりをみていた入内タダシが口を開いた。

「お前、結構そういう意味じゃ独立独歩な人生に見えたんだが」

「そこが僕も不思議なんだ…………というか、キカルが子供の頃ころからいろんな意味で変わらないんだよ」

「まあ、お前にもふつーの子供時代があったってことか」

「何言ってんだ、僕は普通の人間だよ」

「でも、結構医者通いとかしてた、って話じゃないか。てっきりそういうのはないもんだと思ってたよ」

「まあ、確かにね」

　自分でもそこは不思議だった。

　昔、一度だけ常に夢が夢である、と自覚していることをうっかり口にしたことがある。

　夢の中でも不思議なことは一いつ切さい起こらない、と。

　両親がそのことを心配し、一ヶ月ぐらいカウンセリングを受けさせた。

　正直言えば、思い出したくない嫌な記き憶おくだ。

　自分は珍めずらしい記憶を持ってて、みんな褒ほめてくれると、子供の無む邪じや気きさで思っていた。

　だから、病院で「お話をしてくれないかな？」と中年の「せんせい」に言われたときも、自分の夢が如何いかに現実そのままか、自分がその繰くり返しを見て不思議に思ったかを得意満面で語った。

　それは初めて「大人」に手ひどく騙だまされた経験になった。

　最初ニコニコしながら聞いていたカウンセラーはみるみる不ふ愉ゆ快かいな顔になり、「君は大人をからかっているね？」と決めつけたのだ。

　にこにこ笑って聞いていたのは、この一言を効果的にするためで、それ以後、カウンセラーは小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべて里武を質問攻ぜめにした。

　質問と言うより断定だ。

　大人に殴られたことがあるだろう、両親がよく喧けん嘩かをするから、寂しいんだろうとか。

　全部心当たりが無かった。

　普通に、しごく普通にそういう夢を見ている、というだけだ。

　何度説明しても聞いてくれない。

　騙された経験の次は、傷つけられる経験だった。

　あと一週間、このカウンセラーの許に通わされていたら、里武の精神は本格的におかしくなっていたかも知れない。

　救いの手は、いきなり来た。

　ドアを開けて、赤いコートの女性が入ってきたのだ。

　驚くカウンセラーに、彼女は「貴方あなたのしていることはカウンセリングでは無い」と断言した。

　それから、まるで機き関かん銃じゆうのようにまくし立て、医者の論理を突つき崩くずした。

　怒いかり狂くるったカウンセラーが反論してもそれを全てひっくり返した。

　今にして思えば、カウンセラーは警備員を呼んで彼女をつまみ出す事も出来たのだろうが、それが出来なかったのは完全に彼女に飲まれていたのだろう。

　里武がぼんやりとその顔を見上げて、身動き出来なかったぐらいだ。

　最後、赤いコートの女性に一いつ喝かつされたカウンセラーは、後で聞くと、その日から病院に来なくなり、数日後には辞表を出して、どこかに行ってしまったという。

　コートの女性に連れん絡らくをうけた両親が駆けつけて、それきり里武が「夢」のことについてカウンセリングを受けることは無くなった。

　が、その経験がしばらく里武の学校生活に影かげを落とした。

　中学にあがった頃にはさすがに落ち着いていたが、そのころ知り合った真一やタダシには「昔病院通いをしていた」程度には知られていたほどだ。

　今は記憶も薄うすれてはいるが、面と向かって言われても……平気、と言えるほどではない。

「ただいまー」

　キカルがひょいと戻もどってきた。

　背後には数名の女子。

「あのさ、みんなと一緒に食べていい？　日当たりのいい場所知ってるんだって！」

　キカルの後ろにはクラスの女子。完全にかわいい子こ猫ねこか子犬に餌えさをやろうとしている子供の目の輝かがやき。

「…………はいはい」

　クラスの女子を敵に回すような言動はしたくないし、女子がそれでキカルに変な感情を抱いだくのは避さけたかったから、里武は苦笑しながら頷いた。

（人は、本当にちょっとしたことで『区別』するからなぁ）

　そして「区別」が差別に変わるのはそんなに珍しい話じゃない。

　小学校のころ、それはイヤというほど体験している。
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「なるほど、屋上か」

　女子のひとりが生徒会の書記で、屋上に続く鍵かぎを持っていた。

　開けると、五月手前のさわやかな風が里武たちの横をすり抜ぬけていく。

「うわー、青いねえ、空！」

　キカルが目を輝かせた。

「気に入った？」

　書記の女生徒が微笑むと、キカルはコクコクと頷いた。

「すごいすごい！　学校の屋上ってこうなってるんだー！」

　両手を広げてクルクル回る。

（ほんと、この子のメンタルは小学生だな）

　屋上でこの喜びようなのだから、遊園地に連れて行ったらどうなることか、と考える。

（まあ、それも面おも白しろいかもしれないな）

　女子と関かかわる、なんてことはそうそう思いつきもしない人生の里武だったが、それはそれで悪くないか、と思えてしまう。

　いきなり現れて数日、もうキカルは五年も前から里武と近所同士のつきあいをしているような気がしてきた。

「キカル、あんまりはしゃぐなよ」

「うん、わかってる！」

「そう言いながらフェンスに上るな、ばか！」

　スカートの下は体育用のスパッツをはいてるとは言え、はしたないことに変わりは無い。

（本当に手間のかかる妹だ、こりゃ）

「鷹斗君、お兄さんみたい」

　くすっと別の女生徒が笑った。

「まったくだ、うらやましい」

　真一がため息をつく。

「幼なじみで、妹キャラで、お弁当もってついてくるかわいい子……神様って意地悪だよ、まったく」

「不公平は人生のスパイスだ、あきらめなよ」

　だんだん面めん倒どくさくなったので突き放はなすことにした。

「おのれリア充め」

「まあまあ、人の家の庭を羨うらやむくらいだったら、お互たがい、自分の庭を手入れしようや」

　タダシが笑った。

「俺にはアイドル、お前には電脳世界」

「タダシ、言ってて空むなしくないか？」

「いや？　俺は少なくとも現実世界だからな」

　最近かけるようになった眼鏡のレンズをきらめかせつつ位置を直しながらタダシが胸を張る。

「こ、こんなところでも格差が……」

「まあ、ジャンルの問題だ。仕方なかろう。とりあえず、お互いの道を精しよう進じんしたほうが、他人を羨むよりもいいぞ？」

「悟さとり始めてるな、お前」

「コンサート行くと色々な……人生を見るんだよ」

「……」

　そんなシリアスな会話をしている里武の友人ふたりをよそに、

「里武！　早く食べよう！」

　目を輝かせてキカルがいう。

「はいはい、わかりましたよ」

　だんだん、自分が元気なお姫ひめ様さまに振り回まわされるじいやのような気分になりながら里武は答えた。

「でも地べたに僕たちはともかく女子は座すわりにくいだろう？」

「大丈夫」

　鍵の主でもある書記の女生徒が微笑んだ。

「ここ、穴場だからブルーシートが常備なの。ほらそこの給水棟とうの隙間」

「なるほど」

　言われて里武がその場所から四よ畳じよう半はんほどの大きさのブルーシートを取り出し、広げてみた。

　女子はその上、男子は周囲に適当に腰こしを下ろして昼食が始まる。

「うわ、豪ごう華か！」

　里武とキカルが開いた重箱の中身は当然注目の的になった。

　卵焼きに煮に付つけに焼き魚、豚ぶたの角かく煮にに…という豪華版ばんである。

「キカルちゃん、その卵焼き、交換してくれる？」

「ＯＫ、あげる」

「いや、交換……」

「その、えーと、ちょっとアレルギーがあって…………こっちのお弁当はそういうのがないんだけど、そっちからもらうのはちょっと…」

「あ、そうなんだ………」

「でも、この量、食べきれないからいいよ、もらって！」

「いいよ白しら瀬せ、こいつが足りなくなったら俺のをやる」

「おお、鷹斗君オトコマエー！」

「じゃあ、鷹斗君のと取とり替えと言うことで」

「まあ、その方が楽か」

　言って、里武はまだ手つかずの弁当をその女生徒に差し出した。

「お、おのれぇええ…………彼女の手弁当だけならいざしらず、クラスの女子とお弁当のおかずの交換だと？」

　真一の恨うらみがましい声が背後から聞こえた気がするが、里武は冷れい徹てつに無視し、弁当を食べる。

　キカルと女生徒達の会話は続いていた。

「…………でも十年ぶりなんだ？」

「うん。前にここにいたのはえーと六つの時だから、ずいぶんいろいろ変わっちゃって」

　あはは、とキカルは笑う。

　安心して里武はすぐに弁当に集中した。

　だし巻き卵がまた美味うまい。ひと噛かみごとにしみてくる出汁だしが、甘くもなく、辛くもない絶ぜつ妙みようさで、とろとろの卵の中の触しよつ感かんと相まって初めて「甘い」と認にん識しきできるような繊細さで、そのまますうっと溶とけていく。
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　こぶ巻きもまた柔やわらかくて、でも最低限の歯ごたえがあるのが絶妙だ。

「おいしい！」

　里武のだし巻き卵を口にした女生徒が声をあげた。

　じつはそれだけではない。この中に敷しき詰つめられたご飯がまた、奥おく歯ばの噛み合あわせにじんわりしみこんでくるようないい味なのだ。

　こういうのを食べると、コンビニ弁当が「よくないもの」として大人たちが非難するのもわかる気がする。

「ねえ、鷹斗君、私のとも交換してよぉ」

　他の女子の声を「やだ」と無視して、里武はひたすら重箱の中身を消費していった。
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　帰りのＨＲが終わると、一いつ斉せいに各運動部が彼女を勧かん誘ゆうしにきた。

　体育の時間、百メートル走で十二秒台を叩きだしたのがもう伝わったらしい。

　ソフトボール、テニス、陸上、水泳部にラクロス……だけではなく、女子柔じゆう道どう部ぶ、空手部、テコンドー部、アマレス、フェンシング部……。

　歌か集しゆう沢ざわ高校に、これだけ女子の参加する運動会系部活があるのだというのに里武は驚いたが、あっさりキカルは、

「えーと、アメリカから両親が帰ってから相談して決めます。今はすむ場所もホテルですし、道具や道どう着ぎをそろえても洗せん濯たくとか、常に出来るとは限らないんで……ごめんなさい」

と、いつものにっこりスマイルで返してしまった。

　そんなわけで、本日も当然里武と同じ帰宅部である。

「いいのか？　二年だぞ？　今すぐ部活やればスター選手じゃないか」

「いーの」

　にこっとキカルは里武の腕うでに自分の細い腕を絡からめ、ぎゅーっと抱きしめた。

（わ…………あ、あるんだ）

　ふにゅ、と数枚の布越しであるが、僅わずかな胸の膨ふくらみの側面が、里武の肘ひじのあたりに伝わってくる。

「里武と同じ帰宅部が一番好きだもの」

「あ、あのなあ」

　真っ赤になる寸前に、なんとか里武は腕をふり、自分の肘とキカルの胸の間を開けた。

「もったいないなあ、お前、そんだけ体育得意なのに」

「いいの。別に部活とかは」

　にこっとキカルは笑った。

「里武のそばにいるのが一番いーもーん」

「あのな、恋こい人びと同士じゃないんだから」

「いーじゃん、恋人気分」

（…………この猫ねこめ、どうも調子に乗ってるな）

　どうやら初めて＆久々の学校で妙にテンションがあがっているのか、キカルは里武にペタペタ絡んでくる。

「そーか、恋人同士か」

　駅前に来たあたりで、里武はひょい、と顎あごでとある路地を指した。

「じゃ恋人気分のついでに、ホテル行こうか」

　次の反応は決まってる。真っ赤になったキカルが里武から飛とび退のいて白い目を向けた後「エッチ」だの「スケベ」だのの罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくるのだ。

「ほら、この路地の奥おく、ホテル街だから、ついでに」

「あ…………」

　顔が案の定真っ赤になる。

　目が潤み、口がわななく。予想以上の反応だった。

（あ、しまった、この子の許容量を超えたか）

　泣き出だす、と里武は判断した。

　女子には下ネタ耐たい性せいの許容量というのがあって、それを超えると泣き出す、という話はクラスメイトから聞いたことがあった。

「いや、あのすまん」

「…………あのね」

　キカルはうつむいて、きゅっと里武のシャツの胸むな元もとを摘つまむようにして握にぎり込んだ。

「…………いいよ、里武になら」

「…………」

　予想外の反応だった。

「ちょ、ちょちょほっとまて」

　舌がひきつった。

「まあまて、落ち着け、そこはふつう『エッチ』とかなんとか言って、思春期男子のむきつけになったセクシャルパワーに罵ば倒とうと嫌けん悪おの目を向けるところじゃにのか？」

「なんで？」

　ひょいとキカルが顔を上げた。

　里武の心臓が跳はね上あがる。

　大きな目が、潤んでいるように見えたのは、里武の理想かそれとも…………この前の夢、生徒会長と同じ表情を読みとってしまったのか。

「あたし、里武のこと好きだもの」

「あ、あのねえ、女の子の一番大事なものを、その、そんな弁当のおかずみたいに……」

「あたしじゃ、いや？　やっぱりおっぱい大きな人の方がいい？」

（いかん…………まずい）

　一瞬のジョークで終わる自じ爆ばくが、まさかここまでこじれて長引くとは。

　しかもこのままでは、本当にキカルと一いつ緒しよにホテルに入る必要が出てきそうな流れにすらなっている。

（考えてみれば不覚だった。アメリカから帰ってきた子供みたいな幼なじみって、よく考えれば恋れん愛あいゲームじゃ、登場時点でフラグがすでに立ってる安定物件じゃないか！）

　里武はその場に立たち尽つくした状態で考える、必死になって考える。

（こらまずい、絶対まずい。だいたい人目に付きすぎるし、キカルはかわいいが僕ぼくの恋愛対象の好みじゃない、第一、この子に手を出したら外見的にはモロにロリコンじゃないか）

　自分で言ってることの支し離り滅めつ裂れつさに気づかないあたりがもう重症である。

　そして不意に、この状じよう況きようを打開する一言を思いついた。

「ばーか、冗じよう談だんだって、本気にしないの」

　そういってすたすたと歩き出す。

（…………まったく、何考えてるんだ僕は）

　自分自身のうかつさに少々腹が立った。

「…………な、なんだそうだったの……あははは」

　焦あせったような、照れたような笑い声をあげながら、キカルは里武の後ろにくっついて歩き始めた。

　右みぎ腕うでに、さきほどまでのキカルの体温がまだ残っていて、里武はあわてて腕を振ってその温度を振り払はらう。

　少し、おしい気がした。

「いくよ、キカル………君の住んでる方のホテルの玄げん関かんまで送ってくよ」

　里武はあえて、「君の住んでる方」に力を込めた。

「あ、いやあの、今日はその、里武の家に寄っちゃダメ？」

「英語の課題があるからな…………服里先生厳しいからな、君も帰ったらちゃんとやっときなよ」

「か、課題だったら二人で助け合いながらしたほうが早くない？」

　確かに、キカルの言うことは理にかなっている。

　だが、今日は何となく、いつものようにキカルを家に招き入れる気にはならなかった。

　子猫だと思ってたつい数分前だったらそうしてたかもしれないが。

（こういうのを生なま臭ぐさい気分、っていうんだろうな）

　つい先日読んだ小説の中に出てきた言葉を思い出す。

　どっちにせよ、今キカルを家に招き入れるのは「ダメだ」と直感がわめいている。

（警報ランプというか、もうここまでくればサイレンだよな）

　それは避けたかった。

　そういう薄うす汚ぎたない気分にさらされるのは、どうにも我が慢まんが出来なかった。

　今朝から、ずっと考えてきたことが、もしも正しければ…………。

　だが、それは駄だ目めだと、自分の中で上がる声がある。

（結局、僕はキカルをどう思ってるんだ？）

　ふと気がついた。

　幼なじみ、家によくふらりとやってくる子猫みたいな扱あつかい。

　だが、本当はどう思っているんだろう？

　十年前、まだ幼かった頃は？

　思いだそうとしても、どこかぼんやりと霧きりが頭にかかったように思い出せない。

（違う、そんなことじゃない！　ああくそ、あんな貧乳の感かん触しよくごときで混乱するなんて！　そんなことがあるわけがないじゃないか）

「あ、あのじゃ、あたしちょっと寄るところがあるから」

「あ、そ、そうか。うん」

　正直言えば、今はキカルと離はなれておきたかった。

　自分の気持ちの、思考の整理がついてない。

　妙みような違い和わ感かんと、自分の中にキカルに対する奇き妙みような感情があったことに、里武は動どう揺ようしていた。

「んじゃ、あたし、ここで」

「あ、そうか、そうか…………また」

　明日、と言うべきか、一いつ瞬しゆん里武は躊ちゆう躇ちよしたが、それでも、

「また、明日」

　そういって片手をあげた。

「うん、じゃあまた！」

　キカルはいつもの笑え顔がおになって、手を振り、そのままパタパタと、ラブホテルがあるのとは反対側にある商店街へと走り去った。

　さっきのあの色っぽいというか、「女性」を感じさせた表情がまるで嘘うそのようだ。

「女の子は……分からないなァ」

　ぽつん、と里武は呟つぶやく。
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　角を曲がってすぐ、キカルは足を止めビルの壁かべに張り付いた。

　小さな鏡をどこからともなく取りだし、ちらりと角の向こう側……商店街の入り口でくしゃみをした後の子犬の様な表情をした里武が立ち去っていくのを確かく認にんして、ため息をつく。

　その横へ、ビルの屋上から影が降ふってきた。

　ボックスプリーツの裾すそがめくれ上がって、白いレースの下着があらわになるのも構わず、ポニーテイルに黒いセーラー服の少女はまるで体重が無いかのようにふわりとアスファルトの地面に降り立った。

「どうだった？」

「庭のタイムカプセルは確認した。とりあえず、中古ショップであの当時の女の子が持っていそうなカードを入れておいた。『魔ま法ほう少女レノリーナ』のプリンセスカードだ」

　言って、サキはスマートフォンの画面をキカルに見せた。

　ピンク色のフリルがふんだんに使われた衣装を着けた女の子のイラストが入ったカード。

「あ、これ見たことある………で、異イ怒ヌの行方ゆくえは？」

「候補は二名までに絞しぼれた。今夜、もう一度『潜もぐれ』ば役割が判明するだろう」

「そう……あんまり進行してないといいんだけど」

「今、どれくらい『夢』は溜たまっている？」

　ポニーテイルの少女の言葉に、キカルは腰に下げた十面ダイス……「集しゆう夢むのダイス」を手にした。

「とりあえず、あと一日で満まん杯ぱいになるから、そうすれば刺ささっている短たん剣けんも使えば、裏十二支あいつら全員何とかなると思う」

　ダイスの数字は全すべて「７」となっていた。

「さすがだな。君が食べられる手料理を作る所といい、見かけよりも情けが深いのか、それともサリガミ候補故ゆえか……やはりいっそ彼かれを『サリガミ』にしないか？　なに、一年と三十日以内にあいつら全員を封ふうじればいいんだし……」

　軽い口調でサキが言うのを、

「その話は無し、って言ったよ？」

　珍しく、キカルが怖こわい声で遮さえぎった。

「本来なら、あたし、里武くんに何されてもおかしくないくらい、ひどいこと……してるんだから」

　そういって、キカルはため息をついてうつむいた。

「思い出を……偽にせ物ものの思い出を……作って……」

　その言葉を断たち切きるように、サキはわざと無神経に続けた。

「キカル、彼に対して申し訳ない気持ちがあるのは分かるが、自分の身体をそう大安売りするものでは無い。初めてというのは大事な物なのだぞ？」

　背中に背せ負おった中ちゆう華か鍋なべの位置を直しながら、サキは言った。

「いや、あの、でも……あたし、結局里武くんを騙しているわけだから……それぐらい……その……」

　真っ赤になって、少女は左右の人差し指を胸の前でつつき合わせる。

「いかん、そこから先はビッチキャラへの転落だ！」

　腰に手をあて、重そうな胸を張り、サキは言い切った。

「よいか、キカル、現代においてキャラ付けというのは高校生活においてとても重要だ。あのヘッポコな鷹斗里武も含ふくめ、我われ等らに関わる者たちはすべてリセットされるが、我々は連続した記憶を持っている。つまり、そこが問題だ」

　腕うで組ぐみをしてサキは姉が妹にお説教をする態度になった。

「そういう贖しよく罪ざいの概がい念ねんは大事だが、それで身体まで毎回提供するようになっては困る。そういうのが身体から染しみ出でて、立ち居振る舞まいにも影えい響きようが出る。行き着く果てはビッチキャラだ、そういうのは駄目だ」

「いや、あの、そ、そういうことを毎回考えてるわけじゃ……」

「第一、手っ取り早く彼の情報をそのまま使ってしまっても構わぬわけだからな。キカルはただでさえ優やさしい選せん択たくをしているのだ」

「優しいんじゃないよ」

　触ふれれば指先が血を噴ふきそうな声で、キカルは言った。

「それは当然のことだよ。そのままやれば、もしも違ってた場合、廃はい人じんになっちゃうもの」

「…………」

　何とも言えぬ顔で、サキはキカルを眺ながめたが、小さく首を振って、

「まったく、なんで君は女で、私も女なのだろうな。どちらかが違う性別ならば、今いま頃ごろすべて幸せなのだが」

　しみじみとうなずいた。

「な、なにを言い出すのよ！」

「前にも言っただろう？　私が男性であれば、絶対君に惚ほれる。君が男性であれば、君の子供が欲ほしいと素す直なおにいう。幸いここはすぐ近くにそういう曖あい昧まい宿やどもあることだしな」

「なに？　曖昧宿って？」

「まあ、さっきあの小こ僧ぞうが口にしていたラブホという奴やつだ」

「何考えてるの！」

「…………単なる理想だ、夢だ。現実とは違うから気にするな」

　腰に手を当てた偉えらそうな「言い切り」の姿勢のまま、サキは横を向いた。

　頬ほおが赤らんでいる。

「…………もう」

　自分を元気づけるための、捻ひねくれた励はげましだと、キカルは気づいて苦く笑しようを浮うかべた。

「ともあれ、そろそろ追わないと、少年を見失うぞ」

「わかってる！」

　いうなり、キカルは地面を蹴けった。

　重力を無視したかのように数メートルを一気に飛び、ビルのひさしを伝って少女は屋上へと移動した。

　そのまま、風のように移動していく。







第五章・それはまるで脅おどしのようで
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「彼かの女じよ」…………九く田だナナオは久々に夢を見ていた。

　このところ、市し販はんの導どう眠みん剤ざいを使って、夢も見ない眠ねむりだけだったのに。

　夢の中で、「彼女」は学がく生せい寮りようにいた。

　彼女の通っている歌か集しゆう沢ざわ高校にそんな物は無いが夢だから、と納なつ得とくする。

　今の彼女は、年下の恋人の為ために、生徒会の用事を切り上げ、ちょっと急ぎ足でその許へ向かっている……という設定だ。

　何か、ドアの向こうで恋人は手が足りなくて困っている。

　たしか、料理だ。

〈そう？　手伝おうか？〉

　ドアをあけると、自分の口が勝手に動く。

　話しかけられた二年生が、びっくりして振り向むいた。

〈え？　あ。く、九田先せん輩ぱい〉

　生徒会が月に一度行う全体朝礼の時に、ずらりと並んだ生徒の中に見た顔だ。

　名前はもちろん知らない。

　どうやら、この夢で自分は本当の「彼」……上かみ條じよう月つき彦ひことは付き合ったことも無いらしい。

〈もう、里り武むったら！　ナナオでいい、って言ったでしょ？〉

　にっこりと少女は笑う……いや、笑わされた。

　だが、それは嫌きらいではない。

　自分がバレー部のエースでなくなった瞬しゆん間かん、月彦は「別れよう」と言い出した。

　理由は分かっている。

　一年の付き合いで、彼が利己的な人間であること、そして「落ちた」人間に関わると、自分のツキも落ちる、と信じていることを、「彼女」は理解していた。

　だから、アキレス腱けんを痛め、それを庇かばい、隠かくしながらも部活を続けた為に、決定的に腰と肩かたを痛めてしまって、今月の三年生引退試合にさえ参加出来なくなった自分には利用価値が無いのだ。

　いつか、そんな日が来るだろう、と思っていたから、「深い付き合い」までは行かなかった。

　周囲の想像とは裏腹に、「彼女」と上條月彦はここ一年以上、プライベートでは言葉も交かわさない「恋人同士」だった。

　母から聞いた、昔で言うところの「仮面の関係」という奴なのだろう、と最近はぼんやり理解している。

　自分はバレー部のエースで生徒会長で学年トップの優等生という仮面。

　上條は、野球部のエースピッチャーで、容よう姿し端たん麗れいにして、将来プロ入り確実の逸いつ材ざいとしての仮面。

　それを維い持じするため、もう少し自分を高く売り込むための。

　だが、この二年生はどうだろう。

　純情で、心の底から自分に憧あこがれてくれている。

　上條も、この世界では裏表の無い「いい先輩」のひとりだ。

　そして、ここでは自分を老ろう婆ばのようにしてしまう腰や肩、脚あしの痛みも無い。

　五歳さいの頃ころから自分にバレーを仕込み、同時に才さい色しよく兼けん備びであることを強要してきたくせに、二度とバレーが出来ないと分かると露ろ骨こつに失望の表情を浮かべた父も、その父に文句も言えない母親も居ない。

（このまま、ここで、最後まで人生を歩みたい）

　彼女は心底から願った。

　バレー部のエースという座から転がり落ち、そのショックで校内テストの学年首位の座からも転げ落ち、かつまた、上條に振ふられたということで、生徒会長としての威い厳げんよりも「哀あわれな女」の烙らく印いんが押おされた自分の人生が間ま違ちがいだ。

　ここが、自分の本当の人生だった。

　ここなら会いたくない人に会わなくていい、遭あいたくない目に遭わなくてもいい。

　年下の少年に「小さなゴム製品」をそっと手て渡わたして、ナナオは苦笑いした。

　微笑ほほえんで、「ちょっと悪い女の子」になるのは悪い気分では無かった。

　自由。

　それも「やりたい放題」という彼女の忌いみ嫌うものではなく、ほどほどの、身みの程ほどをわきまえた自由。

　自分が本来目覚めるべき時間を数時間過ぎても覚かく醒せいしてないことや、両親の呼びかけにも一いつ切さい応じない肉体の状況にあることを、ナナオはまだ知らない。

　そして、自分のベッドの下、白と黒に真ん中から色分けされた子犬が、ひどく残ざん酷こくな嘲あざけりの笑えみを浮かべつつ、ゆっくりとその姿を消していったことも。
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　里武が印しるしをつけた石は、少し地面より低くして埋うめてあったおかげで、台風のさい、逆に雨風に掘ほり返かえされる形で、地面から露出していた。

　かつては五人がかりで置いた石を、あっさり一人で持ち上げる。

　庭土を掘り返すと、防水ガムテープでぐるぐる巻きにしたビニール袋ぶくろに入れ、父親に頼たのんでシュリンクパックしてもらった薄い金属の箱が出てきた。

　近所の子供達たち五人で埋めたものだ。

　まとわりついた泥どろを散水用のホースで洗い流して、土を埋め戻し、箱を持って家に入る。

　日はすでに暮れていた。

　今日はもう、キカルは来ないだろう。

　そう確信しながら、二階の自室に戻って、夕食前のひと仕事、として開けることにした。

　カッターナイフで周囲のガムテープを切り裂さき、ビニール袋を取り去る。

　それからシュリンク部分。

　奇き跡せきのように中は乾かわいていた。

　元々は高級海苔のりを入れる箱である。

　蓋ふたを開けた。

　中には更さらに緩かん衝しよう材ざい。そしてシュリンクパックされたそれぞれの袋。

（そういえば『タイムカプセルを埋める』って言ったら父さん、すごい凝こりだしたんだよな。自分も子供の頃、やってみたけど失敗したから、そうしないようにする』とか言って）

　思い出してクスリと笑う。

　どうやら、里武の父が凝っただけあって、中身は全て無事だった。

　小学生十人……いや、キカルも入れれば十一人か……が埋めたものは、懐なつかしい輝かがやきを持って里武を出で迎むかえた。

　当時流行はやっていたゲームのソフト、手帳。カードゲームのデッキ。小さなおもちゃ。

　それぞれに名前を書いてある。

　キカルのも、あった。

　魔法少女のカード。当時集めていたモノだろう。

　里武は、箱に入った、当時お気に入りだったロボットの食しよく玩がん。

　封を開けると、色々あちこち角のこすれたロボットが滑すべり出てきた。

　一緒に、折り曲げられた紙も。

「……？」

　取り出してみて、思い出す。

　確か父親に「未来の自分に手紙を出すといいぞ」と言われて書いたものの、いざその日になると、誰だれもそんなものは持って来てなくて、気き恥はずかしくなって食玩の箱の中に折りたたんで突っ込んだのだ。

　広げてみる。

〈みらいのぼくへ。おきにいりのダイガオーと、てがみをおくります〉

　たどたどしい鉛えん筆ぴつ書きの文字。そうだった、まだこの頃はパソコンを使わせて貰もらえず、当然プリントアウトした手紙なんて夢のまた夢だった。

〈じゅうねんごだと、ぼくはもうじゅうななさい、こうこうせいのおにいさんですね。げんきですか？　おとうさんとおかあさんとなかよくしてますか？　おばあちゃんはげんきですか？〉

　その一行を読んだ途と端たん、懐かしさが胸に溢あふれた。

　十年前、まだ祖母が生きていた頃でもある。

　翌年に亡なくなったのだ。

　そして、これを必死になって書いていた、あの夏の夜のことを思い出す。

　やって来る台風の前まえ触ぶれである強風が起こした停電で、生まれて初めて嗅かぐ蚊か取とり線せん香こうの匂においの中、懐かい中ちゆう電灯の明かりの下で、一いつ生しよう懸けん命めい書いていた。

　書き終わった後、母親に見つかって「目が悪くなる」と怒おこられた。

〈…………みんなとなかよくしてますか？　なかたのゆうくん、しょうごくん、しんじろうくん、なつちゃん、まさとくん、つよしくん、はまかわのゆうくん、てるみちゃん……〉

　やがて、里武の顔がこわばった。

「……やっぱり……」

　と言い終える前に、机の上に置いた携けい帯たい電話が鳴った。

　非通知。

　里武は三秒ほど考え、受信アイコンを押した。
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『鷹たか斗と里武だな？』

　声に聞き覚えがあった。

「やっぱりこっちの世界にも実在したんだ、キカルの愛の奴ど隷れい」

『な、なにを言うか、この阿あ呆ほう！』

「だってそう名乗ったじゃ無い」

『ちゃんとその後に【サキ】と告げただろうが！』

「…………そうだっけ？」

　きょとんと里武は考え込んだ。

　どうにもそっちのインパクトが大きすぎて、他の名乗り部分を綺き麗れいさっぱり覚えてない。

　やはりあれは「自分の夢」ではないからだろうか。

『しかし、その様子だと、どうやらキカルが自分の幼なじみでは無いことに気づいたようだな？』

「……まあね。手紙に名前が無い」

　里武は食玩の箱の中から手紙を引っ張り出した。

　その手紙には、十年後の自分は一緒にタイムカプセルを埋めた友だちと、今でも仲良くしてますか？　と全員の名前を挙げて　問うている。

　今朝、キカルに言われるまで顔は覚えていても名前をすっかり忘れていた、中なか田たさんちの祐ゆう君も、濱はま川かわさんちの照美ちゃんも名前がちゃんとある。

　ひとりだけ、無かった。

　だから、何度も読み返した。

　十年前の、自分の手紙に、キカルの名は、無かった。




　自分に「銀三百キカル」などという幼なじみは存在しないことに、その瞬間、気づいた。




『キカル抜ぬきで貴様に話がある。そっちにいくぞ』

　答えを聞かないまま、窓の外、ベランダにふわりと人ひと影かげが降り立った。

　夢で見たままの、腰こしに刀を吊つるした、ポニーテイルの冬服セーラー服少女。

　背中に大きな中華鍋と背はい嚢のうを背負っているところが違う。

　ベランダに通じるアルミサッシを開けると、背嚢をベランダに下ろし、靴くつを脱ぬいでそろえてから、少女は両りよう膝ひざをついて「お邪じや魔まする」と深々と頭をさげた。

　意外に礼れい儀ぎ正ただしい。

「しかし、よく気づいたな。多少の書類関係の齟そ齬ごは、脳が勝手に補正するように術をかけたつもりだったが」

　顔をあげて、正座したままサキが言った。

　里武は一瞬、自分も床ゆかに正座するべきかと腰を浮かしたが、機先を制したサキに「そのままでいい」と言われたことで何となくタイミングを逸いつして、そのまま勉強机の椅い子すに座ったまま話を続けることにした。

「今朝方見た、夢のインパクトがひどすぎたからじゃないかな？　…………その前後からも色々齟齬は感じてたけど」

「たとえば？」

「昨日の夜、今朝の食事の仕込みをした後、秋あき山やまさんちのまどかちゃん、って名前を思い出したとき、妙な気分になってさ、すぐにそれはキカルの間違いで、まどかちゃんははす向かいだ、と思い直したんだけど、どこか引っかかってた。

　決定打になったのは、今朝の、タイムカプセルのことを話したときの反応かな。

　これまで、一切その話とか振ってなかったのに、まるで覚えてる資料をまくし立ててるような気配があったんだ。

　それと……中田祐ゆう太た朗ろうと、濱川雄ゆう一いち郎ろうを、どっちも『ゆうくん』って呼んでたの、僕だけだったんだよね。僕とそのふたりだけ、幼よう稚ち園えんの頃からの友だちで、先生がそう呼んでたのを真似まねしてたから」

　そう告げると、能面のような無表情をたたえていたサキの片眉が軽く上がった。

「前者は気のせいですむが、後者は資料ではフォローしきれない子供同士の会話か。だが、今朝の夢の記き憶おくを覚えているとは……やはりお前は『サリガミ』だな」

　サキはため息をついた。

「キカルも無む駄だなことをする」

「でも、あの箱、どうやって中身に細工したの？」

「上からでは無く、横から穴を掘って、箱を回収して、中にキカルのモノ、ということでカードを入れた」

「横？」

「向かいの家が水道工事をしていただろう？」

　つまり、それに偽ぎ装そうして横穴を掘ったらしい。

「なんとまあ……」

　里武はそのあまりの大がかりさに暫しばらく呆あつ気けにとられていたが、とりあえず目の前にある疑問の解決に再び意識を振り向けた。

「ところで、僕が『サリガミ』って……どういうこと？」

「正確に言えば現状では『サリガミ』の資格保有者だ。断っておくが大変珍めずらしい……下手をすると数百年、世に現れないこともあるそうだ」

「なんで僕だと分かるの？」

「『サリガミ』の候補者は夢を見ない……常に明めい晰せき夢だ。

　多くの場合、明晰夢を見る人間は脳の構造がそうなっているだけだが、『サリガミ』の候補者はそれ以外にも理由がある」

「？」

「思い出せる記憶の容量が桁けた違ちがいなのだ……普ふ通つうの人間が三割ぐらいだとしたら九割を軽く超こえる、そして本当の『サリガミ』候補は世界の記憶と直結している。『サリガミ』となれば無限の情報量を操あやつることも可能だ。だから、普通の夢を見ない」

「は？　えーとそれって何？」

「遺伝子に刻まれてる人類の全記憶の端たん末まつ、それがサリガミ候補者の正体だ。

　お前はその数少ないひとり、ということになるな。端末から操作する側になればもう完全なサリガミだ」

「ひとりだけ？」

「記録では常に、候補者や偽者はともかく、真の『サリガミ』はひとりだ」

「……」

　ありがたいのか、災難なのか分からない。

「……ところで、サリガミって？」

「去来ノ神、と書いて『サリガミ』だ。神がまだネ申す、の字を与あたえられず、善悪も無く、ただ力だけの存在、『カミ』として居たころからの古い『カミ』だ。巨きよ大だいな力を持ち、無限の能力を持つ。それ故に夢のカミでもある」

「夢の神、ねえ……」

　里武が首を傾かしげると、サキは無知なものを見る冷たいまなざしで里武を射た。

「夢は無限にして、人の人生の三分の一を過ごす場所だぞ？　事実、芸術や数学、物理学の分野で『夢のお告げ』でできたものはここ百年だけでも三〇〇以上はある。

　夢によって人は力を得ることもあれば、失うこともある。

　それゆえの夢の守り神だ……正確に言えば夢…………言い方を変えれば次元の違う情報体と化して封じたもろもろの『カミ』と、それに付ふ随ずいする『影かげ』を管理する神だな」

「じゃあキカルや君は？」

「キカルは『サリガミ』の『杖つえ』。私は『杖』を支えるものだ……まあ、今風に言えば、キカルは『サリガミ』の助手、私はその助手と『サリガミ』を現実世界でバックアップする組織の一員、というところだ」

　だが、とサキは困った顔で続けた。

「キカルは、過去に色々あって、お前を新しい『サリガミ』にしたくない……正確には完全な『サリガミ』にしたくない。

　はっきり言えば無駄な話だ…………すでに異イ怒ヌをあの籠こ手てを着けてぶん殴なぐったお前は十分に『サリガミ』の道を歩き始めてる」

　キカルは先代が『消えて』から、次の人間を『サリガミ』にすることは最初から反対だった……『サリガミ』は強力すぎる故に、『現実うつしよから去る』ことが力の条件だからだ」

「つまり死ぬってこと？」

「もちろんだ……それだけではなく、神かみ世よの昔と違って大きすぎる力を振るうことが可能な個体は、この世界には定住できない。

　だが、定住せねばならない……となればひずみは『この世の記憶と記録』に現出する。

　振るう力が増大すればするほど、友人から忘れられ、親から忘れられ、世間から忘れられ……やがては紙に書いた記録からも忘れ去られる……石に刻んでも同じだ。世界が君を忘れる。覚えているのは私とキカルだけ」

　故に「去サ来リ神ガミ」だ、とサキは言った。この世から去ることを前提に力を振るう神だと。

「そうして生きて、肉体と個性があるだけで、この世に居る一種の幽ゆう霊れいとなる。

　いつか、限界が来て肉体を失って消えてしまえば、残されるのは『サリガミ』の呼こ称しようとキカルだけだ。私はこの姿で固定だが、寿じゆ命みようが来れば急速に老いて死ぬ」

「限界？」

「サリガミもキカルもまた、世界の法則に縛しばられる。場合によっては死ぬ事もある。存在は永遠だが、器うつわである肉体のほうはそうでもない。長生きして二百年、早いものだと五年で激戦の中に死んだという記録もある…………ちなみにお前の先代は百五十年」

「……なるほど、キカルが反対する訳か」

「避さける方法はある。サリガミが必要とされるのはあるものを封じるためだ。それが解放されて一年二ヶか月げつ以内……まあ、今からだと一年一ヶ月弱だが……に全てを完全に封ふう印いんしてしまえば、サリガミの力はお前から去る…………だが、そうなると大急ぎで全てをやるわけだからじっくり敵を研究したり相手の自じ滅めつを待つ方法は無い。相手が一年二ヶ月以上逃にげ回まわれば、お前はサリガミのままだ。

　だから、キカルは悪いと知りつつも、お前の記憶を操作して、幼なじみに化けた。

　そうしてお前の周囲に漂ただよう『余乗な夢の情報』とお前との関係の『記憶』を核かくにして武器を作りあげ、『サリガミ』抜きで事件を解決しようとしている。

　これならお前がサリガミになる可能性は低い。うまく行けば能力を発動させず、タダの人として人生を終えられる。

　だが、『サリガミ』のいない『鬼キ駆カル』はやはり敵に対して圧あつ倒とう的てきに不利だ」

「敵って……あの異イ怒ヌ？」

　それは「あるもの」と同一だろうと思いながら里武が問うと、

「ほう、名前を聞いていたのか」

　感心したようにサキの片眉が上がった。

「その通り、裏うら十じゆう二に支しとも言い、夢の塊かたまりだ」

「夢？　あれが？」

「悪夢淫夢も夢のうち、と言ってな。夢は楽しい物ばかりでは無い。

　人の心には光があるから影がある。故に影を消すことは出来ない。分散し、散らし、封印し続けた……だが、その鍵かぎが破られ奴らが外に出た」

「実害は？」

「ささやかな物だ。小さければ数十人、大きくても一国の歴史がちょっと書かき換かわる程度の人命が失われる程度で、人類が滅ほろんだりはしない」

「…………それは十分大変なことだと思うけど」

　里武の突っ込みを無視してサキは続ける。

「夢は記憶の一部であり、情報だ。裏うら十じゆう二に支しはそれを食うことで、夢を見ていた人の頭の中身も食い尽つくす……そうすると、喰くらうだけの裏うら十じゆう二に支しが、夢見るだけの人間と融ゆう合ごうする。よく世間で言われる『この世のものでは無い思考を持った犯罪者』とはまさにそれだ…………大量殺人犯とも言うし、場合によっては政治犯にも、テロリストにもなる。

　存在するだけで世界を歪ゆがめる。

　裏十二支やつらは肉体が滅ぶと次々に新しい身体に移っていく。

　今は傷ついてその能力は使えないが、奴らはそうすることで増ぞう殖しよくしていく。

　裏うら十じゆう二に支しと一体化した人間は世界に破は滅めつと混乱をもたらすことを目標とする。

　夢を食われるということは、情報を失うだけでは無く、それによって構築された感情も常識も全て失うということだ。

　本能だけで動けば禍わざわいしか招かないのが人間社会というもの……つまり、やつらを野放しにしておけばそれが無限に連れん鎖さする」

　だから封じておかねばならないのだ、とサキは言った。

「滅ぼせばいいんじゃないの？」

「そいつは無理だ。さっきも言ったろう？　悪夢淫夢も夢のうち、と。

　人が生きている限り、善行をなす限り、その影としての悪行や乱行はついて回る。

　影を無くせば光も光たり得ず……だから、完全に消しよう滅めつさせても、またどこかに現れる。それを探す間に好き放題されるよりは、集中管理する方が楽なのだ。とりあえず十二の個体に分けて、そして封印管理する……それを我々は繰くり返してきた」

「……はあ」

　分かったような、分からない様な理り屈くつである。

「で、僕ぼくは具体的にどうすればいいの？」

「夢の中へ征いけ。

　キカルを助け、あの異イ怒ヌ共を殺せ、刻め。

　完かん膚ぷ無なきまでに、生きてきたことを後こう悔かいさせ、泣なき叫さけばせながら爪つま先さきを使い、プチプチと奴らの獣じゆう毛もうの端はしから踏ふみつぶし、ねじり、最後に『殺してくれ』と叫ぶようになったらにっこり笑って「そうしよう」と手をさしのべ、一気に喉のどを掻かき切れ。

　なに、大だい丈じよう夫ぶだ。お前はサリガミとしてすでに第一段階を終えている……この前、腕うでにデカイ籠手を填はめて異イ怒ヌを一度ぶん殴っただろう？　あれを徹てつ底ていしてしまえばいいのだ。動かなくなっても暫くぶん殴ってくれれば、それでもう奴らは動けなくなる」

「……」

　過激な冗じよう談だんだと思いたかったが、どうやら完全に本気らしい。

　サキという少女の目は、相変わらず鋭するどかった。

「なに、大丈夫だ、奴らは生物では無い。一分間に六千回刻んでも、ほんの百年、動きを止める程度の事だ。君は罪悪感に捕とらわれないし、罪にも問われない。キカルが無事ならばそれでよい」

（ああ、これって……）

　ようやく里武はサキを理解した。

（この子、正々堂々としてるけど、ヤンデレだ）

　だとすると懸け念ねんも出てくる。

「……こういう場合、そんなことを気軽に進める相手は、何か隠してて、最後は裏切って背中から刺して全員仲良く破滅なのよーとか言って高笑い、っての、よくドラマや漫まん画がで見るけど？」

「……随ずい分ぶんと殺さつ伐ばつとしたモノばかり視し聴ちようしてるんだな」

　ひょいとサツキは肩をすくめた。

「疑いたければ疑っても構わん。だが、何もしなければまた次の夢で、そうでなければいつかの夢で、お前は異イ怒ヌにかみ殺されるだろう。

　そうすれば悪夢も終わるが、お前の人生がその場合安あん泰たいだ、という保証は出来かねる…………つまりそれは、キカルがこの世に居ないということとイコールだ。奴を逃のがれても私が許さん」

　そして、にやりと笑った。

　……同年代だろうと思うが、そう結論するのが少々憚はばかられるほど、それは黒くておっかない笑い顔だった。

「つまり選せん択たく肢しはない。今すぐ、私と一いつ緒しよにキカルを助けに行くか、ここで私の刀のサビになるか」

　言いながら、完全に自然な動きで、腰の刀に手をやりつつ、サキの片かた膝ひざが立てられた。

　その彼方かなた、ほっそりと引ひき締しまった白い脚、短いスカートの奥おく、ふんだんにフリルが使われた白い三角の布が見えたが、それに注目する余よ裕ゆうを里武に与えないほどの殺気が吹き付ける。

「損をするのは僕ばかり、ってこと？」

　かろうじての皮肉を言いながら、里武は白い布地と殺気、両方から視線を逸らそうとした。

「そうでもない」

　ひゅん、という風切り音は、一いつ瞬しゆん遅れて響ひびく。

　真しん一いちが持っている模造刀とは違ちがい、薄うすく、研とぎ澄すまされた刃やいばの先せん端たんが、里武の首筋に触れるか、触れないかの微び妙みような位置に、ぴたりと停とまっていた。

「まず、命が助かる。お前が望むなら、私のこの１６５センチ40キロ、上から92のＦ、65、89の肉体と処女をセットでくれてやろう。コンビニどころか専門書店でもなかなか買えない本のようなことをしてもかまわんぞ……ただし、キカルに手を出せば殺す。

　運が良ければ一年で引退できて、サリガミにならずにすむ。その場合は報ほう酬しゆうをくれてやろう。現金で一億ほどな」
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　軽くカーブを描えがく刀身に、くねるように彫ちよう刻こくされた龍りゆうは竜りん胆どうの花を咥くわえている。

　その遥はるか彼方、刀の持ち主である少女のポニーテイルはかすかに揺ゆれもしていない。

　おそらく、どう逃げても次の一いち撃げきで、自分の身体が真っ二つになることを、里武は確信した。

　どうやら、イエスかノーかではなく、ＯＫかイエスか、そういうことらしい。

（これで、両方とも僕を騙だましてるんだったら……？）

　我ながら、用心深くて黒い思考が巡めぐり始めていた。

　考える。

（疑うとしたらどこからだ？）

　自分に偽にせの幼なじみを作ったところか、それとも、「サリガミ」の話か、「裏うら十じゆう二に支し」とかの話か。

　疑わしいとすれば皆みな疑わしい。

　全すべて実は存在しなくて、自分を何らかの都合で殺すための下準備という可能性もある。

（そういえばこの前、そうやってオタクな主人公を散々騙して、モテモテのいい気分にしたところで殺す、ってウェブドラマがあったような……）

　だとしたら夢の中にまで介かい入にゆうしてくることが分からない。

　そして今朝見たあの「夢らしい夢」の理屈も。

　第一、サキは自分の部屋に入るためにどこから来た？

　ベランダだ。

　二階である。

　下からではなく、降ふってきた。

　ロープなんか無かったし、ワイヤーで身体を吊つっているならそれなりに大がかりな装置があるはずだ。

　そもそも、記憶を操作することの出来る装置なり術なりを、里武のような平へい々へい凡ぼん々ぼんとした人間に使って何か仕し掛かけるとして、頭を下げたり、説得したりする必要性は？

（……無いよな、普通）

　驚おどろいたことに、サキの言うことが事実だとすれば、全て納得がいく。

　キカルもサツキも夢の中に巣くう化け物退治をする人間だと言うこと、自分が「サリガミ」と呼ばれる特とく殊しゆ能力者らしいということ。

　そして夢の中に巣くう化け物……裏うら十じゆう二に支しと呼ばれるやつのひとり（だか一体だか）が本当にこの辺をうろついている。

（『オッカムの剃刀かみそり』か）

　十四世紀の哲てつ学がく者しやであり神学者、オッカムが提唱した、同じ事の説明が複数ある場合、よりシンプルな方が真実である、という考え方。

最近読んだウェブの記事解説にあった言葉だ。

　だとしたら、「サリガミ」になるということは、結構……いや、かなりおっかないことと両天秤。

　突つき放はなした方がいい。

　自分の中にある一番理性的……頭のいい自分がそうささやく。

〈ひとりで出来るから、そのために自分の記憶を操作して、「幼なじみごっこ」を仕掛けてきたんだろう？〉

〈ならやらせてしまった方がいい。こいつだって脅しだ、本当に殺すもんか〉

〈第一、夢の中？　どうやって勝敗を決める？〉

〈何が出来る？　僕に？〉

　思い起こすのは夢の中での出来事。

　腕に装着されたゴツイ籠手ガントレツト。

　ぶん殴ると冗談みたいにはじけ飛んだ巨大な獣けもの。

〈あの籠手ガントレツトだって、偶ぐう然ぜんかもしれない。いや、きっと偶然だ〉

　理性は辛しん抱ぼう強づよく、しかし素す早ばやく里武を説得する。

〈僕じゃなくてもいいかもしれない〉

〈いや、僕じゃなくていいに決まってる〉

〈だから、今からでもいい、断言しろ〉

『いや、なんでもない。とにかくでて行って。君らとは関かかわりたくない』

〈ほら、口にすればほんの二秒ぐらい〉

〈それで永遠におさらばだ。

　記憶操作ができるなら「このこと自体を忘れさせろ」って言えばいい。

　いや、それはだめだ。

　その際に記憶を相手の都合のいいように……〉

（…………）

　ひょっとしたら、自分を「サリガミ」にするための「仕掛け」なんじゃなかろうか。

　それもまた「オッカムの剃刀」的思考で言えば正しい可能性が高い。

　脅おどし、すかして、涙なみだと人情に訴うつたえる。

（厄やつ介かいだなぁ……）

　こういう事態は初めてだ。しかも、おそらくそうそう考えている時間は無い。

　そして、追おい詰つめられているのは自分も、相手も同じだと気づく。

「…………キカル、ひょっとして危ないの？」

「キカルは、これから一人で裏うら十じゆう二に支しの一体、異イ怒ヌとの戦いに赴おもむこうとしている。

　今回は勝てるかも知れない、二回目も。だが、確定では無いし、先代サリガミに傷を負わされてない裏うら十じゆう二に支しが相手なら倒たおされるだろう、残念ながら、私のバックアップもそこまでは及およばない。

　本来『鬼キ駆カル』は常に『サリガミ』を補ほ佐さするモノで、メインではないのだ。夢の中で殺されれば、キカルは『消え』る……おそらく数年以内に次の『鬼キ駆カル』が見つかるだろうが、それは今、我々の知るキカルでは無い。別物だ。

　そんな奴やつのために、頭など下げぬ。私は今の、あのキカルが好きなのだ、愛してる。だから、お前に頼む」

　僅わずかに、サキの声が湿しめったように聞こえたのは、気のせいかも知れない。

　底に私心の欠片かけらも無い。キカルへの「愛」だけの、正々堂々としたヤンデレの本音があった。

　次の言葉は、それまで通りの冷れい徹てつな響きで里武の耳を打った。

「私が五つ数える内に選せん択たくしろ、鷹斗里武」

　里武は息を吸い込むと、真まっ直すぐにサキの目を見た。

「五つ数える必要は無いよ、連れて行って」

　ほう、とサキの目が僅かに見開かれた。

「偽にせ者ものでも、記憶をいじった結果でも、僕の幼なじみだ、助けに行く…………ただし、一年以内に終わらせる」

　熟考した、というには短い時間だったが、直感通りに里武は口にした。

　口にして、自分が似合わないぐらい恰かつ好こういいことを言ったことに気づいて、驚く。

（でもまあ、『オッカムの剃刀』が正しいのなら、単純明快な答えこそ真実……だよな）

　頭の中のもやもやにそういう結論をつけてみる。

「私は、お前を騙しているかも知れないぞ？　先ほどお前が言ったように、キカルのためにお前を殺して高笑い、という可能性もあるが？」

「その時には、命がけで君を殴る……どのみち、時間は無いんだろう？　色んな意味で」

「…………ふむ」

　顎あごに手を当て、サキは感心したように頷うなずいた。

「よかろう、命がけで私を殴る、というところが気に入った」

　するりと刀が鞘さやに収まる。

　映画やテレビと違って、音は殆ほとんどしなかった。

「靴と武器を持ってついてこい、鷹斗里武」
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　予定通り、キカルは行動していた。

　裏うら十じゆう二に支しは現実において、夢の場所を提供する「庭」と「庭」が目覚めている間の休きゆう憩けい所じよとして、あるいは現世にいるキカルたちに対し、直接行動が可能な「傀儡くぐつ」と呼ばれる二通りの役割を必要とする。

　それは時にひとりの人間に背せ負おわされることもあれば、複数に分散（この場合は人間とは限らないのが厄介だが）することもある。

　今回は後者だった。

　キカルは「庭」のほうよりも最初は、異イ怒ヌの直接取とり憑ついた相手、すなわち「傀儡」を捕ほ獲かくして……と考えた。

　夢では驚きよう異い的てきな能力を持つ裏うら十じゆう二に支しも、現実世界では人ひとりの肉体を操るのがせいぜいだ……その間に封ふうじてしまえば、とキカルは考えていた。

　幸いもう、日は暮れている。

　時間も午後七時。一いつ般ぱん家庭は夕食の準備で忙いそがしい。

　里武の警護をサキに任せ、キカルは「傀儡」の家に来た。

　いつもの驚異的な跳ちよう躍やく力りよくで屋上まで移動する。

　ローラーブレードを外してデイパックに放ほうり込み、コンバットブーツに履はき替かえた。

　相手の住む部屋は最上階のすぐ下。

　ひょい、とベランダめがけて飛び降りる。

　音も無く着地する。

　最上階の部屋にはありがちだが、サッシに鍵はかかっていない。

　そのままゆっくりと中に入る。

　部屋に明かりはついてないが、人の気配は微かすかにした。

　裏うら十じゆう二に支しに取り憑かれると、特定の感情が暴走しやすくなる他に、まず、睡すい眠みん時間が増える。

　それは加速度的に増えていき、最後は眠ねむったまま目覚めない状じよう況きようになる。

　キカルがこちらを「傀儡」と見たのは、昨日の夜中、近くのコンビニでこの部屋の主を見たという証言と、監かん視しカメラの映像を得たからだ。

　もうひとりの候補者は、すでに目覚めず、心配した両親が入院させているのを確かく認にんしている…………こちらが「庭」なのは明白だった。

　金持ちならではの放任主義…………というより、息子むすこの生み出す将来の名声の予想に目がくらんでいるのか、高校生にしてはやたら広く、ジムのようにトレーニングマシンが並んだ中を、キカルは影のように進む。

　寝しん室しつに足を踏み入いれた瞬しゆん間かん、天てん井じようから当人が降ってきた。

　両手両足の指先の力だけで、天井に張り付いていた、と気づくよりも早く、両手に握にぎりしめられた包丁を、キカルは腰の後ろに刺さしていた二本のナイフで受け止めていた。

　天井からの落下の勢いと、野球部のエースとして鍛きたえ上あげた筋肉は、体重にして半分ほどのキカルを易やす々やすとはじき飛ばした。

　咆ほう吼こうに近い怒ど号ごうが、部屋の中を震ふるわせた。

　意味を成さない言葉を喚わめき散らしながら、野球部のエース、上條月彦は真っ赤に充じゆう血けつした目と、薄うす汚よごれた顔、セットもされないざんばらな髪かみを振ふり乱みだして襲おそってくる。

　キカルは壁かべに叩たたきつけられる寸前、そこを蹴けり飛とばすようにして、逆に天井にナイフを突き立たて、支点にしてさらに半回転、相手の背後に回り込もうとするが、着地の瞬間、反転した男の両手に握られた包丁が横よこ殴なぐりに連続する。

　再び、言語として意味を成さない叫び。

　暗い部屋に連続して火花が散った。

　安物の包丁が、刃の途と中ちゆうから一本は折れて壁に突き刺さり、一本は切断されてフローリングの床に刺さる。

　横殴りにナイフで包丁を切断したまま、キカルの肘ひじが、相手の…………上條月彦のみぞおちにめり込んでいた。

　相手を吹ふき飛ばすためではなく、確実に「仕留める」ための一撃。

　果たして、月彦の目がぐるりと反転し、白目になった。

　ゆっくりと仰あお向むけに倒れる。

「わわわ！　危ないっ」

　慌あわてて腕を掴つかんで頭を強打することは避けられたが、月彦は足を滑すべらせ、派手な尻しり餅もちをついた。

　金のかかったフローリングの床は軋きしみもしない。

「あー、あぶなー」

　ため息をついて、ゆっくりと気絶した野球部のエースを仰向けに寝ねかせ直すと、キカルは腰の後ろの鞘にナイフを戻もどし、首の脈に触ふれ、月彦の息を確かめた。

「鍛え上げてる人って、こういう時は厄介だナー。身体能力高くなりすぎ」

　ため息をついて、キカルは背中に手を回し、デイパックの中から手て錠じようを取り出して、月彦をひっくり返そうと脚の位置を動かした。
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　最初に叫んだ言葉は「うわあ」だったのか、それとももっと情けないものだったのか。

　とにかく、三回目からはさすがに悲鳴を上げる余裕すら無くなって、里武はサキにしがみつくほかは無かった。

　玄げん関かんから取ってきた靴をベランダで履き、サキの差し出した武器――驚いたことにアルミスライドのガス式ＢＢガンだった――をホルスターごと腰のベルトに装着すると、

「よし、ではいくぞ」

　のひと言のあと、腰の後ろに刀を回したサキに、いきなり抱だき寄よせられた。

　抱き寄せたのは左ひだり腕うでだったので、キカルとは比べものにならない豊かな胸が、圧倒的質量で里武の右の二にの腕を包つつみかねない柔やわらかさで触れてきた。

　が、それにドギマギする余裕なんか、なかった。

　次に里武が気づいたとき、二人の身体はすでに電柱の先端よりも高い場所に浮うかんでいたのだ。

　地に足がつかない、という心細さと不安定さを、里武は生まれて初めて経験した。

　最初に叫んだのは多分、そのときだ。

　サキの首に両りよう腕うでですがりつくという無様な恰好をしたのはかろうじて覚えている。

　落下が始まると、それどころではなくなった。

　だが、まるで重力なんか無かったかのように、サキは里武を抱きかかえたまま、ふわりと落下すると、電柱の頭を蹴って、また飛んだ。

　十何回か繰り返かえすと、さすがに悲鳴も枯かれてくる。

　そうなってみると、冷静になった。

　月は高く上がりはじめる中、周囲の夜景を眺ながめる。

　着地しても、重力を感じることもなく、まるで何か、見えないワイヤーで吊られているかのように、軽々とサキは里武を抱かかえて飛ぶ。

　何とも妙みような気分だった。

　夢の中に出入りできる、という話もこうなると本当なんだろうと納なつ得とくする。

「そろそろつくぞ、着地の準備をしろ」

　サキの冷たい声に、ようやく里武は我に返った。

　一瞬だけ、「サリガミになるなんて言わなければ良かった」という後悔がよぎったが、もう帰るわけにも行かない。

　そもそも、ここがどこだか分からない。

　やたら高そうなマンションの屋上ちかくの一室、そのベランダにサキは降り立った。

　その瞬間、これまでとは違い、一気に重力が里武の身体を下に押おしつけた。

　危あやうくそのまま突っ伏ぷしそうになる。

「わっ！」

　サッシが閉まっていたら、そのまま頭からガラスに突っ込むところだが、かろうじて両手を前に出し、フローリングの床に二回ほど転がる程度で済んだ。

「いくぞ、鷹斗里武」

　大丈夫か、とも言わず、サキは刀の鯉こい口ぐちを切りながら部屋を横切り、ドアを開けて飛び出した。

　里武も必死にその後を追う。

「風は疾る、遊幻なるも……」

　切せつ羽ぱ詰つまったキカルの声が、廊ろう下かに出た瞬間に聞こえた。




☆




　鷹斗里武とサキが到とう着ちやくする数十秒前。

「これで後はこの人の夢に潜もぐって……」

　水音が鳴る。

「え？」

　足あし下もとを見る。

　いつの間にか、床ゆかの上には一センチほど、黒い水が溜たまっていた。

　いや、一瞬前までは無かった筈はずだ。

「！」

　キカルが後ろへ大きく飛ぶ。

　靴くつ底ぞこが水面を離はなれる。

　水面がキカルを追った。

　空中で、キカルの足首を捕らえる。

　キカルの腰こしの後ろからナイフが飛んだ。

　水面から伸のびた水の触しよく手しゆを断たち切きる。

　そのナイフが別の水面の触手に搦からめ捕とられた。

　投げたキカルの手首も。

「風は疾る、遊幻なるも……」

　咄とつ嗟さに呪じゆ文もんを唱えようとしたキカルの口元を、首を、胸むな元もとを、腰を、太ふと腿ももを、さらに水で出来た触手が覆おおい尽くすと、彼かの女じよを床へ引きずり込む。

　ドアが開いてサキと里武が飛び込んで来たのはその時だ。

「キカル！」

　飛び込みざま、叫びながら抜ぬいた刀が、銀色の閃せん光こうとなってサキの手からほとばしる。

　飛沫しぶきすら上げず、サキの目の前に立ち上がった水の壁が斬きり裂さかれたが、そのためにサキの一撃はキカルを捕らえた水の触手に及ばなかった。

　一センチの厚みしか無かった筈の水面は、次の一瞬で、キカルも、「傀儡」として現世に置かねばならないはずの月彦もするりと呑のみ込み、大きな波は紋もんを部屋一いつ杯ぱいに広げると、そのまま一カ所に集まり、床に吸い込まれるように消えた。

「くそ、『呑まれ』た！」

　最後に黒い水が吸い込まれた一点、その床に刀を突き刺し、サキは歯の隙すき間まから絞しぼり出すような声をあげた。

　きっ、と里武を睨にらみ付つけるようにして叫んだ。

「行くぞ鷹斗里武、このままではキカルが嬲なぶり殺しにされる！」







第六章・それはまるで勝負のようで







☆




「行くぞ鷹たか斗と里り武む、このままではキカルが嬲り殺ごろしにされる！」

　言いながら、サキは刀を引き抜いた。

「後ろに下がれ」

　言われるままに退いて部屋の外に出ると、サキは左足の爪先を、先ほどまで刀の突き立っていた場所……部屋の真ん中に押し当あてるようにし、大きく反り返るように、切っ先を腰の後ろに当てるようにして刀を振りかぶる。

　気合いも何も無く、くるりとサキは一回転した。

　いつの間にか刀は右側に切り下げた形で保持している。

　そのまま、鞘に音も無く収めた。

　サキがコンバットブーツを履いた左足で床をどん、と踏むと、薄く、細いものが床からずれた。

「え？」

　一筆書きのような切りくず。その下には白い、ニスの下に隠かくれた木の目地が出ていた。

　部屋一杯に、いつの間にか二に重じゆうの円と、それに重なる六芒星ヘキサグラムが描かれている。

　サキが、あの一瞬で床ゆか板いたの表面を薄く細く、切り取ったのだ。

　唖あ然ぜんとしている里武をよそに、サキは芸術とでもいうべき、その床一面、完全な一筆書き状態で切り取られた床板の切りくずを蹴り飛ばし、左手の人差し指と中指を立てた拳こぶし（剣指）を細い顎に当てて俯うつむいた。

「私の後ろに立て…………このまま追うぞ」

　目を閉じたまま言う。

「え？　あ、はい」

　慌てて里武が従うと、ポニーテイルの少女は剣けん指しを素早く升ます目めを切るように上下左右に動かした。

　ひゅう、と風が渦うずを巻き、里武の頬ほおを撫なでた。

「え？」

　ぼうっと足下が光る中、渦うず巻まく光は激しくなっていく。

　その全ての中心はサキだ。

　少女は左手を刀に添そえ、右手で印を切り続ける。

「風よ疾れ、夢と現世うつつの申し子、サキがサリガミの右みぎ腕うで、キカルに代わり命じる、刻まれし扉とびらよ、開け！」

　風がいっそう激しくなった。

　床の明かりも強くなる。

　呆ぼう然ぜんとしている里武は、少女のボックスプリーツスカートの裾すそが激しい風に持ち上がるのを見て慌てて顔を手で覆った。

　一瞬だけ、引き締まったヒップを包む白い布を見た気がしたが、何とか目を閉じて脳から消去しようとする…………間に、床が消え去ったように思えて、下を見た。

　黒い穴の中に、すでに里武は放り出だされていた。

　落下でも、上じよう昇しようでもない。

　いきなり天地も左右も無くなった。

　慌てて前のめりになる。

　右みぎ肩かたの上に重力が発生する。

　いつの間にか上下左右が出来ていた。

「！」

　思わず身体を丸めて、ごろりと無様に転がった。

　硬い地面、アスファルト。周囲には電柱があり、塀へいがあり、建物があり、空があった。

　夕暮れの薄うす赤あかい空。

　奇き妙みような違い和わ感かん。

　生身で「夢」の中に居るという事実が、文字通り「肌はだ身み」で感じる。

　気配が違う、見える風景が違う。

　雑誌記事に載のっているアイテムや場所を、実際に目にしたときに感じる「生」の情報量の格差を、里武は理解した。

「…………」、

　周囲を見回すと、上下左右が分からなくなるほどの暗黒は無く、そして、サキは平然と立っている。

「鷹斗里武、まずやるべき事は我々がいるこの夢の中でキカルの安全を確保することだ。『傀儡』と異イ怒ヌは今回は放置しても構わない。最悪の場合は『庭』を見つけ出して目を覚まさせろ」

　初めて聞く「傀儡」だの「庭」だのの特殊用語が飛び出してきたが、その意味はするりと頭の中に流れ込んできた。

「庭」は異イ怒ヌが犠ぎ牲せい者しや（この場合はキカルと里武）を引きずり込んで捕ほ食しよくするための場所を提供させられている人物、『傀儡』は現実世界で異イ怒ヌの手足となったり、隠れ家がになったりする肉体の保有者だ。

「庭」は異イ怒ヌにとって都合のいい夢を見続けさせられるだけで何もしない（それ以外出来ない）、「傀儡」は逆にその夢や記き憶おく、感情を夢の中における武器弾だん薬やくに変へん換かんさせられる存在で、こちらが中ボスというところか。

「これ……どういうこと？　単語の意味が流れ込んでくるんだけど」

「生身で夢に入れるというのはこういう情報の共有がしやすくなる、ということだ……夢の中では我々は異物だからな。だが、それだけに負ふ荷かもかかる……急げ、私がここに居られるのは現実世界では五分だ」

「え？」

　一いつ瞬しゆん驚おどろくが、すぐにサキが落ち着いている理由が分かる。

　夢の中では、僅か数時間の間に百年が経過する。

　時間の進行はその中で起こる出来事に比例して遅おそくなる。

　何も無ければ遅く、何か激しい出来事が起これば早くなる。

　夢の中では時間すら体感速度に準じるのだ。

（邯かん鄲たんの夢）

　古文の授業で習った言葉を思い出す。

　粟あわが煮にえるまでの間に、若者が様々な目にあい、年老いて死ぬまでの一生を夢に見る、という話。

（そういえば、映画でもそんな話、してたな）

　里武が改めて、ここは夢なのか、という言葉を言おうか言うまいか思っていると剣指を結んだまま、少女はまた呪文を唱えた。

「風よ導け、夢と現世の申し子、サキが命じる、キカルの許に我を誘さそえ！」

　電線が揺れ、ひょう、という甲かん高だかい音を奏かなでる。

　サキの周囲で風が渦を巻いて、ポニーテイルの髪と、スカートを激しくはためかせる。

　サキには羞しゆう恥ち心しんが無いのか、それとも里武を男として認にん識しきしてないのか、裾を押さえるでも無く、長い両りよう脚あしを軽く広げた姿勢のまま、暫しばらく立っていたが、小さなつむじ風はやがて彼女の周囲から、道の上を木の葉や細かいゴミを巻き上げながら進み始めた。

「なにをしている、行くぞ」

　里武が恥はずかしさに目をそらしているのへ、あれだけの風に巻かれながら、髪の毛け一本乱さぬ姿でサキが言う。

　再びすらりと抜いた刀の、峰みねの部分を担かつぐようにして構え、ポニーテイルの少女は走り出した。

「貴様も銃じゆうを抜け、ここから先、私とキカル以外は皆敵だ。動くものは無機物生物問わずに容よう赦しや無なく撃うて」

「え？　あ、わ、わかった」

　言われるまま、腰の硬こう質しつ樹じゆ脂しで出来たホルスターから無む理り矢や理りに近い力で銃を引き抜く。

　形は銃じゆう身しんの短いコルト・ガバメント…………コマンダーモデルだが、撃鉄を起こさないと撃てないオリジナルと違い、こちらは引けば撃てる細長いトリガーがついている。

　武器マニアの真しん一いちの家で見た、シーキャンプカスタムという奴に似ていた。

　違うのは、軽量化かそれとも単にデザインなのか、スライドに切り欠きやら穴やらが空いていることと、握りの部分の底から、円柱状の弾だん倉そうがくっついていることだ。

「大事に扱あつかえ。今は無きＭＧＣが最終末期に二丁だけ試作した、十歳さい向けガスガンだ。メタルスライドで高いんだぞ」

　サキは思い出したように注意し、

「そうだ、今から私の言うとおりに唱えろ。『矢玉よ疾れ、夢の世でサリガミが命じる、今よりこれは神にして真しん物ぶつの武器なり、撃たれた物を吹き飛ばせ』」

　言われるままに里武は唱えた。

　この世界から肌はだで感じる「尋じん常じようでは無い場所」の気配が、どんな間ま抜ぬけな事でもさせる力となっていた。

「よし、それでこいつは武器になった」

　十歳用の、六ミリのＢＢ弾だんを発射する程度の代しろ物ものなので、実銃のように言われても今三つぐらいピンと来ないが、それでも今の状態で、サキ以外に頼たよれるモノはこれだけだ。

　慌ててその後を追う。

　走っていくと、奇妙な違和感の正体はすぐに分かった。

　この街は、建物が書き割りのように薄っぺらく、少し走るとまるっきり同じ形の建物が必ず出てくる。

　そして、どこからも人の気配が無い。

　見覚えはあった。

「ここ、ひょっとしてこの前の……」

　思い出す。

　あの「学がく生せい寮りよう」の窓から遠くに見えていた風景を拡大するとこうなるはずだ。

　風を追ってサキが走る後ろを、何とか里武は追いかけた。

　その辺はやはり夢の中なのだろう。

　不意に頭の上で「ぱちゅん」と妙な音が鳴った。

　上を向いた里武の目に、青白い火花を散らしながら、途中でちぎれた数本の電線が、のたくりながら降ってくるのが見える。

「！」

　思わず、手にした銃の引き金を引いた。

　腹の底に響ひびく轟ごう音おんが鳴なり響き、スライドが動いて、金色の薬やつ莢きようをはき出す。

　電線は粉々に粉ふん砕さいされて青白い粒りゆう子しになって散った。

「……え？」

　思わず弾倉を抜いてみる。ドラム型弾倉、家を出るときに見た、白いＢＢ弾がじゃらりと詰まっていた細長い窓には今、金色の薬莢がぎっちり並んでいた。

「何してる、走れ！」

　サキの言葉に、里武は慌てて走る。

「えーと、こいつって何発撃てる？」

　走りながら訊きく里武に、ちらりと振り向むいて、サキは片眉だけを上げて答えた。

「お前が決めろ。ここは夢で、お前はサリガミだ。お前が決めることがルールになる。一万発でも、一億発でも問題無い」

「なるほど」

　分かったような、分からない様な理り屈くつである。

「ただし、あんまり超ちよう絶ぜつ的な設定をしておくと、能力が活性化して、お前の『サリガミ』としての段階が進むかもしれん……警告はしておくぞ」

「……人の決意を無にするようなことを口にしないでよ」

「騙だますよりはマシだろう？……足を止めるな！」

　怒ど鳴なったサキの背中が、くるりと宙を舞まった。

　左右の塀が、電信柱が爆ばく発はつした。

「サキ！」

　思わず腕うでで顔を庇かばいながら里武が叫さけぶ。

　辺り一面が、もうもうとした煙けむりに覆われる。

　現実世界なら咳き込む所だが、夢の中らしく「煙」はそれ以上の意味を持たない。

　その中に、危険なうなり声が複数……少なくとも三十以上。

　直感だけで、里武は爆発の煙立ちこめる中、うなり声のほうへ向けて銃の引き金を引きまくった。

　いくつか、悲鳴のような鳴き声と手て応ごたえ。

　勘だけで、里武は身をかがめ、ジグザグに走る。

　顔の横、頭の上、脇腹を、鋭するどい、危険な気配がかすめる。

　左腕に何かががつん、とぶつかった。

　生々しい熱と息づかいと同時に、激しい痛み。

　煙の中、頭の半分を白と黒に塗り分けた犬が、里武の左腕に噛かみついていた。

　夢なら覚めているが、残念ながら里武は生身でこの世界に来ている。

「このおおっ！」

　下した顎あごに銃を押しつけて引き金を引くと、銃じゆう声せいと共に犬の頭が吹っ飛んで、身体ごと次の瞬間消える。

　腕を押さえようとしたら別の犬が飛びかかってくる。

　後は無我夢中で引き金を引いた。

　腕の血を止める暇ひまも無く、里武は牙きばを避さけ、爪つめを払い、飛びかかってくる犬の攻こう撃げきを避けながら撃ちまくる。

　四百発ほど撃ちまくったあたりで、ようやく犬のうなり声がはっきり「減った」と分かるレベルにまでなった。

　気配。

「このっ！」

　向けた瞬間、指が硬直した。

「生きていたか、鷹斗里武」

　サキだった。

　こちらもうっすら汗を掻かいている。

「何とかね…………指が引きつりそうだよ。今度からはマシンガンにしてくれないかな」

「それぐらい自分で買って用意しろ。男は鉄砲と刀とバイクに興味を持つのがたしなみだ」

「部屋にはなるべくモノを置かないのが主義なの。僕ぼくはどうせならオンラインゲームのデータがいい。レンタルにしてよ」

　軽口がたたける自分に多少驚おどろく。

「腕は大だい丈じよう夫ぶか？」

「何とかね」

　ひどくうじゃけた傷口を、なるべく見ないようにしながら里武は答えた。

　こめかみがドクドク言ってて、それに合わせて腕の傷口から血が溢あふれていくのを感じている。

「あとで狂犬病の注射打たなくちゃ」

「馬ば鹿かめ……腕を出せ」

　言われるままにそうすると、サキは刀を地面に突つき立てると、スカートの中から包帯を取りだし、手早く里武の腕に巻いた。

「キカル用の包帯だが、仕方ない。後で買って返せ……この世界で怪我をするなんて、気合いが足りんぞ」

「何だよそれ」

　里武の口元に苦く笑しようが浮かんだ。

「夢の中で現実が負けるわけはなかろう。常識に縛しばられるからこんなザコに怪我をする羽目になるのだ……こんな怪我は幻に過ぎぬ。あとは気合いで治せ」

「そんな無茶な」

　と言ったものの、包帯を巻かれた辺りで驚くように痛みが引いていくのが分かる。

「夢の世界ではお前が主だ。何でも出来る……サリガミとしての段階は進むが」

（どうしてこの人はいつも余計なひと言がくっついてくる残念さんなんだろ）

　そう思うが、それが性分というものなのだろう。

　刀を抜いて再び肩かたに担ぐようにすると、サキは里武の背後に回った。

「キカルを追わなくていいの？」

「風はここで消えた…………鷹斗里武、足下に注意しろ……こういう場合『落とす』のが連中の定番だ」

「落とす？」

　口にして、また頭の中で共有情報が展開する。

　普ふ通つうの人間の夢は、いくつかの階層に分かれる。深層心理に近ければ近いほど、夢の内容は抽象化し、不条理になり、混沌としていく。

　そうなった場合、「浅い夢」と「深い夢」を繰くり返す人間の性質から、「深い夢」への移行は覚かく醒せいへの分岐点になるので、夢の主である「庭」が目覚める可能性も高くなる。

　また抽象化し、混沌化した夢の世界のルールは、裏うら十じゆう二に支しでさえ扱いかねる難しさになるが、生身で夢の中に居る里武たちにとってはそれ以上に危険な場所だ。

（つまり、相手もここが決戦、ってことか）

　思った瞬間、どん、と足下から突き上げが来た。

　一いつ斉せいに立ちこめていた煙が見えない手で押しのけられ、風景がはっきりする。

　アスファルトが割れ、亀裂が四方八方に走り、電柱を、塀を、その向こうにある書き割りのような建物を埋うめ尽つくす。

　一度出来上がったジグソーパズルを、床に放り投なげたように、全すべてが一いつ瞬しゆんでバラバラになった。

　今度は明らかな「落下」の感覚。

「！」

　足下を見ると、薄暗闇に染められた高層ビルの群れが、暗い穴と化した世界の奥底からもの凄すごい勢いで生えてくるのが見えた。

　ニュースなどでおなじみの東京、新宿周辺を見下ろす、あの映像の風景が出来上がっていくのだと気づく。

　地面がその奥に、いまさっき崩くずれ落ちたそれとまるっきり逆の動きで、作られていくのが見えた。

　降り立つ。

　今度はうまく行った。

　ここがどこか、空から降りたおかげですぐに分かった。

　新宿通りと明治通りが重なる広い交差点。

　伊勢丹を左に、新宿マルイワンが右の背後にある。

　少し新宿通りをＪＲの東口方向へ歩けば、紀伊國屋の新宿店と有名な新宿アルタがある。

　裏手の方には漫まん画が館があり、何度か里武も買い出しに行ったりしているからよくわかる。

　表面意識では思い出せない現実のディティールも、深層心理では引きずり出し易いのだろうか。

　密度が「上」のほうとは段違いだった。

　普ふ段だんは人ひと混ごみと、車でごった返している通りなのに、次し第だいに明るくなっていく中、モノの動く気配は何処どこにもない。

　道にゴミどころか、アスファルトの汚れなどもないところが「夢」であった。

「広い所が好きなんだよ……異イ怒ヌなんでね」

　大声が聞こえ、振り向く里武の前、明治通りの奥、靖国通りと重なる交差点に、人ひと影かげと、奇妙な黒い塊かたまりが浮いているのが見えた。

　里武がどうするか考える前に、サキが走る。

　恐おそろしい俊足で、三百メートル近くを駆け抜け、相手に到達するまで十秒とかからない。

（そうか、夢か）

　慌てて後を追いながら、イマジネーション、というより思い込みの強さがそのままこの世界の法則に作用しているのだと里武は気づいた。

（なら、もう少し速く走れるはず……）

　と足に力を入れた途と端たん、勝手に周囲の風景が動いた。

　里武は、走りながら軽く滑空していた。

　加速。サキのようにデタラメな速度ではないが、それでも十分以上に速い。

　一歩で十メートルは滑空する。

　肉体が悲鳴を上げることもなかった。

　サキがコンバットブーツの底から煙を出しながら急停止する。

　その煙が消え去る前に、何とか里武は着地し、追いついた。

「なるほど、こういうことか」

　小さく口の中で呟つぶやく。

　どうにも「夢の中では何でも出来る」というのが実感できない人生だったので、なんとなく違和感の方が先に出るが、慣れてしまえば便利かも知れない。

　そして、こういうことを繰り返し、やれることが大きく、凄くなっていくことが「サリガミ」の段階を上がることだとも理解する。

　サキの背中の彼方かなた、チャコールグレーのジャケットを着こなし、金髪に染めた頭をツンツンに立てた髪型で、にやけた笑えみを浮かべた野球部のエースそっくりな男が立っていた。

　上かみ條じよう月つき彦ひこ本人ではない。

　彼かれにしては背が高すぎ、痩せすぎていた。

　さらに、唇くちびるを閉じても見える犬歯。

　ホストと暴力団のチンピラ、どちらにも見える。

「いい格好だろ？　今度の『傀儡くぐつ』も見た目は悪くないんだが微び妙みように今時からズレてるんでな。オレ流に外見はアレンジしたって訳だよ」

　快活な笑み。

　その背後には、真っ黒な水晶を無理矢理ノミだけで削りだしたようなものが、アスファルトの地面から一メートル弱の隙間をあけて浮いている。

　中には……キカルと、生徒会長の九く田だナナオが居た。

「ここは『庭』の核かくでね」

　それ以上、何かを言おうとする前に、サキが跳んだ。

　アスファルトが砕くだけて散った。

　鋭すぎて金属音のような気合い声をあげつつ、担いでいた刀を袈裟懸けにし、返す刀で斬り上げた……とわかったのは、地面に姿勢を低くして踏み込んだサキの刀の切っ先が上になっていたからだ。

　切断速度の速さか、それとも衝しよう撃げき波はでもまとっていたのか、粉砕されたアスファルトはしゅうしゅうと湯気を立てる。

「当代の『サキ』は随ずい分ぶん余よ裕ゆうがないな」

　水晶の上に、両手をトラウザーズのポケットに突っ込んだ姿で異イ怒ヌは立っていた。

「さすがに、ご主人様の入った器ごと俺おれを攻撃するほど馬鹿じゃないようだが」

「問答無用！」

　サキの言葉に弾はじかれて、里武も銃を構える。

「おっと、お前さんはこっち」

　異イ怒ヌの声が背後から聞こえた。

　振ふり向きざま、里武は迷わず銃の引き金を引いた。

　銃じゆう弾だんが後ろにあった薬局チェーン店の看板に炸裂し、無人の薬局の店頭にあった棚の中、並んだ洗剤に当たってダンスを踊らせる。

「まだ使いこなせてねえのか、まあ『サリガミ』に完全になっちまったら、俺もこんな暢気な交こう渉しようごとはしねえが」

　更さらに後ろ。

　里武は思いきって前に向かって飛び、アスファルトに左手をついて逆立ちしながら、背後の敵を狙った。

　姿は無い。

　腕をたわませ、地面を押し出すようにすると、そのまま空中に跳んだ。

　この前テレビで観た、アクション映画を思い出しての行動だったが、うまく行った。

　勘だけで、空中で銃をほうった。

　左手に持ち替え、真まっ直すぐ横に伸ばして撃つ。

「手応え」のようなものを感じる。

　果たして、ジャケットにいくつかの穴をあけ、異イ怒ヌが後ろによろめいた。

「きっつい事、しやがるなあ」

　声を聞いた途端、相手は「標的」から「人間」に変わった。

　先に向けた瞬しゆん間かん同様、引き金を引く指が引きつる。

「ユルいな」

　いつの間にか、牙を剥いて笑う異イ怒ヌの顔が正面にあった。

　銃を持った左手が、相手に掴つかまれている。

　鋭い爪を持った指先。

　それが、ずぶりと包帯越ごしにめり込んだ。

　消え去っていたはずの激痛が再開する。

　いや、それ以上の痛み。

　思わず里武は膝をついた。

　銃が手から落ちる。

「幻想だ、鷹斗里武！　痛みも何もかも、ただの夢だ！」

　見ると、巨きよ大だい水晶の下、無数に分裂し、大ぶりの山刀マチエツトを手にしたチンピラ形態の異イ怒ヌを無造作に次々に斬り捨てながらサキ。

　だが、斬り捨てても斬り捨てても、次々に異イ怒ヌは水晶の向こう側にある、証券会社の入り口からあふれ出てくる。

「さて、夢と現世うつつどちらが本当かな？　生身で夢に来ているなら、生身は現実、痛みも現実じゃないの？」

　にやにや笑いながら、異イ怒ヌの手が、ずるりと里武の左ひだり腕うでの周囲を一回転した。

　皮膚が、肉の線維が、無理矢理ぷちぷちと音を立ててちぎれる感覚、鮮せん血けつ。

　里武は悲鳴をあげた。

　片かた膝ひざをついて立っている余よ裕ゆうもなくなり、腕を相手に取られたまま、無様に地面に転がる。

　余裕の笑みが異イ怒ヌに浮うかんだ。

　なおも悲鳴を上げながら、里武はのたうつ。

　右手でアスファルトを叩く。

　叩たたいて見つける。

　見つけたものを握にぎった。

　相手が更に、里武の腕を握ったままねじり上げた。

　ひときわ大きい悲鳴を上げながら、里武は握ったものを異イ怒ヌに突きつけた。

　先ほど、取り落としたシーキャンプコマンダーカスタム。

　痛みと憎悪が勝っている状態で、躊ちゆう躇ちよはなかった。

　そして、この距きよ離りなら、外れる心配も無かった。

「うぉおおおおおおおおおっ！」

　さっきまでとは違う意味の叫びをあげながら、ありったけの弾丸を叩き込む。

　親指がスライドストップに触ふれたのか、それとも里武の意識の奥底で「ここが弾切れ」と何かがささやいたのか。

　文字通り異イ怒ヌの頭を消し飛ばし、銃のスライドは下がりきって停とまった。

　腕を掴む手がゆっくりと離れ、残った身体から色が失せ、灰色の彫ちよう刻こくになるとあとはさらさらと崩れて、灰のようなものの山になるのに二秒もかからなかった。

　同時に、サキを襲おそっていた集団も同じように灰の小山になる。

「……」

　腕を押おさえ、里武が呆然とみていると、ゆっくりと灰の塊は風に吹かれて渦を巻き、里武の前に固まると、やがて、異イ怒ヌよりも背が低く、がっちりした体形の人影になって地面に横たわった。

　先ほどとは逆に、精せい緻ちな彫刻からゆっくりと色がついていく。

「上條……先せん輩ぱい？」

　里武はその人物を見て呟いた。

　僅わずかに胸板が動いているのを見ると、どうやら生きているらしい。

「傀儡の深層心理が『ギブアップ』したのだ。さすがに頭を吹ふき飛ばされたイメージを叩き込まれれば、そうなる……奴やつは今宿無しだな」

　サキは言いながら刀を鞘さやに収め、浮かんでいる黒水晶の前で息を整えた。

　腰こしを落とし目を閉じ、ゆっくり息を吸い、止める。

　気合い一閃。

　鍔つばと鞘の入り口が噛み合う静かな音。

　黒い水晶の表面に光が走った。

　ゆっくりと、水晶の下端が、アスファルトの上に落ちる。

　重々しい「こん」という音。

　アスファルトが凹へこみ、ゆらりと水晶の先せん端たんが揺ゆれる。

　半円を描えがくような揺れが、急にある一点から横移動に変わった。

　水晶が縦に割れる。

　一瞬、里武は次に訪れる光景を思って身を固くしたが、水晶はそのまま真っ二つになり、中に封ふうじられていたふたりの少女をそのまま地面に投げ出した。

　キカルのほうだけ抱き留め、ナナオの方はついでに腕を掴んで、顔面が地面に落っこちないようにだけするあたり、サキらしいといえばらしかった。

　里武も慌あわてて駆け寄り、ナナオの方を仰あお向むけに寝ねかせる。

　口元に軽く手をかざすと、息をしているのがわかってホッとする。

「どうやらふたりとも……いや、そっちの『傀儡』も無事か」

　サキの口元に穏おだやかな笑みが浮かんだ。

　そうしてみると通常の近寄りがたい美び貌ぼうが、一気に親しみやすいものになる。

「とりあえず、この『傀儡』と『庭』は私が連れ還る、そうなればこの夢はここでおしまい、異怒やつも現実世界に出てこざるを得なくなる。その隙すきを突いて、今度こそ奴をころ……いや、倒たおせ」

（トコトン正直なんだなあ）

　里武はぼんやり思った。やはりサキという少女にとって、キカルを害する存在は全て敵なのだという考えが徹てつ底ていしているようだ。

（まあ、正直ってことは信しん頼らい出来るけど）

「了りよう解かい」

　片手を挙げて里武は応じる。

　その里武にサキはキカルを押しつけるようにして渡わたした。

「大事に扱え。目覚めるまで待つこと。揺り動かしたり、大声で起こしたりしたらタダではおかぬ」

「はいはい」

　受け取ってみると、意外なぐらい軽い体重にちょっと驚く。

「では、私は……」

　言ったサキの胸の真ん中から、銀色の、小さくて歪いびつな三角形が生えた。

　三角形はみるみる伸びて細い、柳の葉のような形状に変わり、三十センチぐらいになると、ぐるりと一回転した。

　派手な血しぶきはその瞬間だった。

　そのまま、サキは前に突き飛ばされる。

　その背後には、倒れていた筈はずの九田ナナオが、細長い包丁を持って立っていた。

「貴様……『庭』が何故なぜ……『傀儡』と同じ……」

「技術進歩だよ」

　柳刃包丁をくるくると指先で器用に回しながら、ナナオは異イ怒ヌの声で言った。

「俺が寝ている間に百年以上、随ずい分ぶん物事は進歩した。概がい念ねんも出てきた。空き容量にバックアップってのは面おも白しろい考え方だよな？」

「馬鹿な……」

　胸から溢れる血を押さえながらサキの身体が金色の粒子に包まれる。

「さすがにこういう怪我を負うと、気合いだけじゃなんともならないよな、『殺サ姫キ』よ」

「…………黙だまれ！」

　それでも刀を抜こうとするサキへ、ナナオの姿をした異イ怒ヌは、包丁を放ほうり出した。

　血で手が滑り、鯉こい口ぐちを切るサキの顔面に、巨大な黒い筒先が突きつけられた。

「これも文明の進歩だ」

　包丁がアスファルトに刺ささった瞬間、地面が爆発音に震ふるえた。

　爆風と破片、そして煙に、里武はキカルを庇って背中を丸める。

　爆風はすぐに収まり、煙も消える。

　すり鉢ばち状に陥没した地面に、サキの姿は欠片かけらも無い。

　榴弾砲グレネードランチヤーを構えて、ナナオはひょいと眉をあげた。

「小型の大砲とは便利だ……だが、逃げられたか」

　一瞬、ホッとする里武の前で、ドイツ製のグレネードランチャーを二つに折り、特大の空薬莢を排出すると、異イ怒ヌは新しい弾をどこからともなく取りだし、装填した。

　次の意図に気づいて、里武が逃げようとする間を与えず、異イ怒ヌは再びグレネードランチャーを、今度は里武に向けて構えた。

「さあ、話し合おうぜ……幸い、時間はたっぷりある。邯鄲の夢、って知ってるか？」







第七章・それはまるで幻まぼろしのようで。







☆




　光の輪陣が空中に描かれ、そこからサキははじき出された。

　板張りの床ゆかを転がり、壁かべに激突して止まる。刀は床に転がった。

「くっ……かはっ！」

　絶息状態から息を吐き出だし、床にのたうちつつ暫く咳き込む。

「大丈夫だ、血は出てない、私は死んでない！」

　豊かな胸の間、心臓がある位置を両手で押さえながら、咳の中で叫んだ。

　叫ぶことで夢の中の出来事を現実で中和するのだ。

　そうしなければ、死ぬ。

　訓練された「殺サ姫キ」でさえ、夢の中の致ち命めい傷しようは猛毒に等しい。

「死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない、死んでない！」

　ポニーテイルを結んでいた紐が外れ、サキの黒くろ髪かみが広がる。

「くそっ！」

　叫んで、仰向けになったサキはフローリングを拳こぶしの横で叩いた。

　床ゆか板いたがそれだけで数トンの重りがぶつかったように割れ、破片が天てん井じように当たって跳ね返る。

「不覚っ！」

　噛みしめた歯の隙すき間まから絞しぼり出す声。

「くそ、誰だれだ、あいつらに余計な知ち恵えをつけた奴は！」

　胸を押さえつつ叫ぶが、当然、夢の中。背中から包丁で胸の間を貫かれたときの傷は無い。

　震える足で立ち上がる。

　夢の中のダメージとはいえ、致命傷を喰くらうと、それは暫く疑似記憶として残る……場合によっては本当に死ぬ事すらある状態で、常人なら声を出すことも出来ない。

　それでも立ち上がり、髪を振り乱みだしたまま、サキは、刀を拾って鞘さやに収めた。

「不覚、不覚、不覚ぅっ！」

　叫びながら剣指で印を結ぼうとするが息が乱れて出来ない。

「違う、ここでは飛べないっ！　何を考えている私！」

　さきほど、ここから夢の中へ「飛べ」たのは、キカルを引きずり込んだ敵の残滓がまだ残っているからだ。

　勝手にはじき出された今、その残滓を追うことは出来ない。

　再びキカルと里り武むの残る夢に潜るには、「庭」である九く田だナナオの肉体のある場所……私立病院まで行かねばならなかった。

　よろよろと愛刀の「乱れ竜りん胆どう」を紫の鞘に収めたまま杖つえ代がわりにして、サキは何とか立ち上がる。

　来たときのように窓の外から飛び出すような、肉体能力はまだ回復していない。

　あちこちの壁にぶつかるようにしてもたれつつ、サキは部屋を出た。

　マンションの廊ろう下かと、エレベーターまでの距離が、絶望的なまでに長い。

　急がねばならない。

　夢の中の時間の流れは現世とは違う。

　まして、里武とキカルは深層心理という不条理の法則の世界に居た。

　こちらの五分が、千年になる可能性もある。

人の意志をくじくには十分過ぎる時間だ。




☆




　同じ事は鷹たか斗と里武も理解していた。

「……」

　まだ目覚めないキカルを後ろに庇いながら、目線を異イ怒ヌに乗っ取られた九田ナナオから外さない。

　銃は弾切れで、対抗手段はない。

　九田ナナオ……異イ怒ヌは、里武から同じように視線を離さず、ちょいちょい、と人差し指で何か引っ張り上げる仕草をした。

　細長い、一本足のバーカウンター用のストゥールが地面から生えてくる。

　その上に軽く腰を下ろし、足を組んだ。

「とりあえず、眠ねむったままのお姫ひめ様さまはそこの寝台にでも寝かせておけよ……お前は三人も人質に取られてる。どっちにしろ、俺に抵抗するのは無む駄だってものだろ？」

　ナナオの足あし下もとのアスファルトに刺さった柳刃包丁が、そのまますすっとアスファルトの上を進み、道ばたに寝かされている上かみ條じよう月つき彦ひこの喉元に微かすかに触れる位置で停まった。

　つまり、キカル、ナナオ、そして月彦。

（三人一度に助けるのは……無理……か？）

　里武が思考を巡らせようとしていると、すぐそばのアスファルトが盛り上がり、精緻な彫刻を施されたかと思うと、ベッドに変わっていた。

「寝かせておけよ。話し合いの最中に手は出さない」

　言われて「はいそうですか」ともいかないのでそのまま里武はキカルを抱だきしめたままでいる。

「深層心理に近い夢って、不安定だって聞いてたけど？」

「ああ、不安定だ。これまでのやり方ではな」

　ひょい、とナナオは肩をすくめた。

「俺たちはこれまでよりも『深く』入る方法を知った。だから、どっちにも逃げ込めるように『傀儡』と『庭』の役をそれぞれ二に重じゆうに確保させたのはえーと、あれだ……相互保険ってやつだ」

「じゃあ、これは生徒会長さんの夢ってわけ？」

「いや、違うね……このふたりの夢はこんなに緻密な光景にはならねえよ」

「……？」

「お前の夢に似てるだろ？　この夢」

　言われて見れば、精緻さは確かに里武の夢に近い。

「この夢はな、そいつの夢だよ」

　里武の腕の中、目を閉じたままのキカルを、ナナオの肉体を借りた異イ怒ヌは、顎あごで示した。

「…………といってもまあ、普通『鬼キ駆カル』は夢を見ない。

　だが眠らないことと、夢を見ないことは違う。

　記き憶おくの混濁の結晶が夢だと仮定するなら、睡すい眠みんが無くても外的要因で記憶の混濁は起こるだろう？

　今、こいつは夢を見ているのさ……夢から生まれたモノが、夢に還る、それだけのことだ。こいつは半分以上、夢で出来ているんだからな」

「夢で出来てる？」

　里武は言葉の意味が理解出来ずに思わず訊たずねた。

「えーと、そうそう、最近の言葉で言えば情報体って奴、こいつは『去サ来リ神ガミ』の記憶と能力のバックアップで、護衛も兼ねているというわけだ…………代々、転生しては『去サ来リ神ガミ』の候補者をほんものに仕立て上げるため、全ての記憶や能力を、こいつが移していく……まあ、教師と教科書のセットみたいなもんだな」

「で、モノは相談って奴なんだが」

　異イ怒ヌは「きゅいっ」と音がしそうなくらい唇の端をつり上げて笑った。

「お前、そいつを殺してくれないか？」

「何故自分でやらない」

「俺たちでも殺せるが、それじゃ意味が無いんだよ…………お前がやってくれれば二つほど、利点があるぞ」

「へえ」

　不敵に答えながら、里武は必死になって頭を回転させていた。

　二つの思考を並行して動かすのは慣れてないが、やるしか無かった。

（夢の中で、無意識にやってることを意識してやるだけだ）

　夢の中では里武は常に再生された記憶を客観的に眺ながめるだけの「観客」だ。つまり「記憶を再生している自分とそれを見ている自分が居る。

　だとしたら、他者の夢の中ではそれが意識的に出来る……はず。

　そして、今何とか必死にこの状じよう況きようを打破する方法を考える。

　目は、相手からそらさない。そして目から何も読み取らせない。

　嘘ブラフをつくのに一番いい方法は、全て嘘ブラフにしないことだ。

　今年の正月、余りにも暇で父の書斎にあった雑誌で読んだ「対人ギャンブル必勝法」とかいう記事を思い出す。

　考えているのは別のことだが、表面上は異イ怒ヌの提案を考慮しているように見せる。

　だから精一いつ杯ぱい虚勢を張り、少しだけ怯えた表情を作る。

　普段は思いつきもしないことだが、この数時間（？）で得た異様な体験のおかげで興奮した脳に血液が回っているのか、そういうことが自然に出来た。

（考えろ、考えろ。ここは夢だ、思い込みとイマジネーションで何でも出来る場所だ、玩具おもちやの銃じゆうが本物に変わる、念じれば風のように走れる、そういう世界だ）

「ふたつの利点？」

「まずひとつ」

　異イ怒ヌはニヤニヤ笑いながら人差し指を立てた。

「教科書も教師もいなければ、お前はもう『去サ来リ神ガミ』にならなくていい。まあ、それなりに能力は目覚めてるみたいだが、これ以上は進まない。学ぶことも、教えることもない。サキにその能力はない。だからお前の『去サ来リ神ガミ』としての成長もない。普通の人生が待ってる」

「…………」

「まあ、普通の高校生には『神』と名のつく超能力を手に入れるってのも魅力的かも知れんが、やめておくこった。

　一年経たって輪りん廻ねの中に入れば、お前はもう何者にもなれない。

　今の名前も、人生も、親も、兄弟も、友だちも、すれ違ったばかりの他人も、お前のコトを忘れていく、『居なかった』ことになる……そして、俺たちを狩り、倒し、封ふう印いんし……監かん視しし、力が無くなれば消えて無くなる。

　そうなった『去サ来リ神ガミ』の名前を覚えているのは『鬼キ駆カル』だけ……そして、『キカル』も死ねば、また次の代に替わる」

　いつの間にか、異イ怒ヌの顔から笑いが消えていた。

「そこの『キカル』を殺してくれ……そうしてくれたらなんでもしてやる。命だって構わない、くれてやる」

　異イ怒ヌの声も表情も、異様なぐらい切実なものに変わっていた。

「俺たちは、輪廻の外に行きてぇんだよ」

　里武はその「目」に並行していたはずの思考を打ち切られた。

「お前がそいつを殺せば、それはもう輪廻の輪の中の出来事じゃない。そうすれば、俺もお前も、これまでのくそったれな輪廻を外れることが出来る。

　封じられ、目覚め、退治され、また封じられ……何千年、いや万単位で俺たちはこれを繰り返かえしてきたんだぜ？」

　声は切実で、目の色は真剣だった。

　それまでの、チャラチャラした態度とは打って変わっている。

　本気の声であり、表情。

「大だい丈じよう夫ぶだ、お前には誰も手出しさせたりしねえよ。仲間の結束ってのは結構硬かたいからな……だが、こいつは別だ」

　異イ怒ヌの視線がキカルに向いた。

「『去サ来リ神ガミ』を復活させ、成長させ、一いつ緒しよに戦うためだけに生きている機械人形みたいなもんだ。繰り返しの悪夢だよ。

　そんな繰り返しなら、何処で終わらせても同じだろ？　なーに、またどっかで生えてくるさ。こいつはそういう役割だ、俺たちと一緒…………五年も放っておけば『サキ』たちがまた見つけてくる」

　三日前なら「そうだね」と里武は頷うなずいていたかも知れない。

　だが、今だって「お断りだ」と即断は出来なかった。

　頷いた瞬間、首を切り落とされるかも知れないが、拒きよ絶ぜつして同じ目にあう可能性はそれよりも高い。

　たった二日。しかも一方的に作られた関係なのに、それでも「いいよ」と言い切れない。

　相手も嘘を言ってるわけではない。

「……どれくらい、考えていい？」

　情けないが、本音だった。

「五つ数えるほどじゃねえが、明日の朝まではねえ。

　……ついでに言えば、相談は出来ないぞ。そのキカルもふくめ、俺が人質にしてる連中は、俺の意志無しでは目覚めない」

（どういう理り屈くつなんだろう）

　ぽけっと思った。

　事態は切迫しているのに、頭の働きは妙みように暢気になる一瞬。

（あ、そうかここ、夢だものな……そう決めればそうなるか）

　結論が出た。

「なに、簡単なことさ。信じて、念じて、殺やればいい」

　ナナオの姿をした異イ怒ヌはそんな里武に構わず、再び地面から何かを人差し指で引っ張り上げるような仕草をした。

　直径四十センチほどの小さな、そして異イ怒ヌが腰掛けているのに合わせた高さの細い、一本脚のテーブルが持ち上がってくる。

　上には砂時計がひとつだけ。

　三分か、五分を計るための大きさのものだ。

　ひっくり返す。

「こいつが終わるまでには決めろや」

　砂が落ち始める。

　風景がゆっくりと青く変わり始めた。

　地面も、ビルも、窓ガラスも。

　異イ怒ヌの機嫌に合わせているかのように。

　里武は目を閉じた。

　何故か、脳のう裏りに赤いコートが翻ひるがえる映像が浮かんだ。

「……キカルを殺すには、どうすればいい？」

　里武は目を閉じたまま訊きいた。

「簡単かつ普ふ通つうだ」

　皮肉ではない、満面の笑みを浮かべて異イ怒ヌが答える。
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「武器を思い浮かべて、そいつで刺せばいい……なんなら用意してやろうか？」

「いや、いい」

　里武は抱きかかえたキカルの腰の後ろから、例のぞっとするようなギザギザのついた黒いナイフを引ひき抜ぬいた。

　眠り続けるキカルの細い身体を地面に横たえる。

　手に握りしめ、それをじっと見つめながら「キカル、悪く思うな」という言葉から始まって口の中、長くブツブツ呟く。

　ときおり「僕ぼくは悪くない」という言葉が連続する。

　黒い笑みの切れ端が、異イ怒ヌの唇に載った。

　少年の言葉は、念仏のようにも、祈りのようにも思えた。

　両手に握りしめ、里武はナイフを振りかざした。
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　落ちていく。

　上も下もない。右も左もない。

　気を失うのは久しぶりだった。

「キカル」は夢を見ない。

　眠る必要が無い。

　夢から生まれ、現世にて育つ。故ゆえに眠りは要らない。

　こういう無意識の中を自覚するのは、長時間の気絶か、重傷を負って意識が混濁したときぐらいだ。

　この身体になってからは二度目だ。

　赤いコートが翻る。

　初めて「キカル」として出会った時、「彼かの女じよ」は颯爽として、美しく、凛々しかった。

　同性なのにぼうっと見とれていたのを思い出す。

『貴方あなたが私の新しい【キカル】なの？』

　そう微笑ほほえみかけられたとき「はい、仰る通りです」と答えた声が裏返って、「彼女」がとうとう吹き出した。

　それが恥ずかしく、でも笑ってくれる優しさに胸の中が温かくなったのを覚えている。

　彼女と幾多の夢の戦場を駆け抜けた。

　無我夢中、という言葉はそのままだ。

　それが止まったのは半年前。

　夢の中、裏うら十じゆう二に支しの残滓の起こした騒動の中、キカルは「彼女」を庇って重傷を負った。

　裏うら十じゆう二に支しが残した影かげ、あるいはその欠片が起こす騒動は、別に珍めずらしい物では無い。

　むしろサリガミとキカルの仕事の大半は普ふ段だん、それを相手に夢の中を駆けることだ。

　避さけられるものだったが、油断した……そう今でもキカルは思っている。

　そして……裏うら十じゆう二に支しの封印が解けた。

　キカルが駆けつけたとき「彼女」の身体はすでに消えかけていた。

　泣きながらすがるキカルに、「彼女」は微笑んだ。

　最初の時と同じ笑え顔がおで。

「貴方は気にしないで。お互たがいに、やれるときに、やれることをそれぞれの場所でやっただけだから」

　穏やかな声。

　そして、「彼女」は「去サ来リ神ガミ」のルールに従って光の粒りゆう子しになって、消えた。

　数日後、空っぽの墓の前でキカルとサキがふたりだけの「見送り」をしていると、サキがふと訊ねた。

「彼女の名前はなんと言ったか？」

　もう、自分以外、「彼女」の名前を覚えている者は居なかった。

「殺サ姫キ」の一族が作る記録にも彼女の名前はなく、ただ「サリガミ」の文字が置き換わっているだけだった。

　堪らなくなった。

　だから、次の「去サ来リ神ガミ」……鷹斗里武は、「サリガミ」にしない、と決めたのだ。

　それなのに。

　ふと気がついて、キカルはようやく気絶のまどろみから意識をはっきりさせた。

（もどらなくちゃ）

　いつも、こういう場合はそう自覚した瞬間から上下左右が判明する。

　だが、今回は違ちがった。

　ぐるぐると、上下左右が入れ替わる。

（術だ……）

　そして、自分がこの状態になる寸前のことを思い出す。

　異イ怒ヌだ。異イ怒ヌの術に自分が搦からめ捕とられているのだ、と。

（舐めないでよね）

　キカルは剣指を立てた。

　空中に素す早ばやく九字を切る。

（夢の申し子を、夢に似た場所に落として、タダですむとは思わないでよ）
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「わああああああああっ！」

　叫さけびながら振ふり下ろす。

　ナイフの切っ先が、キカルの心臓のある位置に潜り込み、鮮血が吹き出した。

　再び振り上げた。そして振り下ろす。

　鮮血がそのたびに吹き出し、里武の身体を真っ赤に染める。

　最後にもう一度引き抜くと、キカルの姿が細かい光の粒子に包まれてゆっくりと消え始めた。

「あははははははっ！」

　異イ怒ヌが笑いながら手を叩いた。

　ストゥールの上、ひっくり返りそうになりながら笑い続ける。

「殺した、殺した、殺しやがった！」

　青い風景が一気に黄色……いや、金色に変わり始める。

　空も明るく、夜明けの色になる。

「さぁ、殺した…………ぞ」

　里武が顔をあげた。

　真っ赤な血が前髪まで濡らして、目を隠すほどだ。

「僕たちを解放して……くれ」

　がっくりと項垂れて、両手をアスファルトの地面についた。




「あん？　生かしとくワケねえだろうが、タコ」




　ぞわりとナナオの顔のまま、異イ怒ヌは笑えみを浮かべた。

　口の中、全すべてが犬歯のように変わっている。

「俺おれはな、ずーっと怒いかりを抑おさえてたんだよ、お前に殺されて封じられて、殺されて封じられて……いま、ようやく気軽にお前をコロコロと殺せるんだ、やらない手はネエだろう？　なぶり殺しは楽しいカラナァ！」

「やっぱりね」

　血まみれのまま、里武はため息をついた。

「なんだ、知ってて、それでもあれか、人の善意にすがった、ってかぁ？　ばーか、俺は異イ怒ヌだ、人じゃねえ」

「…………だと思った」

　里武は俯うつむいた。

　傍目には諦めたように見える。

「じゃあな『サリガミ』」

　言うなり、九田ナナオの鼻から下がずるりと前にせり出した。

　身体全体がそれに引きずられるように前に倒れる。

　一いつ瞬しゆんで九田ナナオの姿は、左右に白黒分けられた、体長三メートルを超える巨きよ大だいな犬に変わっていた。

　背中の、人で言えば肩胛骨のあたりに、先代のサリガミが最後に突つき刺したという五本の短たん剣けんが生えている。

「頭を一気に噛かみ砕いてやるよ。輪廻の輪から外れたお前は、もう転生しないから、安心して死ね」

　わざと、ゆっくりと異イ怒ヌは里武に近づき、大きく口を開いた。

　鮫さめのように、上顎にも下した顎あごにもびっしりと何列もの歯が生えた口の中が粘液にぬらりと光る。

　それを見ようともせず、キカルのナイフを握にぎりしめたまま、里武は小さく言った。

「夢の中でサリガミが命じる。刃よ、異イ怒ヌを貫け」

　アスファルトの上、手首が返って刃が上向きになる。

　黒い刃が異イ怒ヌの後頭部から生えた。

　血しぶきは僅かに遅れたように見えた。

　一瞬で四メートル近い長さになったナイフの柄えを、しっかり握りしめた里武は、全体重をかけ、アスファルトに転がるようにしてそれを捻ひねる。

　げこ、という異音が響ひびいて、異イ怒ヌの後頭部から血しぶきが上がる。

　巨大な四肢がアスファルトを踏んで飛とび退のいた。

　刃が縮み、元のサイズに戻もどる。

　ゆらり、と里武は立ち上がった。

「手前ぇ、やるつもりかよ！　キカル無しで！」

　血しぶきを流しながら、異イ怒ヌは怒りの形相で里武を見た。

　新宿の街全てが赤く染まる。

　異イ怒ヌの怒ど号ごうにあわせて、街そのものが歪み始めた。

　全てが里武に向かって斜めに、斜めに。

　アスファルトは波打ち、ビルの角は鋭く尖る。

　高層ビルの窓ガラスが粉ふん砕さいされて里武めがけて落下してきた。

　里武は片手をあげた。

　彼かれの掌てのひらの上、数センチからドーム状に「何か」が展開して、鋭するどいガラスの破片を全て阻み、その淵を滑すべらせていく。

　砕くだけるガラスの音の中、

「なに、簡単なことさ。信じて、念じて、行動やればいい」

　顔をあげて、里武はにやっと笑った。

「おもしれえ！　一気にかみ殺すのはナシだ。生きたまま、皮を剥いで、全ての歯をへし折ってお前の頭の骨に打ち込んで、それから百回殺してやる！」

　異イ怒ヌの咆ほう吼こうのような声が、周囲を震わせた。

　証券会社のビルの壁が、薬局のビルが、一階に牛丼屋の入ったビルの壁と、入り口のガラスが、それだけでひび割れ、砕ける。

　砕けたビルの壁が地面に転がりながら、ぶるぶると柔やわらかい不定形のモノに変わり、赤と黒で色分けされた無数の異イ怒ヌのミニチュアに化けていく。

　大きいモノは体長一メートル前後、小さいモノは掌サイズ。

　だが、どれも金色に目を光らせている。

「さすがに数が多いな……」

　里武はうんざりした顔になった。

　右の拳を強く、きつく、皮膚が白くなるほど握りしめ、左手に持ったナイフを高く、高く空に向けて投げる。

　ナイフはくるくると回転しながら、里武が背後にしていた街灯を越えていく。

「そろそろ目は覚めた？　……キカル！」

　街灯を、ナイフが越こえる。

　空中から、フィンガーレスグローブを填はめた細い手が生え、ナイフの柄を掴つかんだ。

　手には腕うでがついてきた。

　腕には肩が、肩には胴どう体たいが、胴体には頭が、そして爪つま先さき、脚あし……ホットパンツにタンクトップ、大きなゴーグルをかけた少女の細い姿を。

　キカルは、受け取ったナイフを腰こしの後ろの鞘さやに収め、鋭い声をあげた。

「矢玉よ疾れ、歪なる世界で夢よりいでし者キカルが命じる、現世よりもちこまれしもの、夢の中でまつろわぬ武器となれ！」

　デイパックから引き抜かれたバルカン砲ほうが、落下途と中ちゆうのキカルの身体を浮かせるほどの勢いで銃火の塊かたまりを生み出した。

　上空から降ふってくる、文字通りの弾丸の雨。

　着地したキカルがローラーブレードで疾しつ走そうしながらさらに撃ちまくる。

「何！」

　驚きよう愕がくする異イ怒ヌの顔面を、光に包まれた巨大な拳が捉えた。

　数メートルの巨体が、縦に回転しながら、すでに一階から三階までの道路に面した壁を崩落させた証券ビルをぶち抜き、へし折りながら煙けむりの中に消える。

　真ん中から折れた形になったビルの上半分が降ってくるのを、巨大な籠手ガントレツトを填めた右みぎ腕うでで下から突き飛ばして粉砕する。

　小型の異イ怒ヌを掃討し終えたキカルがくるりと反転して戻ってきた。

「里武くん！」

　嬉うれしさと、悲しみが入り交じった複雑な顔と声。

「色々言いたいことはお互いあるけど今は後……上條先せん輩ぱいは大丈夫？」

　里武は視線を煙の彼方かなたから外さずに訊く。

「あ、う、うん。さっき、あたしが出現する直前に現うつし世よに戻した」

　里武の視線の彼方、さっきまで異イ怒ヌが九田ナナオの姿で腰掛けていたストゥールの前に転がっていた上條月彦の姿がぼんやりと霞かすみ、消えていく。

「この夢、どれくらい保つ？」

　不気味な鳴動が始まっていた。

　キカルが目覚めてここに居ると言うことは、キカルの夢で作られているこの世界が存在している理由はない。

　街の色がみるみる灰色に、空は黒に塗りつぶされ、しかし薄暗い光がどこからともなく差している。

　建物も、街灯も、停とまっている車も、残らずいつのまにか火山灰のようなものが覆おおっていた。

「あたしが目覚めたから、ここはもうすぐおしまい、でも多分奴やつは『庭』の方に移動すると思う」

「追いかけられる？」

「気絶している間に『仕し掛かけ』は出来てる……そろそろ夢の終わりの衝撃ウエイクアツプ・キツクが来るから、気を付けて！」

　言葉が終わらぬうちに、世界から光が消えた。
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　能力の理解は、これまでの経験と、異イ怒ヌの言葉がきっかけだった。

　夢の中での出来事はすべて現実とは違い、自分自身による決めつけと思い込みが最優先される。

　客観ではなく、全て主観で左右される世界。

　それを理解した瞬しゆん間かん、里武はある「新しい事実」を必死になって自分に思い込ませた。

　握ったナイフは突き刺さすと、本人を傷つけないように刃やいばが引っ込んで血しぶきを派手に出すように変えた。

　そして同時にキカルの身体を消し、また同時に異イ怒ヌの足下に横たわる上條月彦の身体を幻とすり替えて里武の背後に移動させたあと、元のナイフに戻る。

　頭の中で思うだけでは心配だったので、口の中で唱えた。

　一度唱えると間に「僕のせいじゃない」と偽ぎ装そうの言葉を入れた。

　嘘をつくときはいくらかの真実を混ぜること。

　そして、キカルを「殺し」たあとは、右手に意識を振り向け、この前異イ怒ヌを殴ったときの感覚を思い出した。

　こちらは、すんなりとうまく行った。

　かくて、右手には深紅に輝く、光の籠手ガントレツトが填められている。

　理解できた。

　このガントレットが、里武とキカルを繋ぐものであり「サリガミ」の力の象徴。

　里武専用の魔ま法ほうの杖。

　サリガミの力は全てこれを中心に組み立てられると。

　ガントレットの意味するモノは何か。

　連想と関連。

　里武は最初の三つの「定義」をすでに見つけていた。

　それは殴なぐるもの。

　護るもの。

　つかみ取るもの。
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　不意に、世界に光が戻った。

　現れた世界は、へし折れ、崩壊した精せい緻ちな新宿のビルの特大セットが、書き割りで出来たベッドタウンに、天から降ってきた墓標のようにあちこちに突き刺さり、横たわる光景。

　里武が立っているのは異様に広い道の真ん中。

　そして、みるみるうちに街中が精緻なセットに変貌していく。

　突き刺さり、横たわるビルはそのままだ。

　真っ昼間の暢気な陽光降り注ぐ中だけに、異様な感覚がある。

「里武くん……手、痛い」

　横でキカルに小声で言われ、ようやく里武は我に返って手を離はなした。

「なんでついてきたの」

（やっぱり、あのまま手を握らなかったら、現世に戻されてたのか）

　咄とつ嗟さの判断でキカルの手を握ったのは、どうやら間ま違ちがいではなかったらしい。

「固いこと言うな、キカルとサリガミはワンセットらしいじゃないか」

「里武くん！」

「あと、今いま更さら君付けで呼ばないこと……呼び捨てでいいだろ、キカル」

　言って腰のホルスターに手をやろうとする。

　空になった銃はいつのまにかホルスターに納めてあったが、右腕はゴツいガントレットを填めたままだ。

　遠くに……目測でも一キロ近く離れた所に斜めに突き刺さっていたビルが、轟ごう音おんを立てて崩くずれた。

　もうもうとした煙が立ちこめる。

　煙の彼方、大小問わぬ無数の異イ怒ヌの爪つめが、アスファルトの地面に下ろされる音、そしてひときわ大きな振動が伝わってきた。

　異イ怒ヌが立ち上がりつつある。

　質量が増している……ビルが砕けたのは、ビルの質量を取り込んだからだろう、と里武はガントレットを通じて理解した。

　怒りに燃えているのがはっきりわかる。

　怒りが視界を狭めているのだろう、道の幅が、隣となりり合ったビルの、家の隙すき間まが、一気に縮まっていく。

　中にはビル同士の距きよ離りがなくなり、互いに押おしつぶし合って自壊していくものもある。

　空が赤黒く染まり、不気味な振動とうめくような音が世界全体を包つつむ。

「キカル、ザコを頼たのむ……右から回り込んで」

「…………了りよう解かい」

　キカルが再びバルカン砲を手にした。

　ゆっくりと、煙の彼方、異イ怒ヌの群れと、その彼方にたたずむ異イ怒ヌの巨大なシルエットが見えてくる。

　後ろ足で立ち上がってない段階で、頭頂部まで十階建てのビルほどもあった。

　体長でいえば百メートルは近い。

　今回は「ぶん殴る」だけでは足りない、と里武は理解した。

　通常の「取り憑つかれ」状態ではない。

　「庭」と「傀かい儡らい」を同時に一つの肉体にやらせ、しかもさっきまでキカルの夢という余分な物まで管理していた反動で、これまでに無い複雑且つ強きよう烈れつな負ふ荷かが生じているのは明らかだ。

　殴ってたたきつぶせば、異イ怒ヌに取り憑かれた九田ナナオの記憶もまた粉砕され、彼女はこれまでの全ての……言語も含ふくめた生まれてから十数年間の記憶を失い、目覚めても廃はい人じんになる。

　切り離す必要があった。

　道具が必要だ……今度は自己暗示だけでは間に合いそうにない。

「里武！」

　叫ぶとキカルが去り際に腰の十面ダイスを千切って投げた。

　左手で受け取る。

　十面ダイスの全ての面に数字が「10」になり、それがまた変化して「１」から「10」までの数字が揃う。

「サリガミ」の候補者である自分の余乗した「夢」の質量、そしてキカルと過ごした数日間の記憶という名の「情報」の重さが、「サリガミ」になって初めて分かった。

　この、いま自分たちがたたずむ場所の意味も。

「サリガミ」とは夢を通じた全ての情報を力として扱あつかう存在なのだ、と改めて理解する。

　ダイスを空中に放ほうり投なげた。

「サリガミが歪いびつなる夢の中で命じる」

　口が自然に動いて命令を放った。

「我が下僕、キカルと我の記憶の一部よ、歪めしものを倒すための『剣つるぎ』となれ！」

　落下してきたダイスをガントレットを填めた右腕で握りしめ、思いっきり振りかぶって突き出だす。

　腕が水に物を落としたときのような波は紋もんを残し、するりと空中に消えた。

　がつん、と何かに拳こぶしがぶつかる感覚。

　思わず笑みが浮うかんだ。

　鷹斗里武は知らない、だが「サリガミ」は知っている。

　力を振るうにふさわしい「形」の手て応ごたえを。

　巨大な岩を掌で殴りつけたような感覚に逆らって更さらに力を入れる。

　掌を開いた。

　巨大な山を押しているような手応え。

　握りしめた。

　腕全体が、硬くて重い何かに包まれる感覚。

　ねじる。

　がちがちと、巨大な鋼同士が打ち合って空間から火花が散り、里武は腕を引き抜く。

　空間が歪ゆがむ。

　否。

　空間が「塊」を生み出す前兆であり、過程。０が１になる瞬間。

　空間が大きく波打つ。

　そして、里武の肘ひじから先が、巨大な機械の腕に接続されていた。

　掌を大きく広げた。

　赤銅色に輝く巨大な腕。

　己の身体よりも大きなそれを、里武は装着したまま、再び腕を伸のばした。

　空中で、直感が「手を握りしめろ」と命じ、その通りにする。

　掌の中に、何かが掴まれた。

　さらに押し進めると、本当の「停止」が行われる。

　視界の隅、異イ怒ヌがようやく頭を再生して立ち上がり、一瞬で姿をかき消すのが見えた。

　地面が次々に爆ばく発はつしたような土つち煙けむりを上げ、道路のアスファルトが舞う。

　高速度で里武の周囲を移動し、必殺の一いち撃げきを今度こそ、と考えているのだ。

　里武は、空間に腕を突き出したまま、脚を縮め、跳んだ。

　高く。高く。

　刹那で地面も、屋上も遠ざかり、数十メートルの上空に到達すると、里武は思いっきり右腕を中心にして身体を捻った。

　何も無い空間、青黒く輝くガントレットが、「力」の塊を引き抜いた。

　銀色の閃せん光こう。

「！」

　赤黒く染まっていたはずの空が、真っ白に輝くほどのまばゆさと、鋭さと、衝しよう撃げき波はの強さだった。

　轟音と、崩壊は二秒遅れた。

　爆風と、舞い上がる煙が周囲を覆う。

　里武の靴くつが、再びアスファルトを踏みしめた。

　少年は、腕に力を込め、握りしめたものを地面から引き抜く。

　家一軒ほどの大きさもあろうという拳に握りしめられた「武器」の長さはそれだけで数十メートルはある。

　厚みは少なく見積もっても二メートル。

　現実に存在すれば数千トンは下らない金属の塊だ。

　刃物としての形状は、西洋の大剣。

　身幅の部分に精緻な彫ちよう刻こくが施されているのもそう思わせる。

　普通の刀剣類と違い太く、長大な諸刃の刀身にそって装着された柄は無く、代わりに、インド古来の剣つるぎ・ジャマダハルのように拳の延長として振るうため、里武の拳が填まるような穴が開いていた。

　子供の頃ころ、憧れ、発売されることの無かった超レアな「神の剣つるぎ」のカードに描えがかれていた絵に、それはよく似ていた。

　刀身が地面から持ち上がると、その下には、鼻の先から尻尾しつぽの先まで、綺き麗れいに左右に真っ二つにされた異イ怒ヌの身体がある。
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　ぞわぞわと、その、どう見ても死骸にしか見えないものが震ふるえた。

　血が一滴も吹ふき出ていない切断面から、黒い粘液があふれ出し、左右を繋ぐようにして、ゆっくりと異イ怒ヌは立ち上がった。

「終わらねえ…………」

　左右に分かれて、それぞれに数メートルの距離を黒い粘液で繋つないだまま、異イ怒ヌがどうやってか声を出した。

「ようやく、逃にげて、逃げて、輪りん廻ねの輪からまた逃げ損ねて、無能にも、こんなサリガミもどきに切り刻まれるってのは……」

　言い終える前に、疾しつ風ぷうが異イ怒ヌの白い左側の毛皮を波打たせたかと思うと、剣つるぎの二撃目が今度は上下にその身体を叩たたき斬きった。

　勢い余って周囲に突き刺さっていたビルまで叩き斬った。

　一瞬、そのままにビルは立っていたが、やがてゆっくりとずれてがらがらと崩れ始める。激しい振動の中、里武は剣つるぎから手を離し、身体の中心から十文字に分割された異イ怒ヌの身体の中から現れた光を握りしめた。

　そのまま地面に降り立つ。

　この世界のどこかに、離された剣つるぎが突き刺さる音と振動が足あし下もとから響くなか、右手を開くと、そこには目を閉じた九田ナナオの姿があった。

　そして、異イ怒ヌの身体は空中で落下しながら霧きりのように消え去り、残った五本の巨大な短剣がドスドスと地面に刺さると、ガラスのように砕け散った。

　砕け散ったガラスの破片状の元短剣だったものは渦うずを巻き、やがて小さな塊になってゆっくりと、天空から落ちていった。
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　バルカンとナイフで異イ怒ヌのコピーどもを里武に近づけないために戦っていたキカルは、すさまじい「力」の気配に「事態の終わり」を理解した。

　彼女に向けて飛びかかり、あるいは飛びかかる準備をしていた異イ怒ヌのコピーたちは、急にぴくりとも動かなくなったかと思うと次々と砕け散ちる。

「……」

　痛みをこらえる表情で、キカルは空を仰いだ。

　ガラス状の破片の群れが渦を巻き、一点に集まるのが見えた。

　キカルはローラーブレードを履はいた足でその真下へ走った。

　ほんの数秒で、その場所にたどり着く。

　一点に集まった破片は、小さな塊に精製されながらゆっくりと落ちてくる。

　手をかざすと、その上にそっと、塊が載った。

　圧縮され、変質し、形を変える。

　精緻な蔦の模様の中に、犬の横顔の彫刻を施された細長い六角形の、分厚い板に。

「…………アケノ」

　夢がもうすぐ終わるという不気味な鳴動の中、キカルはその金色の板を胸むな元もとで握りしめ、自分以外は覚えていない、先代の、そして自分が見殺しにしてしまったサリガミの名を、呟つぶやいた。







エピローグ・それはまるで日常のようで
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　夢から戻ってくると、里り武むはともかく、キカルの消耗が激しく、ナナオの病院の屋上でそのまま倒れ込んだ。

　現実世界では、サキがはじき出されてから十分後。

　大おお慌あわてで駆けつけたサキと一いつ緒しよに、まず一緒に転がり出てきた上かみ條じよう月つき彦ひこを病院の近くの路地で「見つけた」ということで病院に届け出つつ、キカルをタクシーに乗せ、とりあえず里武の家に運ぶ。

　キカルたちのアジトというか、本来の「家」というかに送らなかったのは、里武のそばに居ることで、彼の周囲をたゆたっている「夢」の欠片かけらがキカルの養生には一番いいから、だとサキは説明した。

　それから三日間、キカルは里武のベッドで眠ねむり続け、サキはキカルの側を動かず、里武は応接間のソファで寝起きしながら学校にキカルの病欠届けと、サキの食事の世話をした。

「私と違い、裏うら十じゆう二に支しを倒たおせば、キカルが損耗するのはいつものことだ。まして今回、自分の夢を敵に使われているからな、昏睡状態になるのも無理はないのだ」

　言いながら、サキの顔がやはり憔悴しているのを里武は見て取った。

「とにかく、寝てなよ。ここは僕ぼくが見るから」

　といっても、

「信じられるか、私が寝ている間にキカルにいやらしいことをされてしまったら、私がキカルに顔向け出来ない」

「するか、馬ば鹿か」

　そんな会話をしつつ、さすがに三日目にはサキも「そろそろ大だい丈じよう夫ぶだろうから、少年、私と代わって四時間立哨しろ」と刀を手て渡わたして里武の部屋の中、キカルのベッドの側で横になった。

　その間にちょこまかとした変化があった。

　九く田だナナオと、上條月彦は無事に退院した。

　ナナオは昏睡状態から覚め、上條月彦は病院近くの路上で倒れているのを発見されたが、彼は退院後、周囲の反対を押し切って、ナナオに改めて告白し直したそうだ。

「君を誰だれかにとられる夢を見た、耐たえられなかった。やっぱり君が好きだ！」

　生徒会室で執務をしているナナオの所に飛び込み、残っていた生徒達の前でそう言ったそうな。

　だが、ナナオはにっこり笑って「お断りよ」と彼の告白を断ったそうだ。

　月彦が人が変わったように野球に没頭し、甲こう子し園えんで優勝するのはこの後のことである。
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「サキ！　何で里武くんが全部知ってたわけ？」

　三日目の夜、ようやく目覚めたキカルはしばらくウツラウツラとしていたが、里武の作ったおじやを食べ終わった途と端たん、しゃきっとなって、サキにそう食ってかかった。

　さすがに里武の部屋では都合が悪いので、食事は里武の家の応接間で取っている。

　飄ひよう然ぜんとした顔で、サキはキカルの方に向き、ひょいと肩をすくめた。

「ああ、残念ながら、私の独断で我々の正体をバラした」

　しれっと言う。

「な……」

　キカルがぽかん、とする顔を、里武は初めて見た。

「なんでまた、そんな……」

「サキさんが勝手にばらす前に、色々あって、君が僕にかけていた術だか洗脳だかは解除されてた、ってこと」

　里武が補足する。

　さて、ここは普ふ通つうなら怒おこるところなんだろうな、と思いながら里武は、それでもため息に似た声しか出せなかった。

　つまり、この二人は勝手に自分の記き憶おくをいじり、騙だましたことになる。

　そのこと自体に未だに腹は立っている。

　だが、この二人を怒ど鳴なったり殴り飛ばしたり、あるいは襟えり首くびを締め上げるまでの怒りでは無かった。

　余りにもキカルは素す直なおで、脳天気で、憎めない。

　サキは少々それよりも無愛想だし失礼且つ過激なことを口にするが、それでも、そこまで怒る相手ではない。

　何よりも今さっき、自分の作った料理を食べているときの幸せな顔。

　数日一緒にすごす内に、情が移ったということなのかもしれない。

（ストックホルム症候群って奴か……でも、僕に対して別に脅おどしをかけているわけでも無いしなあ）

　などと考えていると、

「あの、えーとその…………り、里武くん……こ、今回は、あ、ありがとう」

　キカルがもの凄くばつの悪そうな顔でおずおずと言う。

「でも、あの、その……」

　しばらくその言葉を繰くり返かえした後、無む理り矢や理り話を先に進めるためにキカルが大声をあげた。

「あ、あのえーと、でもあの、こ、今回は初めての単独の仕事だから色々手順がおかしくなっただけで、こ、これからは里武くんが……里武くんがサリガミなんかにならなくても大丈夫だから！」

「…………」

　里武はしばらく、正面に立つふたりの少女を見比べた。

　サキは相変わらずの無表情で、腕うで組ぐみしたまま深く腰掛け、キカルは一いつ生しよう懸けん命めい手に今は「０」の文字が並ぶ十面ダイスを握りしめて説明している。

　ナナオの夢の中、自分に向かって放り投げたダイスだが、どうやらいつの間にか回収したらしい。

「これ、人と人との結びつきの記憶を、力に変えるものなの…………だから、これで何とか出来るから！　あの、本当に大丈夫なの！」

「つまり、もう一回、というかそのダイスの中に貯まった力がゼロになるたび、僕や周囲まわりに記憶操作して、また一から幼なじみのお芝居するの？」

「……」

　キカルは俯いた。

　しばらくの沈黙が屋上に流れる。

　ため息をついた里武は天てん井じようを見上げ、それから、ふたりの少女のほうをみた。

　サキは真まっ直すぐこちらを見返してきたが、キカルは俯いた。

　主人にひどく叱られた子犬のようにも見える。

「えーとサキさん　悪いけど、少しの間キカルと二人っきりで話、させてくれないかな？」

「…………良かろう」

　あっさり頷うなずいて、サキは乱れた髪かみと服装を手で撫でて直す。

「庭にいる。終わったら呼べ……断っておくが鷹たか斗と里武」

　じろり、とサキの目つきが険しくなった。

「キカルに良からぬ事をすれば、斬る」

「しないよ…………というか、僕の記憶をいじったりして良からぬ事をしてるのは君たちだろう？」

「この世のためだ」

　サキは軽い口調でいい、庭へ通じるサッシを開けて外へ出た。

　里武は話しあぐね、キカルは俯いて口を閉じている。

　一分ほどたったあたりで、里武はようやく口を開いた。

「……さて、何から話したほうがいいのかな？」

「あの…………ごめん、なさい」

　小さく、消え入りそうな声でキカル。

「その…………里武くんが知らないままで終わってくれれば、それが一番いいと思って……一週間ぐらい幼なじみとして一緒に過ごしたら、後は記憶を消して……っていうか、その、あの……」

　何となく、臆おく病びような子どもが、うっかりやってしまった悪戯を親に見つかって引きずり出されてきたような風情だ。

（なんか、こっちが悪いことしてるみたいだ）

　不条理な気分で、里武はキカルを見つめた。

　ふたつ並んだひとりがけソファの上で、少女は小さく小さくなっている。

　ただでさえ幼い容よう貌ぼうなので、まるで小学生のように感じる。

「…………そんなに自己嫌けん悪おするぐらいなら、騙さなければいいのに」

　ため息をつきながら、里武は屋上をぐるりと囲む金網にもたれかかった。

「…………だって……」

　答えもなんだか小学生っぽい。

「里武くん……人間じゃなくなっちゃうし」

　どうやら「サリガミ」に関することは本当らしい。

「でも、ひとりで何とか出来るの？」




　オッカムの剃刀かみそり。




　シンプルな選せん択たく肢しこそが最良解。




　里武は、自分が選択肢に、ひどくややこしい理由付けをしていることに気がついた。

　ひと言でいえば「臆病者になっている」。

　気づいてしまえば、それはひどく腹立たしい事実だった。

「それは、大丈夫」

　ためらいも無く、キカルは顔を上げて断言した。

「サキは心配性だし、彼かの女じよの代になって前例が無いことだから大げさなだけ。これまでだってサリガミの居ない時代もあったんだから…………こ、今回はちょっと遅れをとったけど、次からは大丈夫、うん、絶対」

　たった三日にもならない付き合いなのに、それだけで里武は理解する。

　サキの言ってたことのほうが正しい。

　キカルは無理をしているし、おそらく次は無事では済まない。

　裏うら十じゆう二に支しという連中はもうこれまでの繰り返しに付き合ってくれる相手ではない。

　だが。

　ここにきて、夢の中で異イ怒ヌが自分に告げた言葉の意味が重く腹の中にわだかまる。

　キカルを助けることは、全すべてを失い、消えるだけの存在になることと同じだ。

　サキに話を聞いたとき、腹を決めたつもりだったが、戦いが終わって気抜けしたのか、再び一いつ瞬しゆんの逡巡があった。

　今回はうまく行ったが、次もそうとは限らない。

（……）

　記憶の中、また赤いコートが翻ったのを、里武は見た気がした。

「嘘うそだ」

　口にした瞬間、頭の片かた隅すみで理性がため息をついた。

「本当は勝てないんだろう。今回も僕がいなければダメだった」

「か、勝てるってば！」

　拳を握にぎりしめ、ぶんぶんと振ふってキカルが否定する。

「あたし、キカルなんだからちゃんと強いんだって！　里武くんの力はちゃんとここにあるし、サリガミにならなくっても何とか、じゃなかった絶対にやっつけるって！」

　ここまで強がりと嘘だと分かる相手も珍しかった。

　少なくとも里武の人生では。

「…………あーもう！」

　声が大きくなった。

「嘘つくな馬鹿キカル！」

「嘘じゃないもん！　本当だもん！」

　キカルのヘッドフォンにくっついたネコミミが、感情に反応したのかピン、と立つ。

「どう見たって嘘だ！　お前、嘘つくと小鼻がひくひくするから分かるの！」

「！」

　慌あわててキカルが形のいい鼻を両手で覆って真っ赤になった。

「ひ、ひくひくなんてしてないってば！」

　適当な当てずっぽうだったが、こうなると自分で全て強がりだと素直に証明してしまったような物だ。

「…………キカル、もうちょっとこういうときにクレバーにならないと、色々大変だと思うよ」

　深いため息と共に里武。それでキカルの身体から必死な緊きん張ちようがばらりとほどけた。

「…………」

　どさっと、少女の細い身体がソファの中に沈み込む。

「自分の馬鹿が恨めしい」

　キカルは耳まで真っ赤になって顔を両手で覆った。

「…………まあ、確かに馬鹿のつく正直だよね」

　里武はしみじみ頷いた。

「ば、馬鹿いうな！」

「しょうがないだろ。本当に馬鹿がつく正直者なんだから。そんなんじゃ、幼よう稚ち園児も騙せないぞ？」

「…………だから、術かけてなんとかしようとしたんだよぅ……」

　しょげかえってキカルは俯うつむいた。

「あたし、嘘つくの駄だ目めだから……」

「…………で、サキさんが言ってたのは本当なのか？」

「…………うん」

「期限が過ぎて本当のサリガミになると、どれくらいで周囲の人から忘れられる？」

「……能力の発動規模や個人差にもよるけど、大たい抵ていはどんなに長くても一年」

「そうか」

　ぽけっと里武は呟いた。

「最悪でも高校三年の今ごろまでは保つってことだよね…………そいつは服装や変装でなんとか誤ご魔ま化かすか」

「え？」

「サリガミになった場合、僕の社会保障とかはどうなるの？」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！」

　慌ててキカルは両手を振って里武の話を遮さえぎった。

「なるの？　サリガミ？」

「うん」

　こくん、と里武は頷いた。

「というか、すでにもうその能力を発動させてるわけだから、なっちゃったんだろ？」

　頷いてしまうと、さっきまでの迷いが嘘みたいに消えていた。

　そして、コートの女性の言葉が蘇よみがえる。

「君は、生まれたときから『鍵かぎ』の開いている『本物』だもの」

　彼女が、間違いなく先代のサリガミだ、と里武は確信していた。

　もうキカルの記憶にしか無い姿だから、確かめようもないだろうが、おそらく。

　だが、そのことは胸の内に閉まっておくことにした。

　口にすれば、キカルのこれまでの苦労が全て無む駄だだったということになる。

「一年以内にあいつらを全部やっつければ君の心配も消えるわけだし」

　妙みように明るい気分になった。

「それに、期限が過ぎたとしても、どうせ高校卒業して進路が変われば、親も友だちもだんだん疎遠になるんだから」

「いや、ちょっとまって、あたしの為ためにだったら止やめて！　絶対！」

「んなわけあるか、馬鹿ル」

「バカル？」

　思わず聞き返すキカルに、里武は最後の迷いを振り切るように言い切った。

「馬鹿キカルの略！」

「いやあの、そういうのどうでもよくて……」

「そうだ、バカルもキカルもこれには関係ない。これは、僕自身が決めたの、僕自身のために！」

「ちょ、ちょっともう少し考えようよ！」

「考えたってどうしようもないだろ？　万が一ここで『じゃあすみませんが』って僕が降りたら、キカル、死ぬかも知れないんだろ？」

「そ、その辺は大丈夫だって……」

「だから嘘つくなっての！」

　里武は真っ直ぐにキカルを見た。

「たった三日にもならないような、偽にせ物ものの記憶の作った間柄でも、君が僕に術をかけたにせよ、もう僕と君は関わってる、ネタもばれた。しかも一度敵を倒してる。こんな状じよう況きようで尻尾を巻いて逃げ出したら…………きっと、棺桶の蓋ふたが閉まるまでずっと後こう悔かいする」

「いやあの、そこはその、もう一回、今度はあたしたちのことを忘れるように……」

「いい加減にしろ！　僕の記憶を二度と勝手にいじるな！」

　里武の怒鳴り声に、キカルはソファの上で縮み上がった。

「第一、すでに一回、洗脳が解けてるんだ、二度目だって怪しい。

　そうなってみろ、僕は君を見殺しにしたって一生後悔するんだ、一生だぞ？　助けられたかも知れないのに、って……そんな人生は御ご免めんだ」

「…………いやあの、あたしがやろうとしているのは洗脳じゃ……」

「人の頭の中をいじり回すって点じゃ同じだよ」

「そ、それは……そうだけど」

「じゃ、決まりな。目標は一年以内にあいつらを全員封ふう印いん！」

　ぱん、と里武は手を打った。

「それに、もうこの状況じゃ僕の選択肢はひとつだけしかない。その代わりに、君らには万が一の時は生涯面倒…………じゃなかった保障してもらうからね、僕の残りの人生の経済状態と、両親の行く末とか、色々！」

「よろしい、引き受けた」

　いつの間にか、サキが戻もどっていた。

「てっきり実戦で怖じ気づいて、尻尾を巻いて逃げ出すか、我々を追い出すかと思ったが、さすがサリガミ候補、大した肝きもっ玉だ。小指の爪ぐらいには見直してやるぞ」

「ちょ、ちょっとサキ、待って！」

　慌ててキカルはサキを遮った。

「サリガミになる、っていっても、単純な話じゃ無いの！　だって……サリガミの力を使うってことは、肉体に負荷もかかるし、下手をすると自分の記憶や理性を失っていくのよ！」

「記憶を失うのは、まあ、滅多に無い話だし、戦いが終わった後『補充』すればいいだけだ。幸いそのうち科学の力で脳内のバックアップも取れるようになるだろう」

　しれっというサキとキカルの会話に里武は慌てた。

「ちょっと待って、それ初耳だけど？」

「ああ、大したことでは無いからな」

「…………」

「まさかお前、止めるとか言い出すんじゃあるまいな？」

　サキの目がすうっと細くなり、腰こしの刀に手が行く。

「ちょっとサキ！」

　慌ててキカルが止めるのへ、里武は首を横に振って苦く笑しようした。

「…………どっちにせよ、細かい説明はちゃんとしてね。あと、経済と人生設計関連以外に、注文がふたつほど」

「なんだ？　私の肉体を今から貪りたいとか言う話か？　構わんぞ。危険日は来週からだし」

「ち、違ちがうよ！　スーツ！」

　真っ赤になってサキの性的すぎる妄もう想そうを否定して、里武は自分の要求を口にした。

「？」

　サキも、キカルも同時に首を捻ひねる。

「これからさ、サリガミの『仕事』するときには、背広着けたいんだ。００７でダニエル・クレイグが着けてるようなの。細身で直線がぴしっと出る奴やつ」

　里武は単純に最近見た映画の主役のコスチュームに「いいな」と思った程度のことだったのだが、サキはあからさまに驚おどろいたような、呆あきれたような顔になった。

「貴様……その年齢でサビル・ローのオーダーメイドを仕事着にというのか……罰当たりというか、世間知らずというか。高校生ならそこは高校生らしく、普通に黒のロングコートとか銀のアクセサリーだろうが！　生地が安物で、風に良くはためくような！」

　どうやらその反応を見ていると、自分の要求はとてつもなく分不相応のようだった。

　だが、まあ、ここで遠えん慮りよしても始まらない。

「いいじゃない、一年後どうなるかわからないし、死ぬかもしれないんだから、衣装ぐらい、いいのが着たい。恰かつ好こうだけじゃなくて」

「くそ……そうなると靴やら腕時計やら、毎回の下着とかも新しいのにするつもりだな、この贅沢ものめ！」

「里武…………くん」

「それともう一つは……さっきも夢の中で言ったけど、キカル、今さら君付けはなしね。これまで通り呼び捨てでいいよ。僕もそのままでいくから」

　そして、言葉を選んで、付け加える。

「これから本当の友だちになろう」

「あ…………う、うん」

　こくん、とキカルは頷いた。

「でも、それでいいの？」

　ここまで来て、今いま更さら引き下がることも出来なかった。

　どっちにせよ、自分にはそれを防ぐことが出来るのに、キカルを危険にさらすことは出来なかった。

〈まるで馬鹿だな〉

　頭の片隅で、理性が笑うのを里武は意識した。

〈偽者の幼なじみのために、これからの人生を全て棒に振る訳か〉

　だが、その不安やかすかな後悔の予感も、追いつかないぐらい気分は良かった。

〈それでも、女の子を見殺しにするよりはマシだ〉

「特に、なんてことはないさ」

　頭の片隅、赤いコートが翻ひるがえる。




「出来るときに、自分が出来ることをする…………それだけだよ」




　そう言って、里武は笑った。













　「アンリミテッド・オーバースキル―双刀使いと紅の神撃装甲―」終







あとがき







　このお話は当初、もっと暗いものになる予定でした。

　作中時間は十二時間、暑い、クーラーも停まった夏の夕暮れから明け方にかけての物語の筈でした。

　サツキもキカルも秘密めいて悪魔的で、本音も笑顔も滅多に見せず、主人公を翻弄するように現れては消え、その間に夏休みの学生寮に閉じ込められた生徒達が、猿のような化け物の集団に次々襲われて死んでいく中、誰がその化け物を呼び出したのか、生き残るのは誰なのか――――謀略と裏切りと殺戮で彩られる、そんな話でした。

　そのお話が紆余曲折あって今の形になったのですが、ここまで来られたのはＨＪ文庫の担当編集、前田さんのおかげです。

　普段書いていた物の反動で、どうしても暗くシリアスに行こうとするスイッチが入ったままの作者を辛抱強く説得し、アイディアをだして下さったおかげでこの作品はここまで来られました。

　本当になんとお礼を言えばよろしいのか。

　当初「サリガミ来たりて」もしくは「サリガミ！」という古臭いタイトルだったのですが、さすがにこれでは…と頭をひねっていたところ、ポンと今のタイトル「アンリミテッド・オーバースキル！」を思いついたのも前田さんという、これまた縁の深いの作品となりました。

　初心忘れるべからずとはよく言いますが、なかなかそれを維持し続けるのは難しく、色々ごねたりもしましたが、辛抱強く説得してくださったおかげです。

　ありがとうございます。

　またくじけそうになる私の愚痴を聞いてくれて「とりあえず言われたとおりにやってみたら」と背中を後押ししてくれた上、様々に助言してくださった榊一郎先生と、お友達のワタナベさんには本当に感謝の言葉もありません。

　そしてそんな彼らに命と形を吹き込んでいただいたイラストレーションの唯さんには本当にありがたく。

　また作者としてもイラストからアイディアをいただいた部分が多々ありました（劇中出てくるガントレットの色と形は唯さんのラフを元に書き直されています）。

　ありがとうございます。

　そして、この本を手にしてくださった皆さんにも、本当にありがとうございますと頭を垂れる次第です。

　では実在しない幼なじみと気のいい少年、そして刃物マニアな危ない少女のこのトリオ、これからどうなりますか、願わくばまた次のお話がありますようにと祈っております。




　どうかこの本が売れてくれますように。




　二〇一三年九月二五日

神野オキナ拝　
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